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事務局の壁面に貼られたカレンダー。 

ボラパック第何便がいつ出発・帰着したか、一目で分かるようになっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ この活動報告書は三部構成となっています。 

 

・平成 25 年 活動報告       表紙より～32 ページ 

・活動検証 次代への提言     33 ページ～47 ページ 

・それぞれの東日本大震災支援   裏表紙より～資 37 ページ(右綴じ) 
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日付 項  目 

1 月 

4 日 事務局会議 第 26 回 定例会議 
8 日 ボラパックⅡ 第 23 便 個人ボランティア募集開始 

10日 みえで仲間をつくり隊 避難者向け情報 定期発送 
14日 みえで仲間をつくり隊 第 41 回 打合せ 9 名出席 
17日 幹事会 11 名出席 

18日 ボラパックⅡ 団体打合せ 植える美 ing （津市） 
19日 ボラパックⅡ 第 25 便 個人ボランティア募集開始 
22日 みえで仲間をつくり隊 第 42 回 打合せ 7 名出席 

23日 ボラパックⅡ 第 23便 活動事前研修 ファミリーバドミントン（津市） 
25日 ボラパックⅡ 第 24便 事前ガイダンス 植える美 ing （多気町） 
30日 山田町のゆるキャラ 津ぅキャラえがおとどけ隊 打合せ （津市） 

2 月 

2 日 ボラパックⅡ 第 23便 事前ガイダンス 個人ボランティア 
7 日 ボラパックⅡ 第 23便 出発 11名参加 （～10日 往路添乗：森本） 

8 日 ボラパックⅡ 第 24便 出発 18 名参加 （～11 日 添乗：谷畑） 
10日 みえで仲間をつくり隊 避難者向け情報 定期発送 
13日 みえで仲間をつくり隊 第 43 回 打合せ 7 名出席 

13日 事務局会議 第 27 回 定例会議 
15日 幹事会 10 名出席 

15日 出張（イベント出席） 
山田町  「山田町社会福祉大会」出席 
（～17 日 若林） 

16日 ボラパックⅡ 第 25便 
事前ガイダンス みえ防災市民会議、個
人ボランティア 

21日 ボラパックⅡ 第 26・27 便 個人ボランティア募集開始 
22日 ボラパックⅡ 第 25便 出発 19 名参加 （～25 日 添乗：谷畑） 
23日 ボラパックⅡ 団体打合せ 心和む蓄音機ホーン演奏会 

23日 みえで仲間をつくり隊 坐禅体験イベント チラシ発送 
26日 みえで仲間をつくり隊 第 44 回 打合せ 6 名出席 

3 月 

6 日 ボラパックⅡ 団体ボランティア募集開始 

7 日 ボラパックⅡ 第 26便 
事前ガイダンス 皇學館大学ボランティア
ルーム 

9 日 ボラパックⅡ 第 26便 
事前ガイダンス 心和む蓄音機ホーン演
奏会、個人ボランティア 

9 日 ボラパックⅡ 第 27便 事前ガイダンス 三重大学めばえサークル 
10日 みえで仲間をつくり隊 坐禅体験イベント開催 （津市） 
10日 みえで仲間をつくり隊 避難者向け情報 定期発送 

11日 出張（イベント出席） 
桑名市  「3.11 ともしびのつどい」出席 
（山畑、森本） 

13日 みえで仲間をつくり隊 第 45 回 打合せ 5 名出席 
15日 ボラパックⅡ 第 26便 出発 19 名参加 （～18 日 添乗：森本） 
15日 交通費助成事業 助成団体募集開始 （～4 月 15 日） 

15日 山田町のゆるキャラ 
山田町ゆるキャラ制作協力団体会合 出
席 （山田町：佐藤、外舘） 

16日 ボラパックⅡ 第 27便 事前ガイダンス ジョイフルアンサンブル 

16日 写真パネル展 
「東日本大震災とボランティア」  開催 
（～18 日 津市） 

17日 
三重から見つめた東
日本大震災 

開催 （津市） 94 名参加 

17日 出張（調整等） 津市 （～19 日 佐藤） 
18日 幹事会 10 名出席 

18日 事務局会議 第 28 回 定例会議 
23日 ボラパックⅡ 第 27便 事前ガイダンス 個人ボランティア 
26日 みえで仲間をつくり隊 第 46 回 打合せ 6 名出席 

28日 ボラパックⅡ 第 27便 
出発 14 名参加 （～31 日 添乗：松岡、
谷畑） 

28日 出張（イベント出席） 
名古屋市 「大震災・原発事故一人ひとり
を地域で支える交流会」出席 （森本） 

28日 出張（会議出席） 
山田町 「山田町地域支え合い体制作り
事業連携調整会議」出席 （佐藤） 

29日 ボラパックⅡ 第 29 便 個人ボランティア募集開始 
30日 ボラパックⅡ 第 28便 事前ガイダンス こころネット 

4 月 

1 日 ボラパックⅡ 団体打合せ こころネット 

2 日 広域避難者支援 
福島民報・福島民友閲覧開始（福島県ふ
るさとふくしま帰還支援事業協力） 

3 日 ボラパックⅡ 団体打合せ 

5 日 山田町のゆるキャラ 
山田町ゆるキャラ制作実行委員会発足 
第 1 回 山田町ゆるキャラ制作実行委員
会会議 出席 （山田町：佐藤、外舘） 

10日 みえで仲間をつくり隊 第 47 回 打合せ 10 名出席 
10日 みえで仲間をつくり隊 避難者向け情報 定期発送 
11日 出張（会議出席） 山田町  「山田町内復興支援団体交流

会」出席 （佐藤） 

12日 山田町のゆるキャラ 
第 2 回 山田町ゆるキャラ制作実行委員
会会議 出席 （山田町：佐藤、外舘） 

13日 ボラパックⅡ 団体打合せ こころネット 

13日 広域避難者支援 
東海エリア避難者支援団体会合  出席 
（四日市市：山本、森本、谷畑） 

15日 事務局会議 第 29 回 定例会議 
16日 山田町のゆるキャラ デザイン公募開始 （～6 月 1 日） 

18日 出張（会議出席） 山田町 「わくわく山田座団会」出席 （佐藤） 
19日 幹事会 12 名出席 

20日 ボラパックⅡ 
団体打合せ  人形劇団おたまじゃくし 
（伊勢市） 

23日 みえで仲間をつくり隊 第 48 回 打合せ 6 名出席 

25日 出張（会議出席） 
山田町  「山田町地域支え合い体制作り
事業連携調整会議」出席 （佐藤） 

26日 ボラパックⅡ 第 28便 出発 20 名参加 （～29 日 添乗：松岡） 

27日 ボラパックⅡ 第 29便 
事前ガイダンス 人形劇団おたまじゃくし 
（伊勢市） 

27日 みえで仲間をつくり隊 第 7 回 楽しみ隊 チラシ発送 

5 月 

1 日 みえで仲間をつくり隊 
「コープみえ・くらしたすけあいの会」協働
事業開始 （～9 月 30 日） 

4 日 ボラパックⅡ 第 29便 
事前ガイダンス 木曽三川公園紙飛行機
の会、個人ボランティア 

7 日 広域避難者支援 
東海エリア避難者支援団体会合  出席 
（四日市市：若林、森本） 

8 日 みえで仲間をつくり隊 第 49 回 打合せ 8 名出席 
8 日 山田町のゆるキャラ 応援サポーター募集開始 （～8月 31日） 

9 日 みえで仲間をつくり隊 避難者向け情報 定期発送 
9 日 出張（調整等） 山田町 （～10 日 若林） 

9 日 山田町のゆるキャラ 
第 3 回 山田町ゆるキャラ制作実行委員
会会議 出席 （山田町：佐藤、外舘） 

9 日 出張（会議出席） 山田町 「わくわく山田座団会」出席 （佐藤） 

10日 ボラパックⅡ 第 29便 
出発 20 名参加 （～13 日 添乗：森本、
谷畑） 

11日 出張（調整等） 多気町 （番家） 

12日 山田町のゆるキャラ 
山田町ゆるキャラ制作実行委員会  フェ
イスブック開始 

14日 広域避難者支援 
三重県避難者支援団体相談会  出席 
（四日市市：若林、森本） 

15日 出張（調整等） 多気町 （森本） 
18日 出張（調整等） 多気町 （谷畑） 
19日 みえで仲間をつくり隊 第 7 回 楽しみ隊開催 （多気町） 

20日 事務局会議 第 30 回 定例会議 
21日 みえで仲間をつくり隊 第 50 回 打合せ 6 名出席 

21日 山田町のゆるキャラ 
山田町ゆるキャラ制作実行委員会  ツイ
ッター開始 

24日 幹事会 11 名出席 

24日 出張（会議出席） 山田町 「わくわく山田座団会」出席 （佐藤） 
31日 ボラパックⅡ 第 30 便 個人ボランティア募集開始 

6 月 

3 日 山田町のゆるキャラ 
第 4 回 山田町ゆるキャラ制作実行委員
会会議 出席 （山田町：佐藤、外舘） 

4 日 広域避難者支援 
三重県避難者支援団体相談会  出席 
（四日市市：山本、若林、森本） 

5 日 山田町のゆるキャラ 一般投票開始 （～15 日） 

5 日 事務局会議 防災キャラバン 臨時会議 
6 日 出張（会議出席） 山田町 「わくわく山田座団会」出席 （佐藤） 
9 日 みえで仲間をつくり隊 避難者向け情報 定期発送 

12日 みえで仲間をつくり隊 第 51 回 打合せ 9 名出席 

12日 出張（会議出席） 
山田町  「第１回被災者支援連絡調整会
議」出席 （佐藤、外舘） 

13日 ボラパックⅡ 団体打合せ 三重短期大学 
15日 ボラパックⅡ 団体打合せ はたいも、ひょうきんどんぶり 

15日 防災キャラバン 名張・伊賀 打合せ （名張市：山畑、番家） 
16日 出張（調整等） 多気町、松阪市 （森本） 
17日 ボラパックⅡ 第 32 便 個人ボランティア募集開始 

17日 ボラパックⅡ 団体ボランティア追加募集開始 
17日 幹事会 10 名出席 
17日 防災キャラバン 四日市 打合せ （四日市市：山畑、番家） 

19日 事務局会議 第 31 回 定例会議 

20日 山田町のゆるキャラ 
第 5 回 山田町ゆるキャラ制作実行委員
会会議 出席 （山田町：佐藤、外舘） 

22日 ボラパックⅡ 第 30便 事前ガイダンス 個人ボランティア 

23日 出張（イベント） 
山田町 「わくわく山田座団会 なかよし公
園活動」参加 （佐藤） 

25日 みえで仲間をつくり隊 第 52 回 打合せ 6 名出席 
25日 防災キャラバン 第 1 回 名張・伊賀 チラシ発送 
25日 防災キャラバン 伊勢 打合せ （伊勢市：山畑、番家） 

25日 山田町のゆるキャラ ヤマダちゃん、たけちゃん発表 
28日 ボラパックⅡ 第 30便 出発 20名参加 （～7月1日 添乗：森本） 
30日 ボラパックⅡ 第 31便 事前ガイダンス はたいも、ひょうきんどんぶり 
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7 月 

1 日 防災キャラバン 第 2 回 津 チラシ発送 
1 日 防災キャラバン 四日市 打合せ （四日市市：山畑、番家） 
2 日 活動コーディネート 県教委 打合せ 

4 日 ボラパックⅡ 第 31便 事前ガイダンス 三重短期大学 
4 日 ボラパックⅡ 団体打合せ 東部中学校 
8 日 出張（調整等） 東京都 （～9 日 外舘） 

8 日 広域避難者支援 
三重県避難者支援団体相談会  出席 
（四日市市：山本、若林、森本） 

9 日 出張（会議出席） 山田町 「わくわく山田座団会」出席 （佐藤） 
10日 みえで仲間をつくり隊 第 53 回 打合せ 7 名出席 

10日 みえで仲間をつくり隊 避難者向け情報 定期発送 
12日 ボラパックⅡ 第 31便 出発 19 名参加 （～15 日 添乗：谷畑） 
12日 出張（調整等） 鈴鹿市 （番家、森本） 

13日 ボラパックⅡ 第 33 便 個人ボランティア募集開始 
13日 ボラパックⅡ 第 32便 事前ガイダンス 個人ボランティア 
14日 防災キャラバン 第 1 回 名張・伊賀 開催 （名張市） 

15日 防災キャラバン 第 2 回 津 開催 
17日 事務局会議 第 32 回 定例会議 
17日 防災キャラバン 笹川 打合せ （四日市市：番家、森本） 

19日 ボラパックⅡ 第 32便 出発 17 名参加 （～22 日 添乗：松岡） 
19日 幹事会 10 名出席 
22日 ボラパックⅡ 団体ボランティア追加募集開始 

23日 みえで仲間をつくり隊 第 54 回 打合せ 6 名出席 
23日 活動コーディネート 県教委 事前ガイダンス （津市） 
27日 防災キャラバン 第 3 回 学校・教職員 チラシ発送 

29日 出張（広報） 
桑名市、朝日町、川越町、四日市市、鈴
鹿市、津市 （番家） 

30日 山田町のゆるキャラ 
第 6 回 山田町ゆるキャラ制作実行委員
会会議 出席 （山田町：佐藤、外舘） 

31日 防災キャラバン 多気 打合せ （多気町：山畑、番家） 

8 月 

4 日 ボラパックⅡ 第 33便 事前ガイダンス 個人ボランティア 
5 日 出張（座談会・補助等） 山田町 （～9 日 松岡） 
6 日 出張（座談会） 山田町 （～7 日 山本） 

6 日 座談会③ 山田町関係者座談会 （山田町） 
7 日 活動コーディネート 県教委 まなびの時間補助 （山田町） 
8 日 活動コーディネート 県教委 ボラ活動補助 （山田町） 

9 日 ボラパックⅡ 第 33便 出発 21 名参加 （～12 日 添乗：谷畑） 
9 日 防災キャラバン 紀北 打合せ （紀北町：山畑、番家） 
10日 みえで仲間をつくり隊 避難者向け情報 定期発送 

11日 出張（調整等） 津市 （～13 日 外舘） 
12日 広域避難者支援 避難者対象アンケート実施 （～9月 19日） 
16日 ボラパックⅡ 第 35 便 個人ボランティア募集開始 

16日 出張（調整等） 松阪市 （森本） 
19日 ボラパックⅡ 第 34便 事前ガイダンス 東部中学校 （松阪市） 
20日 みえで仲間をつくり隊 第 55 回 打合せ 12 名出席 

20日 出張（会議出席） 山田町 「わくわく山田座団会」出席 （佐藤） 
22日 ボラパックⅡ 団体打合せ 東部中学校 （松阪市） 
23日 幹事会 9 名出席 

23日 事務局会議 第 33 回 定例会議 
24日 防災キャラバン 第 3 回 学校・教職員 開催 （津市） 
25日 みえで仲間をつくり隊 第 8 回 楽しみ隊開催 （松阪市） 

27日 みえで仲間をつくり隊 第 56 回 打合せ 5 名出席 
27日 防災キャラバン 多気 打合せ （多気町：山畑） 
28日 ボラパックⅡ 第 34便 出発 17 名参加 （～28 日 添乗：森本） 

28日 ボラパックⅡ 団体打合せ 津ぅキャラえがおとどけ隊 

9 月 

1 日 防災キャラバン 第 4、5 回 多気、伊勢 チラシ発送 
1 日 座談会② ボラパックリーダー・サブリーダー座談会  
1 日 座談会① 支援センター立ち上げ座談会 

3 日 広域避難者支援 東海エリア避難者支援団体打合せ 

7 日 ボラパックⅡ 第 35便 
事前ガイダンス 津ぅキャラえがおとどけ
隊、個人ボランティア 

11日 みえで仲間をつくり隊 第 57 回 打合せ 9 名出席 
11日 みえで仲間をつくり隊 避難者向け情報 定期発送 

11日 防災キャラバン 第 6 回 鈴鹿 チラシ発送 
11日 幹事会 10 名出席 
12日 出張（VPⅡ前入り） 山田町 （～17 日 山本） 

13日 出張（VPⅡ前入り） 山田町 （～17 日 番家） 

14日 ボラパックⅡ 第 35便 
出発 41 名参加 （～17 日 添乗：松岡、
谷畑） 

15日 山田町のゆるキャラ 
ヤマダちゃん、たけちゃんお披露目および
山田町公認キャラ認定式 

15日 発災（台風 18号災害） 
台風 18号接近に伴い浸水や突風の被害
が発生（伊賀市、志摩市、その他府県） 

16日 防災キャラバン 
第 7～10 回 桑名、笹川、四日市、紀北 
チラシ発送 

16日 台風 18 号災害 
伊賀市災害ボランティアセンター（常設）
が災害体制に移行 

17日 ボラパックⅡ 第 35便 県庁にて帰着式 

17日 防災キャラバン 第 11 回 伊賀 チラシ発送 

17日 幹事会（臨時） 
9 名出席 台風 18 号災害対策会議 
※情報提供、伊賀ボラセンへの人的支援
の実施を決定 

18日 出張（台風18号対応） 伊賀市 （～19 日 松岡） 
19日 事務局会議 第 34 回 定例会議 
19日 防災キャラバン 笹川 打合せ （四日市市：山畑） 

19日 幹事会（臨時） 

8 名出席 台風 18 号災害対策会議 
※伊賀ボラセンサテライトが閉鎖となり、
近隣府県の情報を収集しバス企画の必
要性を検討、情報提供の継続を決定 

19日 防災キャラバン 四日市、笹川 打合せ （四日市市：山畑） 

20日 防災キャラバン 第 4 回 多気 開催 
20日 出張（調整等） 三重県 （～22 日 外舘） 
21日 防災キャラバン 第 5 回 伊勢 開催 

23日 出張（調整等） 多気町 （森本、谷畑） 
24日 みえで仲間をつくり隊 第 58 回 打合せ 9 名出席 
25日 出張（会議出席） 山田町 「わくわく山田座団会」出席 （佐藤） 

26日 出張（講演会出席） 
名古屋市 「東日本大震災・津波・原発事
故による県外避難」 出席 （森本） 

26日 出張（会議出席） 
山田町  「山田町地域支え合い体制作り
事業連携調整会議」出席 （佐藤） 

29日 防災キャラバン 第 6 回 鈴鹿 開催 
30日 活動支援金 東日本大震災ボラ活動支援金受付終了 

10 月 

1 日 防災キャラバン 第 12 回 企業・労組 チラシ発送 
3 日 みえで仲間をつくり隊 第 9 回 楽しみ隊 チラシ発送 

3 日 広域避難者支援 
三重県避難者支援団体相談会  出席 
（津市：山本、若林、森本） 

3 日 防災キャラバン 笹川 打合せ （四日市市：森本） 
6 日 防災キャラバン 第 7 回 桑名 開催 

7 日 防災キャラバン 第 8 回 笹川 開催 （四日市市） 
9 日 みえで仲間をつくり隊 第 59 回 打合せ 10 名出席 
9 日 幹事会 9 名出席 

9 日 出張（会議出席） 山田町 「わくわく山田座団会」出席 （佐藤） 
17日 事務局会議 第 35 回 定例会議 
18日 広域避難者支援 支援団体打合せ （四日市市：山本、森本） 

18日 出張（調整等） 三重県 （～22 日 佐藤） 
18日 防災キャラバン 第 9 回 四日市 開催 
18日 防災キャラバン 第 13 回 松阪 チラシ発送 

19日 防災キャラバン 第 10 回 紀北 開催 
19日 防災キャラバン 第 11 回 伊賀 開催 
22日 みえで仲間をつくり隊 第 60 回 打合せ 9 名出席 

22日 出張（講演会出席） 
津市  「大切な命を守るために〜人災を減
災するマン・パワーの存在〜」出席 （松岡） 

24日 広域避難者支援 東海エリア避難者支援団体打合せ 

26日 出張（学習会出席） 
名古屋市  「保養リスクマネジメント学習
会」 出席 （森本） 

28日 出張（調整等） 多気町 （森本、谷畑） 
30日 みえで仲間をつくり隊 避難者向け情報 臨時発送 
31日 山田町のゆるキャラ 応援サポーター特典シール 発送 

31日 山田町のゆるキャラ 
第 7 回 山田町ゆるキャラ制作実行委員
会会議 出席 （山田町：佐藤、外舘） 

11 月 

1 日 広域避難者支援 
三重県避難者支援団体相談会  出席 
（四日市市：山本、若林、森本） 

4 日 みえで仲間をつくり隊 第 9 回 楽しみ隊開催 （多気町） 
7 日 事務局会議 第 36 回 定例会議 
8 日 幹事会 10 名出席 

9 日 防災キャラバン 第 12 回 企業・労組 開催 （津市） 
9 日 出張（調整等） 伊賀市 （松岡） 
13日 みえで仲間をつくり隊 第 61 回 打合せ 11 名出席 

14日 出張（会議出席） 
名古屋市 「パーソナルサポート支援チー
ム会議」出席 （森本） 

14日 出張（会議出席） 山田町 「わくわく山田座団会」出席 （佐藤） 
15日 防災キャラバン 第 13 回 松阪 開催 

17日 出張（説明会出席） 
名古屋市 「第 2回 子ども被災者支援法
説明会」 出席 （森本） 

22日 事務局会議 活動報告書 臨時会議 

22日 広域避難者支援 
三重県避難者支援団体相談会  出席 
（四日市市：山本、若林、森本） 

12 月（予定） 
2 日 事務局会議 活動報告書 臨時会議 
6 日 出張（イベント） 津市 （～8 日 佐藤、外舘） 
6 日 事務局会議 第 37 回 定例会議 

7 日 
災害ボランティアシン
ポジウム 

「311 を忘れないために～これから三重で
取りくむこと～」 開催 （津市） 

7 日 みえボラ交流会 開催 （津市） 

11日 みえで仲間をつくり隊 第 62 回 打合せ 
16日 出張（調整等） 山田町 （～18 日 山本、若林） 
20日 みえで仲間をつくり隊 交流会 

28日   
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岩手県
い わ て け ん

下閉伊郡
し も へ い ぐ ん

山田町
や ま だ ま ち

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
東日本大震災 概要 

（気象庁資料より作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
全国の被害状況 

（平成 25 年 9 月 24 日 内閣府資料より作成） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

山田町の被害状況 
（平成 25 年 8 月 12 日 山田町総務課危機管理室資料より作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成 23 年 3 月 11 日(金) 

14 時 46 分 

 

震源 三陸沖 深さ 24km 

規模 マグニチュード 9.0 

 

同日 14 時 49 分  

津波警報（大津波）発表 

津波の観測値（津波観測点） 

・えりも町庶野 最大波 15:44 3.5m 

・宮古     最大波 15:26 8.5m 以上 

・大船渡    最大波 15:18 8.0m 以上 

・釜石     最大波 15:21 4.2m 以上 

・石巻市鮎川  最大波 15:26 8.6m 以上 

・相馬     最大波 15:51 9.3m 以上 

・大洗     最大波 16:52 4.0m 

死者        15,883 名        全壊       126,578 戸 

 

行方不明者      2,654 名        半壊       272,305 戸 

 

負傷者        6,146 名        一部損壊     742,664 戸 

 

全国の避難者数 289,611 名 

※避難所の他、親族、知人宅や公営住宅、仮設住宅への入居者も含む 

 

死者         807 名        全壊      2,762 戸 
 
行方不明者       2 名        大規模半壊    202 戸 
 
応急仮設住宅     1,940 戸         半壊       203 戸 
※避難所は平成 23 年 8 月 31 日にて全て閉鎖 

 

 

[文書の 引

用文や注目

すべき箇所

の要約を入

力してくだ

さい。テキ

スト  ボッ

クスは文書

のどの位置

にも配置で

きます。抜

粋用テキス

ト  ボック

スの書式を

変更するに

は、[描画ツ

ール ] タブ

を使用しま

す。] 

岩手県下閉伊郡山田町はリアス式海岸で有名な景勝地「三陸海岸

（三陸復興国立公園）」のほぼ中央に位置し、優美な自然環境に囲

まれています。 船越半島と重茂半島に抱かれた山田湾は内海で波

も穏やかなのが特徴で、その豊かな海は牡蠣・帆立・ホヤ・ウニ・

鮑・ワカメ・鮭などの漁場として有名。また椎茸は全国から高い評

価を得ており、松茸も国内有数の産地で品質が良く香りが強いのが

特徴です。 

積雪量が少なく四季を通じて過ごしやすいと言われています。 

 
 

一部損壊      202 戸 

※非住家は含まず 
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(平成 25 年 10 月 29 日現在)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

9 月 15 日、雨中でも開催された山田祭り。

たくさんの方が見物に訪れ、祭りを盛り

上げました。また被災した大杉神社の本

殿が高台に再建されました。 

 

被災した山田町の魚市場が 10月 10日場

所を移し再建されました（写真）。また

同じく被災した船越湾漁協の魚市場も

9 月 28 日再建されました。 

 

山田町で最初の災害公営住宅（県営・全

2 棟・72 戸）が、平成 26 年度 4 月の入

居を目指し豊間根地区に建設中です。 

 

かさ上げ区域では住宅基礎の撤去工事が

町内のいたる所で進められています。そ

の後、かさ上げ工事が始まる予定です。 

 

被災した船越小学校は元の場所をかさ

上げし、平成 26 年度の入学に向けて建

設中です。 

 

 

高台移転のための造成工事が進行中です。

写真は織笠跡浜団地予定地。 

平成 28 年度の入居を目指します。 

山田町では中心部をはじめ、織笠地区・大浦地区の復興整備事業が着工されています。陸中山田駅周辺はかさ上げ宅地

整備を進め、駅前は商業地の再開発を行う予定です。また県立病院・消防署・交番などを造成した高台に移転し、その周

辺も住宅地となります。災害公営住宅は全 19 団地 831 戸となり、県営 547 戸・町営 284 戸をそれぞれ整備し平成 29 年度

まで順次の入居を目指します。海岸では既存の防潮堤の解体が進められており、新たに高さを上げて建設される予定です。 

ボランティアを行う上で、活動先の地域の方々と信頼関係を

構築することが必要不可欠と考え、支援先は 1 か所に絞り込む

ことにしました。既に支援に入っている防災 NPO 仲間から情報

収集するとともに、 

(1)首都圏から遠く、ボランティアが集まりにくいと思われた 

(2)長期の活動に適した無償の宿泊施設を確保できた  

(3)三重県と似たリアス式海岸の町で、復旧・復興の得がたい教 

 

(4)先遣隊調査により三重から支援できるニーズが見つかった 

などの理由から山田町を支援することにしました。 

 

平成 25 年 9 月撮影 

訓を学べると考えられた 
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設置当初から、三重県からできるボランティアとして

ご登録いただいた事務局ボランティアの皆さん。みえボ

ラ、事務局スタッフの最も心強いサポーターとして様々

な場面で手助けいただきました。 

 

 

 

 

 

 

みえ災害ボランティア支援センターでは、現地へ行ってボランテ

ィア活動をしたいと考える方々に対し、費用など様々な負担や不安

を軽減し、多くの方が現地で活動していただくためのボランティア

バスパックツアーを企画しました。東日本大震災発災後、先遣隊が

現地で調整し、4 月下旬にボラパック第 1 便が出発してから約 2 年半

を通して計 72 便のバスを運行しました。 

み え 発 ！ ボ ラ パ ッ ク と は ？ 

 

平成 23 年（4 月～11 月）の活動［※後に、「ボラパックⅠ」と表現］

では、がれき撤去や物資配布などの災害ボランティア活動を中心に行

いました。現地の状況の変化に合わせ、平成 24 年 4 月以降は名称を

「ボラパックⅡ」に変更し、サロン活動を中心に交流を目的とした活

動を行ないました。ボラパックⅡに移行してからは、多様なプログラ

ムづくりのため、活動団体を中心にボランティア募集をかけました。

また、活動団体独自のプログラムとは別に、個人ボランティアや独自

プログラムを持っていない団体ボランティアを対象にみえボラプロ

グラムを考案しました。 

ボ ラ パ ッ ク Ⅰ ・ Ⅱ の ち が い 

 みえ発！ボラパックにご参加いただくにあたり、ボランティアの皆

さんには「事前ガイダンス」への参加を必須としました。ボラパック

の概要やスケジュールはもちろん、山田町のこと、ボランティアとし

ての心構えなどを事前にお伝えすることによって、ボラパックや現地

のことをご理解いただいてから出発していただけるよう時間を作り

ました。 

 また、ボラパックⅡへと移行してからは、活動内容に応じた「講習

会」を「事前ガイダンス」の後に受講いただき、活動の準備をしてい

ただきました。 

出 発 前 の 準 備 

＜ 活 動 区 分 ＞ 
 

●独自プログラム 団体 

団体ボランティア独自のプログラム。現地

のニーズと照らし合わせ、活動の可否、会場

などを調整した後の活動となりました。多数

の団体の参加により多種多様なプログラム

を提供することができました。 

 

●団体補助 団体 個人 

 ボラパックⅡ開始当初は主に個人ボラン

ティアの活動の一つとしていましたが、独自

プログラムを持っていない団体ボランティ

アにも補助に入っていただきました。団体同

士で事前に打ち合わせを行った上で活動に

入ることができる場合もあり、個人ボランテ

ィアとは違う面でのサポートができました。 

 

●みえボラプログラム 団体 個人 

 みえボラから提案するプログラム。ボラパ

ックⅡ開始当初より主に個人ボランティア

向けに考案しましたが、独自プログラムを持

っていない団体ボランティアにもみえボラ

プログラムの活動を行っていただく形とな

りました。また、みえボラプログラムを基に

独自で企画を膨らませて活動いただく団体

もありました。 

 

●現地ニーズを元に実施した活動 個人 

 現地から上がったニーズ、またはこれまで

活動したプログラムの中から再度開催など

の要望があった場合の活動。できる限り現地

の皆さまからいただいたお声を活動という

形で返せるように調整を重ねました。団体ボ

ランティアが参加できない便での独自プロ

グラムへの要望も個人ボランティアの皆さ

んの協力で実現することができました。 

事務局ボランティア登録者数 人 

 
＜主な活動内容＞ 

・事前ガイダンスの設営準備・司会進行・説明 

・講習会の補助・指導 

・ボラパックⅡの出発・帰着時の受付・お見送りお出迎え 

・ビブス(ユニフォーム)・タオルの洗濯 

・活動で必要となる物資の準備・キット作り 

などをお手伝いいただきました 
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※「みえ発！ボラパックⅡ第 2 3 便～第 3 5 便」の参加者データを元に作成しました。添乗スタッフは人数に含まれません。 

40 代 

7％ 

50 代 

9％ 

10 代 

16％ 

30 代 

6％ 

20 代 

7％ 

60 代 

6％ 

40 代 

12％ 
10 代 

9％ 

60 代 

6％ 

20 代 

6％ 
50 代 

5％ 70 代 

3％ 

津市 

30％ 

四日市市 

5％ 

松阪市 

18％ 
鈴鹿市 

6％ 
伊勢市 

8％ 

桑名市 

5％ 

鳥羽市 3％ 

亀山市 3％ 

県内 

その他 

9％ 

県外 

9％ 

愛知県 岩手県 大阪府 など いなべ市 志摩市 

紀北町 伊賀市 など 

●参加者統計（住所別） 

最多人数の便 第  便 （ 人） 

最少人数の便 第  便 （ 人） 

最年長  歳 

最年少  歳 

 

平成 25 年内に複数回参加した 

ボランティアのべ人数 人 

平成 25 年内最多参加回数  回 

ボラパックⅡ参加人数 256 人 
団 体 参 加  1 2 6 人 

個 人 参 加  1 3 0 人 

●参加者統計（性別／年代別） 

女 性  1 3 5 人 男 性  1 2 1 人 

70 代 1％ 

●若者が持つエネルギー 
 

昨年と比べて変動があったのは、年代の割合です。特に 10

代の割合が多くを占め、高校生、大学生による団体ボランティ

アの影響が大きく出ている結果だと言えます。 

また、家族での参加により、小学生、中学生の参加も目立ち

ました。若者たちのはつらつとした活力と子どもたちの笑顔は、

山田町の皆さんの笑顔や楽しい声を簡単に引き出してしまうパ

ワーがあることを実感しました。 

●リピーターの結束力 
 

昨年同様、たくさんの方が複数回参加してくださいました。

その要因として、ボラパックⅡの 4 日間行程やプログラムへの

参加しやすさという声をいただきました。また、後半では同じ

便で仲良くなったメンバー同士で声を掛け合って再度参加して

いただくことも多数ありました。「みえボラ」で築かれたボラン

ティア同士のつながりが着実に残り、今後も拡がっていくこと

を確信できました。 

多気郡 

2％ 

 

名張市 

2％ 

 

30 代 

7％ 
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[第 26 便（ 3 月 1 5 日～ 1 8 日） ]  
2 名 ( 男 性 2 名 )  ／ 女 性 2 名 
 

活動内容：蓄音機による演奏会 
 

これまでに単独で山田町他にて活動を実施した後、第 26

便でボラパックⅡに参加。個人ボランティアが補助に入

り 2 グループに分かれ、仮設住宅談話室・集会所、公共

施設等で活動しました。民謡や歌謡曲などのレコード鑑

賞を行い、山田町の方々が懐かしいレコードの温かい音

に浸る姿や口ずさむ歌声が印象的でした。また、ボラン

ティアとともに法被を着用し手を取り合って踊る方々

は大変楽しげで、会場に高らかな笑い声が響きました。 

[第 2 6 便（ 3 月 1 5 日～ 1 8 日） ]  
3 名 ( 男 性 1 名 ／ 女 性 2 名 ) 

※ボラパックⅡ第 6 便で参加 
 

活動内容：笑いヨガ体験会 
 

仮設住宅談話室・集会所にて計 3 ヶ所で活動しました。

昨年の活動ではまず、「笑いヨガ」とは何かを知ってい

ただき、慎重に笑いを引き出すところから始まりました

が、時間の経過とともに自然に参加者同士が楽しめる空

間が出来上がっていました。笑うことを通して、手を取

り合ったり、涙を流したりと、様々な感情を表していた

だけたことは大変喜ばしい収穫となりました。 

初回はまだまだ皆様が悲しみを堪えておられ

る様子が伺え、一緒に笑いヨガをする中で、笑

い、泣き、笑いながらも涙があふれ、笑顔にな

っていく方々と過ごせてとても感謝し、心強い

力を頂いた思いでした。 

2 度目は笑って元気になるんだと、とても積 

極的に笑いヨガに取り組んでくださいました。

中でも 2 歳の坊やも参加の仮設住宅では、この

子が皆さんの宝、希望であり、確かな命の継承

の尊さを目の当たりにし、共に笑える喜びをに

満たされました。 

代表 

加藤 照美さん 

ボラパックはボランティア初心者も参加しやす

いスキームがあり安全に最大限の配慮、多様な団

体を一貫して支援する態勢が整っていました。 

みえボラを通じて三重の皆様と活動するため団

体として参加し、三重の次世代を担う若者達、山

田町の皆様と語り合う中で、想いに共感させて頂

きました。またご当地の民謡等で歌い踊る中で、

山田町に代々脈々と受け継がれた郷土文化を感じ

る事が出来ました。 

みえボラでの体験を糧に、三重のボランティア

の輪が更に広がることを確信しています。 

代表 

服部 佳輝さん 

[第 26 便（3 月 15 日～18 日）]9 名(男性 4 名/女性 5 名) 
 

活動内容：新聞コサージュ・団体補助 
 

個人ボランティアと新聞コサージュづくり、そして団体「心和

む蓄音機ホーン演奏会」の補助と、柔軟に活動に参加していた

だきました。ボランティア活動に長けた大学生のパワフルな行

動力がボランティア同士でも刺激し合える機会となりました。 

 

 震災から 2 年が経とうとする

中、原発の報道ばかりで他の被

災地の情報が分からず、「私たち

の目で見て、感じて、被災地の

現状を学生に伝えよう」という

思いから、みえボラを利用した。

現地では報道だけでは理解でき

ないリアルな現状を体で感じ取

った。津波の恐ろしさ、地震が

起きたらすぐに逃げる事の大切

さを学んだ。未だ支援を必要と

している、多くのボランティア

に来てほしいという現地の方々

の声も聞けた。多くを感じ、学

び、多くの人に関われた事、本

当に感謝しています。 

（代表：久保 圭さん） 
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[第 27 便（ 3 月 2 8 日～ 3 1 日）]  
3 名 ( 男 性 1 名 ／ 女 性 2 名 ) 
 

活動内容：音楽レクリエーション 
 

団体「三重大学 めばえサークル」が補助に入り、学童、

保育園、公共施設の計 3 ヶ所で活動しました。各会場に

よって参加者の年齢が変化する中、柔軟にプログラムを

切り替えて活動いただきました。鳴り子を手に走り回っ

たり、新聞を思い切り破いたり、体を動かすことや遊ぶ

ことに少し窮屈になってしまった生活の中で、気持ち良

く声を出して笑う子どもたちの姿がとても印象的でし

た。また、子どもたちとボランティアが走り回る中、マ

マたちがゆっくりお茶をしてもらえた時間も貴重でし

た。 

[第 28 便（ 4 月 2 6 日～ 2 9 日）]  
2 0 名 ( 男 性 3 名 ／ 女 性 1 7 名 ) 

※ボラパックⅡ第 2・10 便で参加 
 

活動内容：子どもも大人もわくわく広場／フラワ

ーポットづくり／音楽会／ぼんぼんマスコット＋

ミニこいのぼりづくり 
 

3 グループに分かれ、仮設住宅談話室・集会所、公共施

設、福祉施設など計 9 ヶ所で活動しました。昨年に引き

続き第 28 便でも、子どもから大人まで楽しめる多様な

プログラムをご用意いただきました。団体からの発案は

もちろん、できる限り現地からのニーズに沿ったプログ

ラムの実現に頭が下がる思いです。どの活動も大変人気

で会場に参加者が入り切らない場面もある程でした。 

「こころネット」の仲間とともに、子どもや

女性、障がい者等を対象に、「face to face」「被

災者と支援者がつながる」を基本に活動してき

ました。関谷担い手仮設や町民グラウンド仮設

には、継続して３度訪れ、顔なじみの方もでき

ました。「３度目の冬、どうしているだろう？」

と気にかかります。また、障がい者自立支援施

設「はまなす学園」「ケアホームきぼう」の皆さ

んに、「また、来るね！」と言って別れました。

また、行かなくては！ 

代表 

杉本 熊野さん 

発災後、ショックと悲しさと苦しさと何もでき

ないもどかしさで胸がいっぱいでした。何度か岩

手県に足を運ぶ中で、音楽やレクリエーションを

通して被災地の方々と「たのしい！温かい！一体

感を感じられる時間を共有したい」という思いが

強くなりました。活動の中で沢山の素敵な笑顔に

出会い、勇気や元気、希望をもらいました。音楽

と笑顔は世界共通。「人は心でつながっている」

ことを改めて教えてもらいました。これからも出

会った皆さんの事、東日本大震災の事をずっと忘

れず、復興を応援し続けます。 

代表 

若林 真由美 
さん 

[第 27 便（3 月 28 日～31 日）]2 名(男性 1 名/女性 1 名) 
 

活動内容:団体補助 
 

主に障がい者交流等の活動を行なっているサークル。団体「ジ

ョイフルアンサンブル」の音楽レクリエーションの補助として

活動し、絵本の読み聞かせ等も行ないました。 

インターネットでボラパ

ックの活動を知り、普段な

い機会だと思い参加しまし

た。津波の被害にあった建

物や街を見て悲しい気持ち

になりました。 

しかし、子どもたちとレ

クリエーションをして一緒

に笑顔になる時間をつくる

ことができ、「笑顔になって

くれて来てよかった。」と感

動しました。ボラパックに

参加でき嬉しく思います。 

（代表：岩瀬 徳紀さん） 
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[第 29便(5 月 10 日～13 日）]2 名(男性 2 名) 

[第 30便(6月 28日～7月 1日)]2名(男性 2名) 
 

活動内容：紙飛行機教室 
 

2 便連続で参加いただき、個人ボランティアが補助に入

り、学校や公共施設にて各便 3 ヶ所ずつ活動しました。

集まった子どもたちの歓声と共に空に上っていく色と

りどりの紙ヒコーキはキラキラした瞳に浮かぶ様々な

思いを乗せて飛んでいくようでした。また、お子さまと

同行された保護者の皆さんが童心に帰って楽しんでい

ただけたことも大変大きい収穫でした。 

[第 29便(5 月 10 日～13 日）]2 名(女性 5 名) 

[第 31便(7 月 12 日～15 日）]4 名(男性 4 名) 
 

活動内容：人形劇上演／パネルシアター／腹話術／

ギター演奏／手品 
 

三重県人形劇協会から、第 29 便では「おたまじゃくし」、

第 31 便では「ひょうきんどんぶり」＋「はたいも」が

参加し、公共施設・福祉施設等で各 3 ヶ所ずつで活動し

ました。様々な催しに各会場でお子さまからご年配の方

まで楽しい時間を過ごしていただきました。3 団体それ

ぞれの特色があり、会場や参加者に合わせたプログラム

で終始笑顔が絶えず、終了が名残り惜しいほどでした。 

上演場所はあるの？見に来てくれる人はいる

の？事務局や現地スタッフの方がすべて準備を

して下さっていたため、心配はありませんでし

た。元気な男の子 3 人組との会話で「海はきら

い。津波があるから。」と言われたことが印象 

的でしたが、劇が始まると楽しそうに最後まで

見てくれました。年配の方もお越しいただきゲ

ームにも参加してくれました。普段自分達がし

ている事でボラパックに参加できて嬉しかった

です。ありがとうございました。 

おたまじゃくし 

今村 和代さん 

一枚の紙からワーッ、ウォーと歓声が上がり、

変化、変身し癒される紙ヒコーキは年令に関係無

く誰でも何処でも楽しめます。紙ヒコーキでみえ

ボラパックⅡに参加させて頂き、紙ヒコーキが取

り持つ縁で色々の方々とお会い出来、又、会話も

弾み、気分が和み、一度は皆経験された事が有る

紙ヒコーキ。実に奥深い（嵌まれば嵌る程）楽し

い遊びです。気が付けばもう十年以上も続け、紙

ヒコーキ他、ボランティア活動を第二の人生。大

いに楽しんで居ます。 

代表 

矢野 敏夫さん 

[第 25 便（2 月 22 日～25 日）]9 名(男性 6 名/女性 3 名) 
 

活動内容：新聞コサージュ／ガンプラ交流 
 

みえ災害ボランティア支援センターの幹事団体の一つである

みえ防災市民会議。新聞コサージュづくりと、初の試みである

ガンプラ交流の活動を行ないました。 

幹事団体の一員として

支援先の現状を自分の目

で確かめることなどを目

的に、積雪期の山田町を

訪れました。外海に面す

る小谷鳥地区の津波被害

の大きさには驚きました

が、仮設住宅や中央公民

館での活動、街を行きか

う人との何気ない会話な

どを通して、山田町の

方々の芯の強さと優しさ

に触れる機会となりまし

た。（西川 泰弘さん） 
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[第 34 便(8 月 28 日～31 日)]17 名(男性 11名/女性 6名) 
 

活動内容：ぼんぼんマスコット／伊勢型紙ランプづくり 
 

3 グループに分かれ、仮設住宅談話室・集会所にて計 9 ヶ所で活

動しました。可愛い中学生の訪問に、参加いただいた皆さんの

頬が緩み、温かくお迎えいただきました。細かい作業の多い伊

勢型紙も集中して作成いただき、綺麗な作品が並びました。 

自分で動いて、見て、

聞いて、感じれば「何

をすべきか」はわかっ

てくる。そして、現地

を訪ねて支援を続ける

ことを通して学び、今

後の地元の減災に備え

ていきたい。一人でも

二人でも生き残れる人

を増やすことが、被災

された人々に報いるこ

とだと思う。 

（乾 秀樹先生） 

[第 2 4 便（ 2 月 8 日 ～ 1 1 日 ） ] 
1 8 名 ( 男 性 6 名 ／ 女 性 1 2 名 ) 
 

活動内容：エアーフレッシュナー制作体験／ハンド

マッサージ 
 

2～3 グループに分かれ、仮設住宅談話室・集会所、公

共施設等で活動しました。ボラパックⅡ活動当初よりハ

ンドマッサージ活動にて使用していた相可高校生と万

協製薬が共同開発したハンドクリームを携えての活動

となりました。高校生とのふれあいに特にご高齢の方々

から有り難い声をいただき、笑顔の絶えない楽しい空間

となりました。また、エアーフレッシュナーでは、お好

みの香りを持ち帰っていただくことができ、参加された

方々のリフレッシュした表情がたくさん見られました。 

私達、相可高校の生徒が主体となって運営す

る NPO 法人は「たくさんの人に幸せを」を合 

言葉に活動をしており、東北の方々を元気付け

ようとボランティアに参加しました。 

現地を見ると今ある日常がどれだけ幸せかと

感じました。初めてみる光景に驚き、今、当た

り前に生活している環境が急になくなったら…

と考えるだけでゾッとします。それでも元気で

明るくやさしい山田町の皆さんに、逆に私たち

の方が元気付けられました。今ある環境を大切

にこれからも東北を元気付けていきたいです。 

峯川 咲希さん 

[第 31 便（ 7 月 1 2 日～ 1 5 日）]  
1 5 名 ( 男 性 4 名 ／ 女 性 1 1 名 ) 

※ボラパックⅡ第 17 便で参加 
 

活動内容：映画上映会／ぼんぼんマスコット 
 

ぼんぼんマスコット 2 グループ・映画鑑賞会 1 グルー

プに分かれ、仮設住宅談話室・集会所にて計 9 ヶ所で

活動しました。ぼんぼんマスコットでは、みえボラプ

ログラムの案を基に学生たちによる様々なアイデアで

可愛いマスコットがたくさん作成され、山田町のお母

ちゃんたちの人気の的となりました。 

映画鑑賞会では地域で人気の高い作品を選んで準備を

し、集まっていただいた皆さんとゆったりとした時間

を過ごすことができました。 

私は、現地で活動したい想いで大学のゼミを

選び、そのゼミの一環でボラパックに参加しま

した。実際に被災されたお話を伺った時は言葉

になりませんでしたが、みんなで立ち上がろう

という想いがひしひしと伝わってきて、非常に

感激したと同時に、自分を見つめ直す機会とな

りました。たくさんの方から「ありがとう」を

受け、涙が出そうなくらい嬉しく、また言葉の

大切さを学びました。本当に行けて良かったと

心から思います。これからも人との出会いを大

切に、今できることを精一杯行いたいです。 

桑原 菜穂さん 
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三 重 県 

教 育 委 員 会 
[8 月 7日～8日]17 名(男性 11 名/女性 6 名) 
 

活動内容：ぼんぼんマスコット 
 

三重県教育委員会が主催・運行する、三重県内の高校生を対象

とした被災地への体験学習として、みえ災害ボランティア支援

センターが、山田町でのボランティア活動の調整、事前ガイダ

ンス等をサポートしました。 

 1 日目は「save the children 子

どもまちづくりクラブ」の中高生

との交流会に参加し、2 日目は仮設

住宅等で、山田町の方々とぼんぼ

んマスコットづくりをしながら交

流させていただきました。たった 2

日間でしたが将来の町づくりを真

剣に考えている子どもたちの姿

や、南海トラフ巨大地震が想定さ

れる三重県の私たちを気遣ってく

ださった被災者の方々から、大き

な元気と感動をいただきました。

さらに三重県の高校生たちがこの

2 日間で大きく成長したと実感で

きたことも大きな感動でした。 

（南伊勢高等学校  

河北 冠校長先生） 

[第 30 便（6 月 28 日～7 月 1 日）] 
1 名 ( 女 性 1 名 )  ／ 女 性 2 名 

※ボラパックⅡ第 6・19 便で参加 
 

活動内容：ぼんぼんマスコット／七夕飾りづくり 
 

昨年の活動が大変好評で山田町の方々から第 23 便で

「お雛さまづくり」（P.15）の要望が上がりましたが、

ご予定が合わず、代役として個人ボランティアの皆さ

んに活動いただきました。 

第 30 便では、個人ボランティアが補助に入り 2 グルー

プに分かれ、仮設住宅談話室・集会所など各 3 ヶ所で

活動しました。昨年の活動した会場から再度開催の要

望を多数いただいての会場選定となりました。器用な

方々が多い猟師町、皆さん大好きな物づくりに没頭し

ていただくことができました。 

19 便で体験して頂いた「お雛様づくり」が 

好評だと再度 23 便で要請を受け、参加は叶わ 

ないためキット作りを頑張りました。その後も

続けて楽しんで頂けている事が嬉しく感謝して

います。30 便では、七夕飾りで短冊に復興・健

康・大漁祈願を書かれ、願いが叶う事を祈らず

にはいられませんでした。また、私の住む紀北

町、山田町でも食されるマンボウのマスコット

を毛糸で作り、皆様のひと時の安堵と癒しの姿

や表情に、活動してこれた喜びを感じました。 

代表 

井谷 三枝子さん 

 [第 35 便（ 9 月 14 日～ 17 日）] 
1 4 名 ( 男 性 6 名 ／ 女 性 8 名 ) 

※ボラパックⅡ第 12 便で参加 
 

活動内容：ステージイベント（ゆるキャラと遊ぼ

う）／甲冑着付け体験 
 

昨年活動いただいたことがきっかけとなり、山田町ゆ

るキャラ（P.21～）誕生までのサポートをしていただ

きました。第 35 便では、山田祭にて開催されるゆるキ

ャラお披露目会に津ぅキャラたちが山田町に駆け付け

ステージを盛り上げました。個人ボラが補助に入り、

お互いに貴重な経験となり結束力も強く活動できまし

た。また、山田祭（P.15）にて立ち上げたみえボラブ

ースでは、甲冑着付け体験を行たくさんの子ども達の

凛々しい姿が目に眩しく残っています。 

これまでのボラパックでの活動の集大成に、

津ぅキャラえがおとどけ隊として山田町のキャ

ラクター「ヤマダちゃん」「たけちゃん」の誕 

生に関わらせていただき大変光栄でした。これ

からもキャラクターを通じて山田町のみなさん

の前向きな活動のサポートや、山田町に笑顔を

届ける活動を続けていきたいです。山田町のみ

なさん、みえ災害ボランティア支援センターの

みなさん本当にありがとうございました！これ

からもよろしくお願いいたします！ 

代表 

原田 浩治さん 
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個人ボランティアには、現地から寄せられるニーズ、団体ボランティアの活動補助、または当センターから提案するプログラム

を事前に講習を受けた上で活動していただきました。今年は、みえボラ独自のプログラム、山田町の方々からいただいたニーズを

元にした活動を行ないました。 

-------------------------------------------みえボラプログラム------------------------------------------ 

●継続プログラム 

 昨年から継続して実施したプログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●新規プログラム 

 今年より開始した新たなプログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  参加者の声                        参加者の声 

 

ボ ラ パ ッ ク Ⅱ 第 3 0 ・ 3 1 ・ 3 2 ・ 3 3 ・ 3 4 便 で 活 動 

 ボラパックⅡ第 28 便で団体「こころネット」が行った「ぼ

んぼんマスコット」活動をきっかけに、第 30 便よりみえボ

ラプログラムとして始動しました。家にある材料で作れるよ

うにと準備を進め、大変多くの会場で活動しました。毛糸を

巻いて切るだけという簡単なレシピで、幾度も活動を重ねる

度に、参加される方々の腕がどんどん上がってはオリジナル

作品もたくさん増えていきました。 

ハ ン ド マ ッ サ ー ジ 
ボ ラ パ ッ ク Ⅱ 第 2 4 ・ 2 7 ・ 3 5 便 で 活 動 

ボラパックⅡ開始当初から活動を継続しているハンドマッ

サージ体験。山田町の皆さんからも大変好評いただき、平成

24年のボラパックⅡ第 1便から通して最多の活動回数を実施

しました。手と手が触れ合って、ゆっくりお話をして、身も

心も温まっていただける活動となりました。 

新 聞 コ サ ー ジ ュ 
ボ ラ パ ッ ク Ⅱ 第 2 5 ・ 2 6 ・ 2 9 ・ 3 5 便 で 活 動 

ボラパックⅡ第 19 便よりスタートした新聞コサージュは、

家にある材料で簡単につくっていただけることと、新聞で作

ったとは思えない可愛いコサージュが大変人気で、たくさん

の方が個人的に引き続き作成してくださっていることを耳に

し、大変嬉しく思っています。 

ボ ラ パ ッ ク Ⅱ 第 2 5 ・ 2 9 ・ 3 2 便 で 活 動 

 男性向けの活動としてできることはないだろうかと思案し

ボラパックⅡ第 25 便より開始した「ガンプラ交流」。ガンプ

ラのうたい文句に集まったボランティアとガンダム世代の参

加者さんの熱いトークバトルが繰り広げられる場面や、多数

参加いただいた子どもたちが熱中する姿も微笑ましく、新し

いボランティア活動・会場の雰囲気づくりができました。 

 

ガ ン プ ラ 交 流 

ガンプラ交流が企画された第 25 便と第 29

便に参加しました。「ガンプラ交流」募集を知

ったとき「面白そうだけど、しばらくプラモ

なんか作ってないなぁ」と思いながらも応募

しました。結果は「これは面白い！」という

のが率直な感想でした。 

「ガンプラ交流」は「参加者からお金を頂

きながら自分も楽しむ。」という異色な活動

で、参加して頂いた方々との交流などを通じ

て、災害支援活動の違った面を学ぶことが出

来ました。 

ボラパックⅡ 

第 25・29便 

山口 匡史さん 

※「ガンプラ」…ガンダムのプラモデルの略称 

お婆ちゃんに頼まれてマスコットを作りま

した。彼女の希望は少し前に亡くなった愛犬

のナナちゃん。彼女の話を聞きながら一生懸

命に作りました。完成したマスコットを見て、

懐かしそうに「ナナちゃん」と呟いた彼女を

今も思い出します。彼女の代わりにマスコッ

トを作ることで、彼女の心に少し触れた気が

します。愛犬を偲びながらも、その大切な想

いとともに前へ進むためのお手伝いが、私に

もできたでしょうか。あのひと時もマスコッ

トも、お婆ちゃんやみなさんの癒しとなり、

励みとなりますように。 

ぼ ん ぼ ん マ ス コ ッ ト 
 

ボラパックⅡ 

第 23・33便 

西村 朋子さん 
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-------------------------------------------現地ニーズを元に実施した活動------------------------------------------ 

 

●幼稚園・保育園での活動 

 平成 23 年の「絵本読み聞かせ」活動よりつながりのできた幼稚園・保育園よりニーズをいただき活動しました。 
 

 

☆引っ越しお手伝い 

 ボラパックⅡ第 30 便にて、山田幼稚園の引っ越しのお

手伝いをさせていただきました。園の先生方、園児の保護

者の皆さんと仮園舎から新園舎への引っ越しを行いまし

た。大型の荷物など人出が必要なものを中心にお手伝い

し、大変喜んでいただけました。また、休憩時間などで交

流ができ、とても有意義な時間になりました。 
 

 

☆夕涼み会お手伝い 

 ボラパックⅡ第 32 便にて、山田町の 3 つの保育園の夕涼み会をお手伝いさせていただきました。主に、出発前に講習を行っ

たバルーンアートを中心に、それぞれの保育園の要望にお応えしながらの活動となりました。どの保育園でもバルーンアートは

大変好評で、お子さまからお年寄りまで皆さんが風船を手に夕涼み会を楽しんでいただきました。 

 

大浦保育園 

バルーンアートブースと他の屋台の補

助活動。休む暇もない大賑わいの後は花

火鑑賞。園児から手づくりうちわのプレ

ゼントもあり涼しく過ごせました。 

 

大沢保育園 

バルーンアートブースとやぐら設営、花火

大会をお手伝い。最後には盆踊りの輪の中

に入り、子ども達・地域の方々と一緒に踊

るなど、たくさんの交流を持てました。 

 

船越保育園 

バルーンアートブースと会場設営・ダン

ス等、ステージイベントをお手伝い。手

作りヒーローに扮したボランティアの登

場も大変好評でした！ 

 

参 加 者 の 声 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地に足を運ばなければわかることのない

空気、テレビの枠内ではない視界いっぱいの

風景、皆様の口から聴く言葉の重みを感じま

した。 

私に何ができるのかとずっと考えていまし

たが、「来てくれるだけで嬉しい」と皆様が言

ってくださいました。部外者の私たちだから

こそ話せることもあるとも。 

手芸や紙飛行機をする中で垣間見た皆様の

笑顔は私の宝物です。テレビで出ることが少

なくなったけど復興は終わっていません、私

は忘れたくないです。 

ボラパックⅡ 

第23・29便 

加藤 千春さん 

ボラパックの魅力は、継続的なバス運行の

ため仕事の都合に合わせて参加できた事、同

じ便の素敵な仲間達と活動でき感動を共有で

きた事、山田町の皆さんから感謝の言葉・笑

顔をたくさん頂けた事、私のような県外参加

者を 3 回も受け入れて貰えた事です。最後の 

3 回目は小 6 の娘と一緒に参加できました。 

娘も、自分の進路を決めていく折々で、この

経験が活かされていくかと思います。 

みえボラの精神は、関わったメンバーに

様々な形で引き継がれていくものと思いま

す。みえボラ魂、大阪でもしっかりと繋いで

行きます。 

ボラパック第13便 

ボラパックⅡ 

第19・32便 

星島 三徳さん 
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-------------------------------------------現地ニーズを元に実施した活動------------------------------------------ 

 

●お雛さまづくり 

ボラパックⅡ第 19 便で団

体「手づくり工房・ワーイワ

イ」が活動した「お雛さまづ

くり」が大変好評で、山田町

から再度開催のご要望をい

ただきました。 

「手づくり工房・ワーイワ

イ」のご指導・ご協力のもと、

ボラパックⅡ第 23 便で個人

ボランティアのプログラム

として実施し、たくさんの方

に体験いただきました。 
 

 

●ファミリーバドミントン大会 

 ボラパックⅡ第 16・20 便

で団体「ふれ愛スポーツクラ

ブ」が活動を行なった「ファ

ミリーバドミントン」の大会

が山田町で開催され、ボラパ

ックⅡ第 23 便でサポートさ

せていただきました。 

午前は大会、午後は体験会

とし、約 30 名の参加者の皆

さんに気持ち良く体を動か

していただくことができま

した。 
 

 

●サマーチャレンジやまだ 2013 

ボラパックⅡ第 33 便では、昨年度に引き続き山田町社会福祉協議会が主催する「サマーチ

ャレンジやまだ 2013」にて活動させていただきました。昨年は団体「こころネット」による

木工教室とテントペイントを行い、今年は個人ボランティアによるみえボラプログラム「伊

勢型紙のランプづくり」を実施しました。刃先に集中して夢中になれる伊勢型紙、そして美

しいデザインから溢れる温かい光。予想以上の人気に、ご希望いただいた皆さま全員に作成

いただけなかったこと、反省とともに大変ありがたく感じています。 
 

 

-------------------------------------------みえボラ最後の活動------------------------------------------ 

 

●山田祭 

みえボラとして最後の活動をさせていただいたのは第 35 便での山田町最大のお祭り「山田祭」。お祭り広場「復興山

田がんばっぺし祭り」にテントをお借りして「みえボラブース」を立ち上げました。これまでのボラパックⅡの活動で

山田町の皆さんからご好評をいただいた 3 つのプログラム、ボラパックⅡに 3 回参加いただいた団体「桑名の連鶴を広

める会」さん指導による「連鶴」、ボラパックⅡのみえボラプログラムで一番多く実施した「ハンドマッサージ」、新聞

で手軽に作れるかわいい「新聞コサージュ」を体験していただきました。また、第 35 便に同乗した団体「津ぅキャラえ

がおとどけ隊」の活動補助も行いました。 

残念ながら台風の接近により、2 日目の活動ができませんでしたが、これまでにみえボラの活動に参加いただいた皆

さま、関わっていただいた皆さまにたくさん温かい声をかけていただきながら活動することができました。また、ブー

スの中にはこれまでの活動で山田町の皆さんが見せてくれた笑顔の写真を展示しました。 
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ボラパックⅡでは、昨年の活動に比べて直接山田町の方々と接する機会が多くあります。毎便、参加者の皆さんが聞いた現地の

声を書き留めていただきました。その「つぶやき」をまとめた用紙をガイダンスで配布し、出発する前の心の準備の一つとして目

を通していただいていました。今年の「つぶやき」の一部をこちらで紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波は見てからでは 

逃げられない！ 

津波のすぐ後はこんなに笑えなかった。 

「津波てんでんこ」は、 

家族同士の信頼関係がないと 

うまくいかないよ。 

みなし仮設は 

交流がなくてさびしい。 

長生きしたくない。 

仮設での生活は楽しみが無いので 

来て良かったです。 

漁師町（山田）の 

女は強いのよ。 

今度はゆっくりきてね。 

復興にはあと 100 年かかる。 

桜があったけどどこかに流れて行った。 

隣の家も。でも、ここが一番。 

津波で家が無くなっちゃったから、 

宮古に転校するんだ。 

今日は気持ちよく寝られる。 私も震災時は本当にこわい思いもしました。 

でも今、こうやって仕事ができて幸せです。 

嫌なことは、3 歩歩いて忘れるもの。 

私たちがこの震災のことを 

次世代の子どもたちに伝えなくてはいけない。 

いつどこにおるときでも津波のことを考えてる。 

どこに行けばどこに逃げるか考えてる。 

遠くから、わざわざありがとう。 

私は家も娘もみんな流されたからねぇ。 

みえの人たちにはお世話になったの。 

だから来てくれるだけで嬉しいの。 

私は目が見えないけれど、 

みんなの思いとパワーをもらったよ。 

本当にありがとう。ありがとう。 

自然に荒らされたけど、 

自然と生きていく。 

今はこういうものを作るのが一番の楽しみ。 

この人はダンナさんがいないから 

気兼ねしないで一緒に写真撮ってもいいよ。 

どうせ、私のことなんて、すぐ忘れるんでしょ？ 

津波ですべて流されてしまっても、 

作ったら、なんとかなる。 

津波から 1 年、2 年、と月日が経つごとに不安は増す。 

今でも毎晩、津波のことを思い出すので、夢中になれる 

時間をつくってもらったことに感謝しています。 

家族が 2 つに分かれてバラバラ。 

あなたたちの元気が 

私たちの元気になるからね。 

津波のことは、もう忘れたよ。 

がれきがなくなると 

町が消えてしまうみたいでさみしい。 

今日は月命日。 

やっぱりあの日の事を思い出してしまう。 

生
き
な
け
れ
ば 

今
が
な
い
。 

2 年経って、今はもうこの景色があたり前になっている。 

ストレス発散法はボランティアさんと接して話すこと。 

三重にももうすぐ来るね。 

将来、復興を担う 

今の中高生の意見を 

聞いてみることが重要。 

毎
日
毎
日
が
幸
せ
。 

復興ってどういうこと？ 

元の状態に戻すことなら、 

お母さん返してよ。 
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せっかく助かった生命、一度伊勢神宮に 

参拝に行きたいので頑張って働く！ 

わ
す
れ
な
い
で
ね
。 

今までに経験したことのないゆれにあったらすぐに逃げること。 

絶対に家にものをとりにもどらないこと。 

男性は外出して交流しようとしない、男女の差。 

強く生きているということをたくさんの人に伝えてほしい。 

みえボラさんのお陰で元気になった。 

感謝している。三重県が大好き。 
何もかも津波がわるい。 

みえボラさんが来るって聞いて 

楽しみに待っていたの。 

元の生活が戻ってくる事は無い。 

何をもって復興と言うのか、復興はありえるのか。 

人に話そうとすると、3 月 11 日に戻ってしまう。 

だから、人に伝えることができなかった。1 年半経った

頃から、ようやく人に話せるようになった。 

 

震災後 2 年も経つのに、遠い三重から来て、 

色々支援して頂き感謝している。 

何のお礼も出来ない事が悔しい。 

若い人の力をもらって、生きる希望がわきました。 

山田町っていいところ、みんなにおしえてあげて。 

修理は出来ても 

新しく家を建てる事が 

出来ないんですよ。 

震災がなかったら 

あなたくらいの年の子が 

まだここにいたのに、 

震災がすべてを変えてしまった。 

こんなに笑ったのは、すごく久しぶり。 

震災前以来かもしれない。 

私は家が残っているからなかなか集会所に来れなかった。 

初めて来て楽しかったから、これから集会所を利用して交流したい！ 

震災前は夏に観光客が多かったけど、 

今は浜が無くなってしまったから来なくなった。 

お姑さんからいつも地震のあとは 

すぐに逃げなさいとおしえられてたの。 

それで孫は、助かったの。 

伝えるって大事だよね。 

服はほとんどもらいもの。 

自分で作ったものを飾って見ていると心がなごむ。 

同時にみえの人たちの事を思い出している。 

目の前で家が流された。 

2 年は頑張れたが、 

もう疲れた。 

せっかくボランティアの方たちが来てくれても、 

若い世代はあまり参加しない。 

いつも同じメンバーが集まっているだけ。 

また来てもらったんですね。 

前にお会いしたこと覚えています。 

遠い所、何度もありがとう。 

僕がんばる！負けないぞ！ 

2 年経って初めて、震災前に近所だった人が生きていたこと知った。 

ここに来たから再会できた。きっかけをつくってくれてありがとう。 

こうやって来てもらえ

るだけでありがたい。 

何か恩返しがしたいよ。 
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平成 24 年 4 月、みえ発！ボラパックⅡ第 3 便より、「被災地のことを知る時間」として実施してきたのが、「山田町まなびの時

間」です。およそ 1 時間 30 分の「まなびの時間」では、山田町住民の方に「山田町まなびのガイド」として町を案内していただ

きながら、震災当時の体験、町の被害状況や復旧・復興の状況、ご自身の思いなどを語っていただきました。 

平成 25 年 2 月、第 23 便からは、当時の様子や体験を聴くだけではなく、対話や交流に重きを置くように心がけました。山田町

の人が、何を大切に思い、大災害に見舞われた今、何を支えに生きているのかを、同じ時間と空間を共有することで感じ取れるよ

うに配慮したつもりです。ガイドをお願いしたみなさんも、時間の経過とともに、ただ当時の状況を話すだけではなく、今後の災

害に対する取り組みや考えなどをお話しいただける方もみえてきました。 

一緒に「防災・減災について考える」時間を持てたことで、これから起こるとされる災害にどのように備え、自分が何をすべき

か考えるきっかけを得ることができたのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「山田町まなびの時間」プログラム ※プログラムの設定は現地スタッフが担当。内容は便ごとに変わりました。 

第 23 便 

2.8 

当時の体験と、女性の目から見た漁業復興 

三陸やまだ漁業協同組合 大浦女性部のみなさん 

第 24 便 

2.9 

第 25 便 

2.23 

第 26 便 

3.16 

第 27 便 

3.29 

第 28 便 

4.27 

第 24 便 

NPO 法人 植える美 ing のみなさんが、

水産加工業の現場を見学。産業復興への

取り組みをまなびました。 

第 28 便 

時には宿泊場所での開催も。大災害のあ

との学校の様子や、子どもたちへの対応

についてお話しいただきました。 

「山田町まなびの時間」への声  第 26 便 

第 27 便 

大災害を乗り越えた鯨の骨格標本。鯨と

海の科学館では、海の怖さと偉大さを知

ることができました。 

あの、夢であってほしいと思う「未曾有の大災害」から、

間もなく 3 年が経過しようとしています。この度は、当時の

緊迫した状況、避難所運営の様子をお話しさせていただきま

したことに感謝申し上げます。ご参加いただいた皆様は、ど

の方も真剣に耳を傾けていただきました。 

被災地を想う三重県の方々には「有難うご 

ざいます」の言葉しか見つかりません。東 

北人、力を合わせて頑張りますので、これ 

からも宜しくお願いします。  

第 26 便ガイド 菊池清太さん 

三重県の大学に通う私は、よく友達に「山田町に行く理由」

を聞かれる。理由は言葉で表せないから、友達を山田町に連

れていく。友達は自然と山田町の人の温かさを感じて笑顔に

なれる。人の温かさって言葉では表せないですよね。 

  震災で亡くなった方々の御冥福をお祈り 

するとともに、私たちを山田町の方々に出 

会わせてくれてありがとうございます。 

  また必ず山田に帰ります！！ 

 

第 26 便参加者 玉井隆至さん 

震災前・後の児童生徒のこころの変化 

元中学養護教諭 古川さん 

薬剤師から見た東日本大震災興 

薬剤師 内田さん 

当時の避難所の状況について 

元小学校長 菊池さん 

水産加工業の工場見学と産業復興について 

水産加工業経営 木村さん 

鯨と海の科学館見学と 

被災後の第三次産業の在り方 

鯨と海の科学館 専門指導員 道又さん 
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第 32 便 

7.20 

第 29 便 

5.11 

第 33 便 

8.10 

第 30 便 

6.29 

第 31 便 

7.13 

第 34 便 

8.30 

第 34 便 

三重県松阪市の中学生が、町内を回りな

がら、被害の大きさと、生き抜くための

知識をまなびました。 

第 31 便 

漁業を襲った大災害。地元の漁師さんに

震災前・後の作業と生活の違いについて

お話しいただきました。 

第 30 便 

大きな被害を受けた大浦地区の漁協女

性部のみなさんとの座談会。山田町の風

土・文化を感じることができました。 

第 35 便 

9.15 

見る、感じる、参加する、山田町の魂 

復興山田がんばっぺし祭りを一緒に楽しむ 

山田祭りに関わるすべてのみなさん 

ガイドの設定をしなかった第 35 便。ボラパックⅡ最終便は、

山田の祭りを町の人たちと一緒に楽しんでいただくことを「ま

なびの時間」とさせていただきました。「盆や正月に帰郷しな

い人も、この祭りには必ず帰ってくる」と言われる山田の祭り。

出展したブースを訪れた町の人との会話から、この祭りをどれ

ほど楽しみにしていたかがわかります。郷土芸能や神輿の巡行

を間近に見て、町の空気を肌で感じ、山田町の人の魂、町の人

が誇りに思う文化にふれることができました。 

祭りに参加するという、これまでの「まなびの時間」にはな

い体験をしていただけたのではないでしょうか。 

少しでも山田町の方々の心に寄り添った活動をしたい、その

ために「まなびの時間」は、私にとってなくてはならないもの

でした。ともに生きてきた海に荒らされ、それでも、これから

も海とともに生きていく。「生きる」ということの重さをこれ

ほど強く感じたことはありませんでした。 

この時間を通じて私がすべきことは、い 

ずれ来る災害時に「生き延びる力」を備え 

ることだと感じています。大切な時間をあ 

りがとうございました。       

 第 30 便参加者 三浦洋子さん 

みえボラのみなさんは、あまり多くのことを質問しません

でした。被災地のことや人の気持ちをしっかり考え、心に寄

り添う活動をしているのが伝わってきました。できれば、み

なさんには被災してほしくはありません。災害への危機感を  

日ごろから持つのは難しいことですが、 

常に災害のことを念頭に置いて、自分 

たちの、子どもたちの命を守ってほし 

いと思います。みえボラのみなさんの 

笑顔に感謝しています。    

第 30 便ガイド 阿部秋子さん 

「山田町まなびの時間」への声  第 30 便 

第 35 便 

これから起こる災害を生き抜くために 

元山田消防署副署長 三浦さん 

復興状況への私見とボランティアへの想い 

山田町議会議員 豊間根さん 

座談会と文化交流 

三陸やまだ漁業協同組合 大浦女性部のみなさん 

漁業・漁業施設の復旧、復興状況について 

大沢地区 漁師 大石さん 

震災時の自身の体験と現状 

学習塾講師 竹内さん 

水産加工業の現状と 

災害を乗り越えるために必要なこと 

水産加工業経営 木村さん 
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「山田町まなびの時間」への声  県教委 

僕は昨年に引き続き東北へ復興ボランティアに参加させていただきました。瓦礫は撤去されているだけ、ま  

た途切れたままの線路を目にした時は、とても胸が痛くなりました。  

KYTさんとの交流では防災についての見直しをグループに分かれて話し合いをしました。2 年半たった今、 

防災に対する意識が薄れていた頃、貴重な話も聞くことができました。また、何気なく生活している今、見直  

さなければならない点も多く見つかりました。特に、避難所の確認は帰宅してすぐ行ない、より安全な場所へ  

避難することを決めました。KYTの人たちの防災への意識、また今回も山田町の方々の温かさに感動しました。  

KYTのみなさん、山田町のみなさん、ありがとうございました。              県教委参加者 石塚僚さん 

「三重県の高校生と一緒に」という言葉にひかれ、交流会に参加させてもらいました。意見交換をした時に  

どんどんアイディアが出て、他地域の人と関わりたいという目標がかないました。交流の機会をくださった方  

々に感謝しています。また、意見交換をする中で、三重県と山田町の防災の課題の共通点、相違点をまとめる  

ことにより、お互いの地域に足りないものを知ることができ、防災意識が高まったような気がします。  

三重県の人たちが親しみやすく、話しやすかったおかげで充実した時間が過ごせました。ありがとうございま  

した。                                                                         県教委ガイド代表 外舘ひなたさん 

三重県教育委員会が主催する交流事業で、岩手県を訪れた高校生 

が、山田町でボランティア活動をするにあたり、活動に併せて「ま 

なびの時間」も設定させていただきました。公益社団法人セーブ・ 

ザ・チルドレン・ジャパン「山田町子どもまちづくりクラブ（通称 

KYT）」のメンバーとの意見交流です。あえて。「子ども同士」の環

境としたことで、お互いの地域のことや、防災・減災に必要なことを存分に話し合うことができました。引率の先生方には、 

別行動で町内の視察などをしていただきました。 

また、意見交流会終了後には宿泊場所へ移動し、夕食を食べながらの交流会。にぎやかな雰囲気の中で会話も弾みました。

三重県と山田町、次代を担う子どもたちの、良い交流の場所になったのではないでしょうか。 

三重県教育委員会 交流事業用「まなびの時間」 

子どもたちが考える、 

防災と減災についての意見交流会 

山田町子どもまちづくりクラブメンバー 

 

県教委 

8.7 

前年に引き続き、今年の「まなびの時間」でも、多くの方にご協

力をいただきました。生々しく残るあの日の記憶や体験を話す環境

をつくることは、過去を克服できる可能性もある反面、当時の感情

を思い出す危険も含む、非常にこわい取り組みでした。 

「うまく話せないと思う」「人前で話すことなんかない」「何を話

したらいいのかわからない」。これは、ガイドをお願いするにあた

り、必ずといっていいほど、相手に返される答えです。最初は不安

げに引き受けていただいたガイドのみなさんも、「まなびの時間」

が終了すると、とても晴れやかな表情をされていました。そして、

お話を伺ったボランティアも多くのことを感じ、まなぶことのでき

る素晴らしい時間を作っていただきました。 

震災で辛い思いをされた方に「まなびのガイド」を依頼すること

は、心苦しいことでしたが、今後、三重県でも起こるとされている

大災害で、学んだことを活かせるよう、一人でも失われる命を減ら

すための取り組みがなされることを期待しています。  

 

「まなびの時間」があってよかった！ 

「まなびの時間があってよかった！」とは、帰着直後の

ふりかえりの場で必ず聞くことばです。 

約 15 時間バスに揺られて現地に降り立ち、町を回りな

がら、まなびのガイドさんが語る被災当時の様子、被災

前の町のこと、そしていまのことや気持ちに耳を傾ける 1

時間半が、ボランティア活動に入る気持ちを整えるうえ

で、とても貴重だったと言います。 

様々な分野の、様々な立場のガイドさんをお願いするの

は現地スタッフのふたり、被災直後では難しかった山田

町の方によるまなびの時間はボラパックⅡになくてはな

らない企画になりました。ガイドを引き受けていただい

た皆さんに心から感謝します。 

事務局長 若林千枝子 
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平成 24 年 8 月、キャラクターによる町おこしを目的とする「津ぅキャラえがおとどけ隊」のみなさんが、みえ発！ボラパック

Ⅱに参加、山田町でキャラクター交流活動をしたことをきっかけとして、「山田町にも、ゆるキャラほしいよね」という声が上が

り、山田町のゆるキャラ制作事業を開始しました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆるキャラ制作の呼びかけ（平成 25 年 3 月～） 

山田町ゆるキャラ制作実行委員会発足 

11 団体参加（後に 12 団体に） 

（平成 25 年 4 月 5 日） 

デザイン一般公募 

応募資格は「山田町を好きな人」 

（平成 25 年 4 月 15 日～6 月 1 日）

ボラパックⅡ第 12 便で津ぅキャラ 9 体が来町 

（平成 24 年 8 月 19 日～20 日）

いつでも会える・だれでも会える、山田町を PR するキ

ャラクターをつくろうと呼びかけ、「山田町ゆるキャラ制

作実行委員会」が発足。当センターは事務担当として、キ

ャラクター誕生のお手伝いをさせていただきました。デザ

インの公募を全国に向けて行い、寄せられたデザインか

ら、実行委員会メンバーで優秀作品 10 点を選出、町内投

票所と Facebook で一般投票をした結果、最優秀作品 2 点

が、山田町のゆるキャラ「ヤマダちゃん」「たけちゃん」

が誕生しました。 

ゆるキャラ応援サポーター募集開始 

（平成 25 年 5 月 8 日） 

ゆるキャラツイッター開設 

（平成 25 年 5 月 21 日） 

ゆるキャラフェイスブックページ開設 

（平成 25 年 5 月 12 日） 

およそ 1 ヵ月半という募集期間の短さを感じさせない

ほど、多くのデザインをお寄せいただきました。山田町

への想いが詰まった作品や、この募集を機に山田町のこ

とを調べてデザインした作品もありました。さらには、

学校をあげて応募に取り組んでいただくなど、注目を浴

びた事業でした。どのデザインも、ユーモアや独創性に

あふれ、非常に難しい選考となりました。 

  

 

 

応募総数  351 点（うち無効 19 点） 

※無効基準…応募期間終了後に到着したもの 

転作であることが明らかなもの 氏名未記載のもの 

最年少応募者（年齢記載分）    小学 1 年生 

最年長応募者（年齢記載分）       78 歳 

山田町内応募作品数           71 点 

岩手県内応募作品数            32 点 

岩手県外応募作品数           229 点 

「山田町にもゆるキャラ、いたら良いよね」 

「いたら嬉しいよね！」 
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ある日突然、「もっと山田町のいいとこ

ろを、みんなに教えたい！」と、海から飛

び出してきました。毎朝、ホタテのネクタ

イをしめ、鏡の前で気合を入れます。頭に

ついているのは、お気に入りの髪飾り。山

田湾に浮かぶ、オランダ島と小島がモチー

フです。背中でも山田町をアピールしてい

ます。 

山田町上豊間根地区出身。マツタケのお父

さん、しいたけのお母さんから生まれまし

た。元気のない人をみると、お母さんに作

ってもらった「こびり（おやつ）」を食べさ

せてあげる、心優しい女の子。山に登って、

海をながめるのが大好きです。東日本大震

災で落ち込んだ、しいたけ栽培の復興を願

っています。 

 

 

開票（平成 25 年 6 月 16 日） 

一般投票（平成 25 年 6 月 5 日～15 日） 

お披露目準備・運用規約決定等 

（平成 25 年 8 月～） 

実行委員会予備審査 

ツヨインジャーも三重県から参加 

（平成 25 年 6 月 3 日）

最優秀作品発表（平成 25 年 6 月 22 日） 

今年 9 月に行なわれた「復興山田がんばっぺし祭り」では、イベント

ステージをお借りして、町のみなさんにごあいさつ。この日が「ヤマダ

ちゃん」と「たけちゃん」の誕生日です。津ぅキャラえがおとどけ隊の

みなさんも、新しいキャラクターの誕生をお祝いに来てくださいました。 

さらに、山田町の公認キャラクターとして認定されるという、輝かし

い出発点をいただきました。今後も復興の原動力として、また、みなさ

まに愛されるキャラクターとして、山田町を盛り上げていくことが期待

されます。 

 

完成お披露目（平成 25 年 9 月 15 日）

ふだんは「道の駅やまだ」のレジの奥でお店番 

をしています。お買い物に来られたお客様も、笑 

顔で写真を撮っていかれます。踊りの練習もし 

て、アイドルグループのご当地版 PV にも出演し 

ましたし、ゆるキャラグランプリにもエントリ 

ー。山田町を PR するため、ポスターやふるさと 

CM の撮影、イベントに出かけたりと大忙しです。

「ヤマダちゃん」と「たけちゃん」は、どこへ行っても大人気。子どもから大人まで、たくさんの方にあたたかい声をかけて

いただいています。今日もどこかで、たくさんの笑顔に出会っています。 
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山田町のゆるキャラ制作にあたり、1 口 1,000 円の応援サポ

ーターを募集しました。応援サポーターの資格は「山田町と山

田町のゆるキャラ誕生を応援する方」とし、キャラ誕生を熱く

見守り応援していただける方としました。結果、三重県を中心

に全国から 162 件、約 70 万円ものご協力をいただきました。 

サポーターのみなさまには、お礼として限定シールを準備。

山田祭りでの新キャラクター 

お披露目ののち、郵送にて発 

送しました。 

この「山田町のゆるキャラ 

応援サポーター」は、山田町 

ゆるキャラ制作実行委員会」 

の一員として、当センターが 

事務を担当しました。 

ゆるキャラ応援サポーター事業に係る収支報告 

収入の部  

応援サポーター募金 695,312 円  

支出の部  

着ぐるみ制作費 467,250 円  

印刷製本費 84,141 円  

旅費交通費 27,735 円  

通信運搬費 87,970 円  

消耗品費 25,496 円  

雑費 2,520 円  

租税公課 200 円  

収入の部 合計 695,312 円 

支出の部 合計 695,312 円 

山田町観光協会  山田町社会福祉協議会  山田町商工会  山田町特産品販売協同組合  NPO いわて郷プロジェクト 

ほっとサポートセンター山田  三陸やまだ漁業協同組合  新生やまだ商店街協同組合  船越湾漁業協同組合  山田町 

公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン  津ぅキャラえがおとどけ隊  みえ災害ボランティア支援センター 

（掲載順不同 なお、今後は新団体として発足予定です） 

 

 このたび、みえ災害ボランティア支援センター様の協力を経て誕生した山田町の 

ゆるキャラ「たけちゃん・ヤマダちゃん」。このゆるキャラも、東日本大震災がなけ 

れば誕生していなかったのではないかと思います。震災により壊滅的な被害を受け、 

被災地となってしまった山田町。まだ震災の爪痕が色濃く残る時期に「津ぅキャラ 

えがおとどけ隊」のみなさんが、道の駅やまだでキャラクターとのふれあいイベン 

トを行い、子どもたちと接している姿を見て、「これは山田町にも必要なのではない 

か」と思っていました。それから山田町のゆるキャラ作成が決定、そして 2 体のキ 

ャラクターが誕生しました。子どもたちだけではなく、おとなも笑顔にするゆるキ 

ャラの癒し効果は絶大です。これからは、保育園や幼稚園、小中学校などを訪問し、子どもたちとの交流を深める事により、

子どもたちが山田町を好きになってくれることを願っています。また、岩手県内外のイベントに積極的に参加し、「たけちゃん・

ヤマダちゃん」と共に日本全国に山田町の良さを PR したいと思っています。 

 最後になりましたが、みえボラの皆さんの活動には心から感謝しています。山田町の復興が成されたときには、ボランティ 

アではなく観光で来ていただき、山田町を楽しんでいただければと思います。本当にありがとうございました。          

 

今回のゆるキャラ制作については、三重県のご理解とみえ災害ボランティア支援センター

の多大なるご支援、ご協力がなければ実現することができず、ヤマダちゃん、たけちゃんに

も会うことができませんでした。 

現在、各種イベント、ふるさと CM 大賞出演、保育園等の催し、地域福祉セミナーなどに

引っ張りだこです。又、デザイン使用では町のホームページ、ガイドブックの表紙、ポスタ

ーへの掲載など多種多様な活躍をしています。 

今後は、二人の存在が町を明るくし、復興の原動力となり、町の PR、情報発信などに活用

してまいりたい。そして、全町民から認められ、愛されるゆるキャラにしていきたいと思い

ます。                  

 

道の駅やまだ 副支配人 豊間根仁さん 

山田町観光協会事務局長 湊 敏さん 
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平成 23 年 4 月 28 日にボランティアバス（みえ発！ボラパックⅠ・Ⅱ）の運行を開始して以降、平成 25 年 9 月 14 日発のボラパ

ックⅡ第 35 便まで、のべ 1,290 名のボランティアが岩手県山田町に継続して活動しました。この多くの人材が山田町で得た知識

や経験は、やがて起こるであろう南海トラフ地震等の災害において、大きな力となります。 

3 年目となる今年、三重県内各地において、このボランティア経験のある方々と、企業・労組、地域の市民や行政、関係諸団体

の方々との間に、平素からの交流が生まれるような機会を設けるべく、防災キャラバン・市町等連携事業「大規模災害、そのとき

ボランティアができること」を開催しました。 

事業の概要は、地域住民や行政、社協、自主防災組織、企業等、災害ボランティアに関心ある方々を対象に、東日本大震災の被

災者または支援者による講演と、みえ発！ボラパック参加者による活動報告です。防災/災害ボランティアの担い手のネットワー

クを地域に構築するきっかけを提供することを目的に、いざ地元で大規模災害が起こった時にどんなボランティア活動が必要とさ

れるのか、参加者と共に意見交換を行い、平成 25 年 7 月～11 月末までに県内各地で 13 回実施しました。 

 

 

 

 

日時：7月14日 

場所：名張市つつじが
丘公民館 

基調講演：「3.11ふる
さとを語り継ぐ」 

菊池 清太 氏(元釜石
市立甲子小学校 校長) 

ボラ活動報告：2名 

参加者数：89名 

第1回 
名張・
伊賀 

日時：7月15日 

場所：みえ市民活動ボ
ランティアセンター 

基調講演：「3.11ふる
さとを語り継ぐ」 

菊池 清太 氏(元釜石
市立甲子小学校 校長) 

ボラ活動報告：2名 

参加者数：26名 

第2回 
津 日時：8月24日 

場所：メッセウイン
グ・みえ 

基調講演：「東日本大
震災というベール」 

黒澤 克行 氏（岩手県
立大槌高校職員） 

ボラ活動報告：3名 

参加者数：22名 

第3回 
学校・
教職員 

日時：9月20日 

場所：多気町社会福祉
協議会  

基調講演：「日頃の近
所付き合いから大災害
を乗り越える」 

阿部 秋子 氏（山田町
消防団第3分団婦人消
防協力隊隊長） 

ボラ活動報告：2名 

参加者数：51名 

第4回 
多気 

日時:9月21日 

場所：いせ市民活動セ
ンター北館 

基調講演：「日頃の近
所付き合いから大災害
を乗り越える」 

阿部 秋子 氏（山田町
消防団第3分団婦人消
防協力隊隊長） 

ボラ活動報告：2名 

参加者数：54名 

第5回 
伊勢 日時：9月29日 

場所：天澤山 龍光寺 

基調講演：「東日本大
震災における消防団活
動」 

大石 秀男 氏（岩手県
山田町消防団副団長） 

ボラ活動報告：2名 

参加者数：84名 

第6回 
鈴鹿 

日時：10月6日 

場所：長島輪中図書館 

基調講演：「東日本大
震災を経験して」 

大宮 好子 氏（山田町
在住 仮設団地区長） 

ボラ活動報告：2名 

参加者数：32名 

第7回 
桑名 日時：10月7日 

場所：UR笹川団地集会
所 

基調講演：「東日本大
震災を経験して」 

大宮 好子 氏（山田町
在住 仮設団地区長） 

ボラ活動報告：2名 

参加者数：48名 

第8回 
UR笹川
団地 

日時:10月18日 

場所：四郷地区市民セ
ンター 

基調講演：「避難所の
運営と実情」 

狩野 英夫 氏（山田町
在住 避難所を運営） 

ボラ活動報告：2名 

参加者数：82名 

第9回 
四日市 
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■ 来場者アンケートより（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：11月15日 

場所：松阪市産業振興セ
ンター 

パネルディスカッショ
ン：「ニーズ・ボランテ
ィアの移り変わり 」等 

パネリスト：福士 豊 氏、
阿部 寛之 氏（(社福)山
田町社会福祉協議会 職
員）、みえ発！ボラパッ
ク(Ⅰ.Ⅱ）参加者 

参加者数：79名 

第13回 
松阪 

基調講演、ボランティア活動報告を聞いての感想 

 三重で災害が起こった時にも考えるべきところがたくさん聞けた。 

 災害時、どのような状態になるのか、どう行動すべきか考えさせられた。 

 今になって眠れないという話に、心が痛む。 

 ずい分辛い体験をされたのに、今は明るく、周囲の方々に接しておられる事、素晴

らしいと思いました。 

 参加された方が、出会いとつながりを強く感じたと話されたことが、印象的だった。  

 ドロかき以外の仕事もあることが判った。 

 今まで物的ボランティアのみ思っていたが、精神的ボランティアも加えて、なにが

できるか勉強していきたい。 

 私には、とても災害ボラは無理・・・と思っておりましたが、体力が無くても出来

る事があるんだと、わかりました。 

 自分がボランティアに行ったときのことを思い出しました。決して忘れてはいけな

いのですが、自分の中でも風化していることに気付かされました。 

 災害ボランティアのイメージが、変わりました。 

わが町で大規模災害が起きたとき、あなたがボランティアとし

て活動するためには、今、何が必要だと思いますか？ 

 防災、減災の勉強をし続ける。知識と訓練。 

 心構えと防災準備とシミュレーション。 

 今はまだ漠然とした状況で、どうしたら良いか分からない。 

 ボラ活動の輪を広げる。 

 減災への心構え。日頃のネットワーク。 

 ネット音痴なので、その関係のスキルアップかな。 

 これから、考えてみます。 

 情報キャッチ、講座等を受けて、知識・技術をつけておく。 

 各個人が、災害を重く考えてほしい。 

 日頃の近所づきあいをよくするように一層つとめたい。 

第 5 回 伊勢 第 9 回 四日市 

第 7 回 桑名 

第 1 回 名張・伊賀 

日時:10月19日 

場所：紀北町社会福祉
協議会 

基調講演：「避難所の
運営と実情」 

狩野 英夫 氏（山田町
在住 避難所を運営） 

ボラ活動報告：2名 

参加者数：36名 

第10回 
紀北 

日時:10月19日 

場所：ゆめぽりすセンター 

基調講演：「遠野まごこ
ろネットに学ぶベースキ
ャンプ地としての被災地
支援」 

多田 一彦 氏（(特非)遠
野まごころネット理事長） 

シンポジウム：「伊賀は
遠野になれるか」 

参加者数：59名 

第11回 
伊賀 日時：11月9日 

場所：三重県勤労者福
祉会館 

基調講演：「東日本大
震災 産業の復旧・復
興について」 

湊 敏 氏（岩手県山田
町観光協会事務局長） 

ボラ活動報告：2名 

参加者数：91名 

第12回 
企業・
労組 

第 13 回 松阪 
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■三重県の情報誌「月刊 Simple」等の定期発送および関係各所からの情報提供 

 

 

 

■交流イベント「楽しみ隊」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災により、東北・関東から多くの方が三重県内各地に避難・疎開し生活をされています。震災から 3 年近く経過

した現在も帰郷される方は少なく、今もふるさとを離れての避難・疎開生活や生活再建に、不安を感じる声が絶えません。 

みえ災害ボランティア支援センターが、そういった県内避難者の方々の支援活動として、平成 23 年 7 月から取り組んでいる

「みえで仲間をつくり隊！」も 3 年目を迎えました。三重県での生活をより楽しんでいただく事を目的とした平成 24 年の活動

に引き続き、主に交流イベントを中心として、センタースタッフ、事務局ボランティア、企業・団体の協力を得て取り組んで

きました。 

県内各地でイベントを開催し楽しんでいただく「楽しみ隊」。参加された皆さまに楽しんでいただくだけではなく、スタッフ

も一緒になって楽しむイベントを企画・開催しました。 

三重県の情報誌「月刊 Simple」や、三重県内のイベント・相談会の情報、東北三県からの情報や支援団体からの交流会のご

案内を毎月 1 回定期的に発送しました。また、ホームページ等での案内も随時行いました。定期発送以外にも必要に応じて臨時

発送を行うなど、避難されてきた方々にいち早く情報をお届けしました。 

第 7 回楽しみ隊 in 五桂池  開催日：5 月 19 日  会場：五桂池ふるさと村  参加者数：20 人 

 

（参加者の声） 

・楽しい雰囲気でスタッフの方も気さくに話かけて下さり満喫できました。自分でピザ

をのばしてトッピングして石窯で焼き上げてもらって、最高においしかったです！自

然たっぷりの場所でおいしいものをたくさん頂いて癒されました～！ 

・初参加でドキドキでしたが皆さんの笑顔になごみました。 

・みなさまに優しくしていただき、子どもたちもすぐ地を出して、楽しくすごさせてい

ただきました。火吹き竹、川魚の塩焼きなど、ふだん体験できないことをさせて頂き

ました。また、様々な方とお話出来た事もとても嬉しかったです。ありがとうござい

ました。 

第 8 回 楽しみ隊 in うきさとむら  開催日：8 月 25 日  会場：うきさとむら 石窯ふれあい工房 参加者数：13 人 

 

 

 

子ども達だけではなく大人の方にも楽しんでいただける旬の味覚と、動物とのふれあいを楽しんでいただこうと開催いたし

ました。当日は、時折り小雨の降る天候でしたが、美味しいイチゴや普段はふれることのない動物、そしてボランティアによ

るミニコンサートと、盛りだくさんの内容で賑やかな一日を過ごしていただくことができました。 

（参加者の声） 

・楽しかったです。お弁当だったので、皆さんと（ボランティアの方とも） 

いっぱい話が出来て良かったです。 

・いちご摘みは子供も楽しんでたくさん食べていました。 

甘くておいしかったです。 

動物園はあいにくのお天気でしたが、スタッフの方が傘を 

持ってきてくれたり、屋根の下で色々なふれあいができた 

ので、とても良かったです。 

豊かな自然の中で、なかなか体験する機会のない石窯を使ったピザつくりを開催しました。自分の手で生地からつくっ 

て石窯で焼き上げたピザは絶品。朝からあいにくの雨でしたが、落ち着いた空間で話も弾み、 

お腹いっぱいになった一日でした。 
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■生活支援（コープみえ・くらしたすけあいの会協働事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東日本大震災で三重県に避難されている方々への支援の一つとして、コープみえ・くらしたすけあいの会のシステムを活用

した事業を今年も実施。5 月 1 日～9 月 30 日の期間で利用料等の一部を協働で支援しました。  

第 9 回 楽しみ隊 in 油田公園  開催日：11 月 4 日  会場：油田公園  参加者数：15 人 

 

 最後となる楽しみ隊は、平成 23 年 11 月の第 1 回楽しみ隊で好評を得た芋煮会を再び開催。みんなで一緒に材料を買って、

作って食べて、油田公園の広い芝生の中、何種類もの温かい芋煮に舌鼓をうちました。芋煮を 

いただいたあとは、みんなで話をしたり子どもたちと遊んだり、楽しい一日でした。 

■三重からみつめた東日本大震災（3 月 17 日） 

東日本大震災から 2 年が経過し、世間の関心が薄れ、震災が過去のものとなりつつありました。支援活動を行っている方々

が見つめた 2 年間と、被災・避難された方々の思いをお聴きすることで、私たちがこれからできることを考えるための報告会

を開催しました。 

三重県内の避難者支援活動を行っている方々と実際に避難されている方、三重から被災地の支援活動を継続して行っている

方々と被災当事者の方、それぞれの立場からこれまでの 2 年と今をお話しいただきました。 

また、基調講演の講師として、精力的に東日本大震災支援に取り組まれているタレント・山形弁研究家のダニエル・カール

さんをお迎えし、震災当時からこれまでの取り組みをユーモアを交えながらお話しいただきました。講演後には鈴木英敬 三

重県知事との熱い対談もあり、様々な立場から 2 年と今を考える機会となりました。 

（参加者の声） 

・イモ煮を皆でワイワイ作って食べて、とても楽しくおいしい時間でした。数回参加させて 

頂きましたが、毎回楽しくスタッフの方も気さくであたたかく、感謝、感謝です!!最後と 

いうことで、さみしいですが、また何かの機会にお会いできるといいですね… 

・「ふれあいの館」「まめや」から始まり、丹生の自然豊かな場所で、スタッフさん、ボラン 

ティアさんがいつものようにあたたかく子どもたちを見てくれたり、遊んでくれたり、私 

は野菜を切るのに集中してました。このようなすてきな場所で避難者の方、スタッフの方 

たちとお話ししたりすることができて良かったです。 

 

 

（参加者の声） 

・坐禅は初めてでしたが、非常に落ちついた気持ちになれた気がします。 

・経験した事ない事ができよかったです。なかなか他の地域に出かける事がないので、その点もよかったです。 

 

楽しみ隊ではありませんが、3 月 11 日を迎えるにあたり、心を落ち着ける坐禅体験を開催しました。 

 

 

坐禅体験  開催日：3 月 10 日  会場：曹洞宗塔世山 四天王寺  参加者数：3 人 
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みえ災害ボランティア支援センターでは、以下の様々な媒体を使い情報発信をしました。 

■ホームページ http://mvsc.jp 

ボラパックⅡ参加者募集・活動報告、みえで仲間をつ

くり隊活動報告など、各種情報を掲載。他団体のイベン

ト情報提供もしました。 

■ツイッター 

・事務局スタッフアカウント mvsc_jimukyoku 

ボラパックⅡガイダンスや各種イベントの様子のほ

か、山田町を中心とした被災地の「今」の話題をリツ

イート。  

  

・山田町スタッフアカウント mvsc_yamada 

山田町の現地スタッフ中心に、「今」の山田の状況やボラ

パックⅡの活動の様子などをお届けしました。 

■フェイスブック http://www.facebook.com/mvsc0311 

ホームページおよびツイッターと連携した情報の発信。 

■ニュースメール（不定期配信） 

ボランティア募集、震災支援・防災関連イベントなどのお知

らせをお届けしました。

 

 東日本大震災以降も、豪雨・豪雪や台風など、国内外各地で様々な災害が起こりました。 

大規模な災害の発生時には、多くのボランティアが被災者・被災地の大きな力となります。それらのボランティア活動が円滑に

行われるよう、様々な形で支援活動を行うのがみえ災害ボランティア支援センターの役割です。 

 今年も東日本大震災の支援活動を継続しつつ、発災時のボランティア募集等の情報発信や、9 月の台風 18 号で被災した伊賀地域

の災害ボランティアセンターへの人的支援などを行いました。 

■主な活動支援 

・4 月 6 日 暴風雨に関する注意喚起情報提供 

・7 月 28 日 山口・島根豪雨の災害ボランティア活動に関する情報提供 

・台風 18 号災害のボランティア活動に関する情報提供 

・台風 18 号災害への対応のため、伊賀市災害ボランティアセンターへの人的支援を実施。 

  

■写真パネル・各種資料貸し出し 

 東日本大震災の啓発活動に役立てていただくため、希望する

団体・事務所等に以下の貸し出しを実施しました。 

・発災直後やその後の山田町の様子（現地スタッフ撮影）および 

「みえ発！ボラパック」の活動を記録した写真パネル 

・事務局が所有する震災関連 DVD や書籍 

■講師派遣 

 地域や学校等から、被災地でのボランティア経験者への講演依頼があった場合、ボラパック参加者に講師を依頼し、活動経験

を話していただきました。「東日本大震災」や「ボランティア」について、伝え考えていただく機会となりました。 
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  三重県を拠点とし、現地への継続した支援活動を行っている団体への交通費の一部助成を通じて、より多くの方々が東日本大

震災の被災地を訪れ支援活動を行う機会を増やすとともに、その活動を通じて参加者の防災・減災意識の向上に寄与することを

目的として、この助成事業を実施しました。助成した 4 団体には、それぞれの活動を通じて、現地および参加者との交流が深め

られたとともに、支援活動に参加された方々にも貴重な気づき・学びの場となりました。    

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ほがらか絵本畑（所在地：菰野町）        代表：三浦 伸也さん 

   活動期日：7 月 11 日 ～ 7 月 14 日      人数：20 名 

   活動内容：“被災地保育交流ツアー in 陸前高田(9 ケ所の保育園にて活動)” 

             ふれあい教室の園庭でバーベキュー・ダンス・合唱等の交流会 

 代表者の一言：信頼関係の構築に努め、３回目にしてようやく陸前高田市と三重県の保育 

士との交流会が実現できました。1,000 キロ先に保育士仲間ができ、その仲間同士が交流し合い、 

子ども達のために切磋琢磨する関係づくりのスタートがようやく叶いました。今後は、支援する・さ

れるという関係を越えて、継続的な関係へとつなげていきたい。 

◆心和む蓄音機ホーン演奏会（所在地：亀山市）  代表：服部 佳輝さん 

   活動期日：9 月 21 日 ～ 9 月 29 日          人数：3 名           

   活動内容：“心和むレコード演奏会”   

演奏会会場：岩手県陸前高田市･大槌町･山田町、福島県相馬市、宮城県石巻市にて 

代表者の一言：震災以降の大変な状況の中、“戦後復興期の流行歌、ご当地の民謡など” 

を通して、かつての時代に思いを馳せて、若々しい元気な気持ちになって頂けたのではと思っていま

す。被災地の現状をみて、心と心を結ぶ交流活動が今後より欠かせないものになるのではと強く感じ

ました。また、今回の活動が今後のより充実した交流活動のための環境づくりにつながっていくもの

と思っています。 

◆防災一座（所在地：四日市市）     代表：松野 博さん 

   活動期日：5 月 2 日 ～ 5 月 5 日         人数：24 名 

   活動内容：“みんなでお祭りに行こう！”宮城県女川町熊野神社例大祭大作戦！ 

    代表者の一言：震災後、支援活動をしている中で、「今年の春祭りは三重のみなさんに協 

力してほしい！」とのお声掛けをいただいたことを契機に、女川流お祭り 

参加型観光産業の礎づくりにつながればとの思いから、昨年に引き続き実施しました。観光産業とし

ての位置づけとまちの活性化につながれば、まちの復興にあわせて、産業として育っていく可能性が

あるのではと思います。その強い思いから、今年も、お祭りに参加し、思い出をつくり交流を深めあ

ってきました。 

◆あすなろ応援便（所在地：鈴鹿市）       代表：樋口 博也さん 

   活動期日：7 月 26 日 ～ 7 月 29 日     人数：15 名 

   活動内容：“夏まつり実行隊”  実施会場：宮城県気仙沼市、岩手県陸前高田市にて 

代表者の一言：鈴鹿市を 26 日夜、大型トラック・マイクロバスの計 2 台で出発し、陸前 

高田市へ。陸前高田市では、仮設団地の集会所周辺にて、また気仙沼市で 

は開発総合センター施設を借用して、夏まつりを開催しました。会場内では、物資配布ブース・飲食

ブースを設置し、特に飲食ブースでは、炊き出しの準備などに現地の高齢者の方のご参加をいただき、

大いに盛り上がりました。地元の方との一体感を強く感じることができ、「草の根交流」が広がって

きていることを実感させていただきました。 
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 ※平成 26 年 1 月末日締めの収支決算報告は、2 月初旬に当センターホームページに記載させていただく予定です。 

 

 東 日 本 大 震 災 支 援 収 支 報 告  

       
(平成 25 年 4 月 1 日～10 月 31 日） 

【収入の部】 
       

（単位：円）  

予 算 科 目 金 額 摘                    要 

県の負担金 16,517,000   

みえ防災市民会

議負担金 
2,500,000   

参加負担金 2,257,500 ボラパック参加費：大人 15,000 円、18 歳未満 5,000 円  ※大人往復 140 名・片道 7 名・18 歳未満 21 名 

寄付金 541,310 57 件（銀行振込 37 件、窓口 20 件）            ※9 月 30 日募金活動終了 

目的寄付金 695,312 「ゆるキャラ応援サポーター募集」募金活動：162 件   ※8 月 31 日募金活動終了 

前年度繰越金 5,163,904 前年度寄付金の繰越金 

※その他 1,218 利息(事務費通帳 786＋支援金通帳 432) 

合   計 27,676,244   

         

         

【支出の部】 ① 負担金  ②みえ防災市民会議負担金  ③参加負担金  ④寄付金（含：繰越金）  ⑤目的寄付金  ※その他 

予 算 科 目 金  額 
財  源  内  訳 摘         要 

① ② ③ ④ ⑤ ※   

ボランティアバ

ス事業費 
5,409,736 ○   ○ ○     第 28 便～35 便に係るバス代・活動費他 

県内避難者支援

事業費 
361,063       ○     県内避難者支援活動に係る諸経費（イベント経費・メール便代他） 

東日本大震災継

続支援団体交通

費助成事業費 

199,535       ○     継続支援をする団体への交通費助成金 

情報交流事業費 0       ○       

その他事業費 627,963       ○     各種支援事業等に係る諸経費 

ゆるキャラ制作

事業費 
890,544       ○ ○   ゆるキャラ制作に係る諸経費 

旅費交通費 641,560 ○           事務局職員に係る出張旅費 

消耗品費 232,377 ○           事務局運営に係る事務用品代他 

印刷製本費 53,390 ○           キャラバン事業広報チラシ印刷代他 

通信運搬費 420,023 ○           固定電話・携帯電話通話料・メール代他 

燃料費 5,746 ○           山田町出張時レンタカー燃料代 

使用料及び賃借

料 
97,252 ○           銀行口座振込手数料・会場使用料他 

防災ｷｬﾗﾊﾞﾝ市町

等連携事業費 
440,210 ○           県内各地域にて 11 回実施（13 回開催予定） 講師旅費・報酬 

給料手当 6,556,839 ○           事務局職員（三重 5 名・山田町 1 名）給料手当 

法定福利費 1,019,837 ○           上記職員の社会・労働保険料 

被災地支援事業

費 
948,328   ○         事務局職員（山田町 1 名）給料手当、社会・労働保険料 

予備費 0       ○   ○   

合   計 17,904,403               
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【ボラパックⅡ 1 便あたりの経費及び参加者負担分】について 

・大型バス 1 台の経費（含：高速道路料金＋乗務員経費）＋マイクロバス経費（まなびの時間） 

 ※およそ 55 万円   1 行程：2 夜行 4 日  季節・行楽シーズン等により、若干金額が異なります。 

・参加者負担分（1.5 万円 ※18 歳未満 0.5 万円）について 

平均乗車人数を 18 名と想定。参加者の方々に総額のおよそ半額の 1.5 万円をご負担していただき、 

県の負担金からもおよそ半額を支出しています。 

※なお、不足分が生じた時および高校生以下の割引分については支援金で賄っています。 

企業・団体だけでなく、個人の方々からも、活動支援金のご寄付や物資提供、ボランティアやスタッフへの差

し入れなど、たくさんのご支援・ご協力をいただきました。本来なら全ての方々のお名前をご紹介させていただ

くところですが、匿名の方も非常に多く、また紙面に限りもあるため、ご紹介を省略させていただきます。お一

人おひとりの皆さまに、心より感謝申し上げます。 

また、ここに掲載していない企業・団体につきましても、匿名や他団体を介してなど、多大なるご支援・ご協

力をいただきました。重ねてお礼申し上げます。 

■ ご支援、ご協力いただいた企業・団体一覧 （平成 25 年 1 月 1 日～11 月 4 日 敬称略・順不同） 

＜活動支援金・支援物資のご支援・ご協力＞ 

あじさい茶屋実行委員会／アクアクリニック伊賀／川越町防災ボランティアネット／三重県立桑名高校厚生委員

会・くわな特別支援学校／元気です たまきまつり実行委員会／(社福)玉城町社会福祉協議会／玉城町職員組合／

タンポポの会／手づくり工房・ワーイワイ／松阪地区農村青少年クラブ連絡協議会／マママルシェ／三重街道マ

ラニック実行委員会／三重県消防協会北勢支会 

＜ボラパックⅡの活動に必要な資材等のご支援・ご協力＞ 

株式会社エスパ／手づくり工房・ワーイワイ／中尾カメラ／ふれ愛スポーツクラブ／伊勢型紙協同組合／鈴鹿市

伝統産業会館／桑名の千羽鶴を広める会 

＜山田町での活動に関するご支援・ご協力＞ 

山田町／(社福)山田町社会福祉協議会／山田町社協復興支え愛センター／山田町観光協会／山田町商工会／ほっ

とサポートセンター山田／山田町スポーツ推進委員会／山田町教育委員会／大沢保育園／第一保育所／船越保育

園／大浦保育園／轟児童館学童施設／荒川小学校／大沢小学校／山田北小学校／大浦小学校／山田南小学校／岩

手県北自動車(株)／三陸やまだ漁業協同組合大浦女性部／木村商店／鯨と海の科学館／山田消防署／(社福)三心

会／街かどギャラリー／医療法人晃生会／(社福)親和会／道の駅やまだ／びはん株式会社／ホームワンサトー／

高砂商店街／嶋田鉱泉株式会社／和井内工務店／龍昌寺／スズキプリント／(公社)セーブ・ザ・チルドレン・ジ

ャパン／(公財)国際開発救援財団 FIDR／OMF 岩手支援プロジェクトいっぽいっぽ・山田／(特非)石峠宅老所 

＜県内避難者支援活動に関するご支援・ご協力＞ 

(特非)M ブリッジ／(株)ZERO／(株)ぎゅーとら ハイジー店／(有)松本畜産／うきさとむら本店／おきん茶屋／支

援ねっと＠みえきた／(社福)育心会多気天啓苑／ふくしまいせしまの会／ふれあいの館／宇気郷地区市民センタ

ー／花と動物ふれあい広場／五桂池ふるさと村／甲陽商事(株)／車川山里ファン倶楽部／車川自治会／石窯ふれ

あい工房／曹洞宗塔世山四天王寺／多気町 勢和の語り部会／(農)せいわの里まめや／生活協同組合コープみえ

／コープみえ・くらしたすけあいの会／桑名市／いなべ市／鈴鹿市／亀山市／四日市市／津市／松阪市／伊賀市

／名張市／伊勢市／鳥羽市／志摩市／尾鷲市／熊野市／朝日町／川越町／木曽岬町／東員町／菰野町／多気町／

明和町／大台町／大紀町／紀北町／玉城町／度会町／南伊勢町／御浜町／紀宝町 

＜ボランティア活動の啓発（写真パネル展示）のご協力＞ 

(社福)津市社会福祉協議会芸濃支部／百五銀行安濃支店／(社福)玉城町社会福祉協議会／長島輪中図書館／三重

県立桑名高校／平林克己写真展「陽」SUZUKA 実行委員会／10Years サポート実行委員会／三重県聴覚障害者支援

センター 

＜ボランティア活動の啓発（防災キャラバン・市町等連携事業）のご協力＞ 

(公財)岩手県スポーツ振興財団陸中海岸青少年の家／山田町消防団／山田町婦人防火クラブ連合会／(特非)遠野

まごころネット／山田町観光協会／(社福)山田町社会福祉協議会／つつじが丘・春日丘自治協議会／津市ボラン

ティア協議会／津市市民活動センター／(社福)津市社会福祉協議会／津市／三重県教育委員会／(社福)多気町社

会福祉協議会／多気町／いせ市民活動センター／伊勢消防団互助会／天澤山龍光寺／ (学)鈴鹿学園／(特

非)SUZUKA 文化塾／長島輪中図書館／UR 笹川団地自治会／笹川団地管理サービス事務所／国際共生サロン／四郷

地区自主防災協議会／四郷地区連合自治会／(社福)紀北町社会福祉協議会／伊賀市災害ボランティアセンター／

三重県労使会議（三重県経営者協会・連合三重）／(社)三重県労働者福祉協議会／(社福)松阪市社会福祉協議会 

＜その他のご協力＞ 

百五銀行／ゆうちょ銀行／株式会社グリーンズホテルグリーンパーク津／東紀州コミュニティデザイン／(社福)

三重県 29 市町社会福祉協議会 
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 みえ災害ボランティア支援センターでは、東日本大震災の支援活動において作成・使用した様々な書式や資料を、ホームページに公開

します。当センターの理念に基づき試行錯誤しながら作成したものであり、完全版ではありませんが、今後の支援活動において何かしら

の参考となれば幸いです。 

みえ災害ボランティア支援センター ホームページ http://mvsc.jp/ 

 

● ホームページにて公開する資料・書式（予定） 

  ・活動報告書（2011.3.11～2012.1.31） 

・活動報告書（2012.2.1～2012.12.31） 

・ボラパック参加申込書 

・ボラパック活動報告書 

・つぶやき用紙 

・活動希望用紙 

・保護者同意書 

・健康管理記録票 

・「土嚢袋は危険がいっぱい」リーフレット 

・安全管理マニュアル(動画) 

・サロン活動で使用したレシピ集 

・ヒヤリハット報告書 

など
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みえ災害ボランティア支援センター（MVSC） 

活動検証 次代への提言 

～ ３年間をふりかえって ～ 

船越湾から朝日をのぞむ 写真提供：黒澤克行 氏 

目次 

参加者の傾向、データ ....................................................... 34～37 

県内避難者支援／広域避難者支援 ..................................... 38～40 

みえ災害ボランティア支援センター～設置と運営～ ................ 41 

活動検証 ............................................................................ 42～44 

支援センターによせる言葉 ....................................................... 45 

支援から交流、そして継承へ（センター長挨拶） .................... 46 

発行者情報 ................................................................................ 47 
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愛知県 岩手県 

大阪府 海外など 

東員町 明和町  

度会町 熊野市など 

●参加者統計（住所別） 

●参加者統計（性別／年代別） 

女 性  5 5 9 人 男 性  7 3 1 人 

80 代・10 歳未満 

1％ 

津市 

26％ 

伊勢市 

7％ 

四日市市 

11％ 

鈴鹿市 

9％ 

松阪市 

10％ 

桑名市 

6％ 

名張市 3％ 

亀山市 4％ 

県外 

9％ 

40 代 

7％ 

10 代 

7％ 

20 代 

9％ 

50 代 

6％ 

30 代 

6％ 

60 代 

6％ 

20 代 

12％ 

40 代 

10％ 

60 代 

10％ 

50 代 

7％ 10 代 

5％ 70 代 

2％ 

30 代 

10％ 

ボラパックⅠ参加人数 
(平成 23 年 4 月～平成 23 年 11 月) 648 人 

ボラパック 

総参加人数 1290 人 
ボラパックⅡ参加人数 
(平成 24 年 4 月～平成 25 年 9 月) 642 人 

70 代 

2％ 

●活動ニーズとボランティア 

ボラパックⅠでは主に屋外作業が多く、ボランティア

も男性が圧倒的に多く参加してくださいました。ボラパ

ックⅡではサロン活動を中心としていたため、女性のボ

ランティアも多く参加いただけるようになりました。結

果として、ボランティアニーズに応じて男女に大差なく

活躍いただくことができました。 

 

●世代を越えたチームの絆 

 ボラパック運行当初は危険を伴う作業も多くあり、18

歳以上の方のみに限られていた参加も、ボラパックⅡか

らは保護者同伴で年齢制限なく参加いただけるように

なり、参加者の年齢層も幅広くなりました。最年少は 9

歳、最年長は 81 歳と、世代を超えてのチームづくりは

各便の色を彩る重要な要素でした。ボラパック 2 年半を

通して、ボラパックに参加しなければ交わることのなか

ったであろうチームのメンバーとの出会いは、今後も続

く確かな絆となっています。 

●三重県民の意識 

 2 年半を通して、発着地である津市からの参加者が圧

倒的に多く、次点の市町は流動的でした。近隣の県外か

らの参加者も徐々に増える中、常に県内からの参加者が

9 割を占めていたことを大変誇りに思います。全国的に

被災地へのツアーなどが減少していく中で、継続して運

行しているボラパックは県外の方々からも強い支持を

いただきました。県内の方々が途切れることないように

意識高く参加していただいたおかげです。 

 

●広がるみえボラの輪 

 ボラパック開始当初は三重県在住・勤務している方に

限定して募集し殺到するボランティアを制限しました。

ボラパックⅠ第 6 便より募集制限を解消したところ、県

外からの参加も多数ありました。三重県内はもちろん、

全国にみえボラによって築かれたネットワークが広が

っています。山田町へ馳せる想いとみえボラという共通

の認識が、今後の災害ボランティア活動に大きな原動力

となることと確信しています。 

日別活動総人数 4955 人 
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●季節ごとの変化 

季節や時期により、参加者数の変動が目立ちました。秋から冬にかけての参加者はなかなか集まらず、初年度は 2

つの便（ボラパックⅠ第 35 便と特別便）の同乗とするなどの対策をとりました。温度差や積雪等への懸念が多く感じ

られ、冬場にはバスを出せる回数が減少してしまったことも原因にあると思われます。また逆に、夏休みや春休みの

時期には学生や学校関係の方の参加が多く、便数の増加へと繋がりました。 

 

●経過による変化 

 発災から時が過ぎるほどに、現地の状況や活動ニーズの変化があると共にボランティアの意識にも変化が出てきて

います。発災直後は、参加希望者が殺到し参加可否を抽選で決めなければいけない状態でしたが、バスの本数・定員

が減っても定員数に満たないことも増えていきました。 

また、ボラパックⅠからⅡへの切り替え時には、新たな試みを開始するにあたり、活動形態がボランティアの皆さ

んに十分に伝えきれず、参加団体・参加者の伸び悩みとなりました。ボラパックⅡを試行錯誤しながら継続していく

中で、活動形態がボランティアの皆さんに徐々に浸透し始めたことにより、安定した参加者数を集めることができる

ようになりました。更に、時を重ねるごとにみえボラのリピーターも増え、ボランティア同士の連携により集まって

いただけたことは大変ありがたく思います。 

●定員数に対する参加者数の割合 

2 年 4 ヶ月の山田町との関わりは様々な経

験や出会いの数々でした。大震災が風化しつ

つある中、その対極にある〝忘れない〟〝関

わりを切らさない〟人々の存在を感じること

ができました。そうした方々と連帯して、ま

ずは山田町からいただいたバトン（震災への

備え）を確実に伝え、拡げ、確かなものにし

ます。自分にできることは公私ともに人に接

する機会の多い立場を利用して数多く発信

し、ボランティア活動も続けることです。 

ボラパックⅠ 第 21・31 便 

ボラパックⅡ 第 2・8・10・21・28・30・35 便 

浅井 剛史さん 

平成 23年 5月より 11月まで合計 5回参加し、

四季折々の変化も体感しました。被災地域の住

民の方と直接お話しする機会は少なかったです

が、東北地方の方々の礼儀正しさ、粘り強さに

感銘を受けました。ボラパックを通して、地域

の方、ボランティア仲間同士で信頼関係を築く

共助の持つ役割の重要性を痛感しました。 

今後大きな災害が発生した時には、今回得た

知識・運営のノウハウを活かして、災害ボラン

ティアとして取り組んでいきたいと思います。 

ボラパックⅠ 第 3・9・20・30・35 便 

ボラパックⅡ 第 27・30・33 便 

堀井 理さん 

最年長 81 歳 リピーター人数（実数） 
※ボラパックⅠ・Ⅱを通して2回以上参加された方 139人 最年少 9 歳 

ボラパック I 

最多リピーター 

全 5 回 

ボラパックⅡ 

最多リピーター 

全 7 回 
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120%

平成23年 

平成 23 年 12 月～3 月 
 

平成 23 年 12 月 1 日「山

田町災害ボランティア

センター」を「山田町社

協  復興支え愛センタ

ー」に名称変更・移転し、

県外ボランティアの受

け入れを休止していた

ため運行休止。 

平成 25 年 1 月 
 

団体ボランティ

アを優先として

募集し運行を確

定しており、 1

月に参加希望の

団体ボランティ

アがなかったた

め運行なし。 

平成 24 年 平成 25 年 
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平成 23 年 4 月より運行を始めた「みえ発！ボラパックⅠ」は、平成 24 年より「みえ発！ボラパックⅡ」と名称を変えて約 2 年

半継続しました。現地の状況に合わせて、活動ニーズはもちろんボランティアの募集形態や運行スケジュールなども移行していき

ました。「みえ発！ボラパックⅠ」と「みえ発！ボラパックⅡ」の特徴と違いについて検証します。

みえ発！ボラパックⅠ（全 36 便）

平成 23 年 4 月～平成 23 年 11 月

みえ発！ボラパックⅡ（全 36 便）

平成 24 年 4 月～平成 25 年 9 月
※ボラパックⅡの試行として特別便（平成 23 年 11 月）を運行

●7～10 日間

行程●

主に 7～10 日間の行

程で運行しました。長

期の滞在には、参加す

るための苦労も大きい

反面、共に活動するチ

ームの絆を深める期間

となりました。

●4 日間行程●

主に週末を挟む 4 日

間の行程で運行しまし

た。参加しやすいメリ

ットと、山田町を知る

時間が短いデメリット

から、第 3 便より「ま

なびの時間」（P18～）

を導入しました。

●リーダー・サブ

リーダーによる

チームづくり●

スタッフ添乗等がな

く、各便のメンバーか

ら選ばれたリーダー、

サブリーダーによる完

全自己組織化でのボラ

パック運行でした。

●スタッフ添乗●

過密なスケジュール

調整と多様な活動コー

ディネートのため、ス

タッフ添乗と現地スタ

ッフによる全面サポー

トの中、活動いただき

ました。

●個人ボランティ

アのみの募集●

個人ボランティアの

みを対象とした募集を

行っていました。個々

に集まったチームが帰

る頃には強い団結力を

持っていました。

●現地ニーズを

中心とした活動●

現地ボランティアセ

ンターの運営補助から

開始し、現地の方々か

ら寄せられるニーズを

中心に活動しました。

がれき撤去等の力仕事

が多くありました。

●団体ボランティ

ア中心に募集●

ボラパックⅡでは、

サロン活動を中心に活

動しました。様々なプ

ログラムが必要となる

ため、活動団体を中心

とした募集方法に移行

しました。

●独自プログラムを

中心とした活動●

活動団体から提案さ

れるプログラム、個人

ボランティアに対応し

た独自プログラムを中

心にサロン活動、現地

ニーズによる活動等を

行いました。

●18歳以上の

み参加可能●

当初は、危険を伴う

作業が多いため、ボラ

パックの参加にあたり

18 歳以上（高校生不可）

の年齢制限を設けまし

た。

●宿泊施設

の統一●

ボランティアセンタ

ーに併設された武道場

に無料で宿泊すること

ができ、チームで寝食

を共にしました。チー

ムミーティング等も円

滑に行われました。

●年齢制限

なし●

保護者の同行の場合

に限り未成年も参加可

としました。年齢制限

がなくなったことによ

り、家族での参加が目

立つようになりまし

た。

●宿泊施設

の選択●

有料宿泊施設での宿

泊が中心となりまし

た。平成 24 年は無料宿

泊所も選択可とし、他

のボランティア団体と

の交流もできました。
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「みえ発！ボラパックⅠ」～「みえ発！ボラパックⅡ」の活動期間中、現地の状況の変化と共に活動ニーズも移り変わっていき

ました。みえボラで行なった活動を基に、時間の経過と共に活動傾向を検証いたします。

●ボラセン運営補助

●がれき撤去・整地

(側溝の泥出し、

土のう回収）

●写真洗浄・整理

●避難所配食・清掃

●物資仕分け・搬入出

●屋内作業・清掃

●保育園調理・運営補助

●引っ越し

●絵本読み聞かせ

●チラシ配布等

●海岸清掃

●花苗植え

●サロン活動・交流

発災からの経過 1 ヶ月 3 ヶ月 6 ヶ月 9 ヶ月 1 年
1 年

6 ヶ月
2 年

2 年

6 ヶ月

避難所から仮設住宅へ 仮設住宅から新居へ

夏から秋にかけて草刈り作業

1 年経過後、畑の清掃作業増

●問題点

・体調管理
ボランティアとして活動する上で留意すべき点として、

体調管理があります。みえボラの心構えとして「自分で体

調を見極める」というお願いをしていました。特にボラパ

ックⅠでは、慣れない環境や危険が伴う作業が多い中で約 1

週間連日の活動が続き、体調不良や疲労が原因の怪我や事

故などもありました。体はもちろん、心にも負担をかけな

いようにチーム内で声を掛け合って「休むこともボランテ

ィア」という意識を持って活動していただきました。

・天候の影響
屋外作業が続く発災後、天候に左右され作業に遅れが出

ることが多々ありました。その影響により作業の引き継ぎ

にも支障がでることがありました。特に梅雨の季節や台風

の多い時期は、屋外作業ができずボランティアセンターで

待機となってしまうこともあり、屋外作業のニーズが重な

るタイミングでの天候の影響は大きくありました。また、

夏の炎天下、秋冬の寒波などによる体調への影響もありま

した。

・ニーズとボランティアのバランス
ボランティアの多く集まるタイミングでたくさんのニー

ズが上がっていないこと、人数がたくさん必要なタイミン

グでボランティアの数が減少してしまうことも多々ありま

した。また、活動内容や会場、参加者とボランティアのバ

ランスは、活動を行なう上で重要なポイントでした。

●ニーズの変化

・ボランティアセンター運営補助
発災当初は住民の方の「ボランティア」の認識が薄く、

ボランティアセンターの存在意義やシステムを理解してい

ただく時間が必要でした。みえボラが活動を始めるにあた

りノウハウのあるボランティアを集め、殺到するボランテ

ィアの対応をするためボランティアセンター運営の人的支

援を行ないました。

・ボランティア単体で行う活動
最も長期に亘って活動したがれき撤去・整地作業は、家

財清掃から始まり泥出しや草刈りなど、時期や季節ごとに

細やかに内容が変わりました。避難所運営時には物資に関

する活動やお風呂清掃など、避難所閉鎖までお手伝いしま

した。また、海岸清掃や畑清掃、花苗植えなどの活動を行

なったのは発災から 1 年以上後となり、写真洗浄は発災直

後から現在も継続されています。

・地域の方と交流する活動
発災から半年が過ぎた頃、つながりのできた町の方々か

らの声が少しずつ届くようになり、みえボラ独自のニーズ

として町内の小学校・幼稚園・保育園にて「絵本読み聞か

せ」活動を開始しました。その後、特別便として初めて開

催したサロン活動がボラパックⅡの形式が成り立つための

きっかけとなりました。季節に合わせたプログラムや、家

でも個人個人が楽しめるプログラムなど、参加される方々

の声にヒントをいただきながら活動を進めました。
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三重県把握世帯数 

当センター登録世帯数 

再度、県内各市町にご協力いただき、

登録世帯が増加しました。 

開始当初は「つくり隊！」の認知度が低

く、登録世帯は多くありませんでした。 

引越しや帰郷される方がおられるため、

一時的に減少する場合もあります。 

 

● 東日本大震災支援団体として 

平成 23 年 3 月 14 日から現地支援を開始したみえ災害ボランティア支援センターですが、東

日本大震災の影響で東北三県・関東地方から全国へ、そして三重県へ避難されている方々のこ

とを知りました。ふるさとから遠く離れた三重県での避難生活や、生活再建への不安の声が絶

えません。そんな中、「何か自分達にできる事はないか」という想いを持つボランティア、企

業の方々、三重県に避難されている当事者の方々、そして当センタースタッフが一緒になって

何度も話し合いを重ねました。そして、平成 23 年 6 月に「みえで仲間をつくり隊！」（以後、

つくり隊！）を結成、活動を始めました。 

● 望まれることと出来ること 

 避難されている方々には、人それぞれ、様々な問題

があります。ですが、そのほとんどは専門的なことで

あり、「つくり隊！」では対応は困難です。そこで、「避

難されている方々が少しでも不安を解消していただけ

れば」との想いで、交流と情報発信を柱として取り組

みました。 

 

● 情報の重要性 

 避難されている方々にとって三重県は見知らぬ土地です。まずは、三重県のこと、今お住まいの地域のことを知っていただくた

めに、県内各地域の飲食店情報や主要な地図が掲載されている県内情報誌「月刊 Simple」を主としてお届けしました。しかも、よ

り身近に感じていただくためには避難されている方々のお手元に直接お届けすることが重要と考え、県や各市町のご協力のもと、

当センターの主旨にご賛同いただいた方からお名前やご住所といった情報をお預かりし、直接発送を行いました。 

 

● 会話・交流の重要性 

「もっとたくさんの声を聞かなければ」そう思うまでにさほど時間はかかりませんでした。住み慣れた土地を突然離れなければ

ならず、日頃の交流もままならない方々が気軽に話せる場の必要性を感じ、避難されている方々同士の座談会（後に、しゃべり隊

と命名）を開催しました。多くの意見を伺うことができた座談会ですが、避難されている方々の悩みや不安はそれぞれであり、一

括りにはできませんでした。そこで、一時でも日常を忘れて楽しんでいただけないか、「しゃべり隊」は次の段階、イベント形式

の交流会「楽しみ隊」へと進みました。 

平成 23年 7月から 10月までの間、
県は人数で把握していたため、世
帯数のデータはありません。 

三重県の把握世帯、当センターへの個人情報登録世帯ともに、大きな変動はありません。 

また、平成 25 年はほとんど変動しておらず、避難・疎開生活の長期化を表しています。 

住 

食 

職 

心 安心 

仲間づくり：避難されている方 

同士やスタッフとの交流 

楽しみ：イベント実施 

情報 

相談 

健康 

望まれること 出来ること 

（世帯数） 平成 25 年 11 月 30 日現在 

三重県が把握している避難世帯数と、みえ災害ボランティア支援センターに個人情報を登録されている世帯数 
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● 成果と課題 

 2 年半に亘る活動の成果、課題を検証します。 

<成果> 

・見知らぬ土地である三重県を知るための定期的な情報発信は、大きな安心感につながりました。 

・交流会である「しゃべり隊」「楽しみ隊」を様々な地域で開催し、多くの方に楽しんでいただきました。日常を離れて楽しむ

時間が、仲間づくりにつながりました。 

・活動を続けてきたことで、当センターや「つくり隊！」が少しづつ認知され、同時に信頼度も上がりました。これは活動を継

続してきた成果です。続けることの重要性を表しています。 

<課題> 

・各地域で活動されている他の支援団体それぞれの活動内容が異なっていたため、連携した活動ができませんでした。 

・避難されている全世帯に対する支援ができませんでした。避難されてきた方々に直接何かをお届けするためには、お名前やご

住所などを伺わなければなりませんが、個人情報の保護という観点から、私たちがそれを知ることはできませんでした。その

ため、前述のように県や各市町のご協力、および「つくり隊！」の主旨にご賛同いただいた方のみへのお届けとなってしまい

ました。 

 

● これからについて 

 長期化している避難・疎開生活に必要なのは、何か困ったことがあればいつでも誰かに相談できる、いつでも頼れるところがあ

ること、そして息長く寄り添うことです。県域で支援を実施していた「つくり隊！」は、毎月定期的に情報誌をお手元にお届けす

るなど、避難されている方々に寄り添えるよう、「忘れられていない」と感じていただけるように取り組んできました。ですが、

当センターが閉所することで、このままでは 2 年半続けてきたことで培った、目には見えないつながりもなくなってしまいます。

閉所と同時に終わってしまうのではなく、息長く寄り添うために何ができるのかを考え、次の活動につなげなければなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■しゃべり隊：全 5 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

■楽しみ隊：全 9 回 

 

 

 

第 1 回 

五桂池ふるさと村 

（多気町） 

参加：30 人 

 

 

 

第 6 回 

関宿 

（亀山市） 

参加：9 人 

 

 

第 2 回 

湯の山温泉 希望荘 

（菰野町） 

参加：24 人 

 

 

 

 

 

第 3 回 

アスピア玉城 

（玉城町） 

参加：45 人 

 

 

 

 

 

第 5 回 

二見シーパラダイス 

（伊勢市） 

参加：23 人 

 

 

 

 

 

第 7 回 

五桂池ふるさと村 

（多気町） 

参加：20 人 
 

第 8 回 

うきさとむら 

（松阪市） 

参加：13 人 

 

第 9 回 

油田公園 

（多気町） 

参加：15 人 

 

 

平成 23 年 11 月 20 日 平成 24 年 11 月 17 日 平成 24 年 10 月 20 日 

平成 25 年 11 月 4 日 平成 25 年 8 月 25 日 平成 25 年 5 月 19 日 

平成 24 年 5 月 20 日 平成 24 年 2 月 25 日 

※第 4 回は延期となり、 

第 6 回として開催しました。 

 

第 4 回 津市 

8 人 

 

第 3 回 鈴鹿市 

42 人 

 

第 5 回 津市 

15 人 

 

第 1 回 津市 

23 人 

 

第 2 回 伊勢市 

20 人 

 

平成 23 年 7 月 18 日 平成 23 年 12 月 17 日 平成 23 年 10 月 29 日 平成 23 年 8 月 27 日 平成 23 年 8 月 7 日 

坐禅体験 

曹洞宗塔世山 

四天王寺（津市） 

参加：3 人 

 

 
平成 25 年 3 月 10 日 
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避難生活が長期化し、避難されている方の状況はますます複雑化してきています。 

そんな中、みえ災害ボランティア支援センターが平成 25 年 12 月末に閉所するとい

うことに対し、避難されている当事者の方や他の支援団体の方より、その後の窓口や

情報発信等について心配される声がありました。 

そこで、平成 25 年 4 月より、三重県内で避難者支援に関わっている他団体（支援ね

っと@みえきた、ふくしまいせしまの会、三重県社会福祉協議会、三重県）が集い、今

後の県内避難者支援がどうあるべきかを話し合う場を設け、相談を続けてきました。

そして、今後の方針を検討するにあたり、一番大切である当事者の方の意見や想いを

確認するため、アンケート調査を実施することが決まりました。 

 

● 三重県内に避難された方への支援のあり方を考えるためのアンケート調査 

アンケートは「三重県内に避難されている方の実態」および「受けたことのある支援と今後必要・不要となる支援」を把握する

ことを目的とし、平成 25 年 8 月中旬～9 月中旬に実施しました。一人でも多くの方の意見を確認するため、当センター登録世帯（54

世帯）以外にも、県および市町や各支援団体が把握している世帯へアンケートを送付し、78 件の回答をいただきました。 

回答では、既に移住や帰郷を決めている世帯の方もいましたが、3 分の 1 以上の世帯が今後について決めかねている状態であり、

先の見えない不安な生活を続けているということと、各世帯の状況により異なる部分はありますが、今後の支援においては「住居」

「食の安全」「健康」「就職」「情報」「相談」がキーワードとなることがわかりました。そして、避難者支援に関する総合窓口が必

要とされていることも明らかとなりました。 

 

● 三重県内避難者支援団体ネットワーク組織（311 みえネット）の発足 

 避難者支援総合窓口の必要性が明確となったことから、今まで行政や民間

等の各団体で実施していた活動を、今後は団体同士が地域やセクターを越え

て手を繋ぎ、活動や情報を共有できる体制を整えるため、平成 25 年 12月 7 日

に県内避難者支援関係団体のネットワーク組織「311 みえネット」が立ち上が

りました。 

 避難されている方には、「311 みえネット」の立ち上げ報告、情報誌（Mie tell）

0 号や支援団体等の情報一覧リーフレット等をアンケート集計結果と共に送

付しました。同時に、今後も引き続き情報を必要とされる方へは「311 みえネ

ット」に登録いただくように呼びかけも行いました。 

 「311 みえネット」は「支援ねっと@みえきた」が事務局を担い、息長く寄

り添っていける活動を実施していきます。 

【311 みえネット活動内容】 

・支援団体や協力団体の情報収集および発信 

・支援団体や協力団体間の連携促進 

・避難者交流プログラムの促進 

・情報誌（Mie tell)の発行 

【311 みえネット参加団体】（※平成 25 年 12 月 7 日現在） 

支援ねっと@みえきた、ふくしまいせしまの会、なな色の空、（特非）みえ防災

市民会議、生活協同組合コープみえ、（社福）三重県社会福祉協議会、三重県 

【311 みえネットホームページ】 http://311mienet.jimdo.com 

 

● 県域を越えた繋がり（ネットワーク）への広がり 

各県によって避難者数の差はありますが、他県に避難されている方の状況は、三重県と大きくは異なりません。しかし、避難

者支援に関わる団体は様々であるため、実施される支援も様々な状況です。現在、東海地区の避難者支援団体で横の繋がりを作

る動きがあり、県を越えて情報交換および協力し合える体制を構築することで、より丁寧で多彩な支援活動への広がりが期待さ

れます。 

これまで北勢を拠点として避難者支援をや

ってきました。発足当初は 3 人でしたが賛同し

応援してくれる人が増えネットワークとして

連携しながら活動を続けています。 

過度な支援は自立を妨げ依存を助長するこ

とにもなりますが、知人も身寄りもない三重で

の生活は孤独で孤立しかねません。大変だった

のはこのバランスをとることです。支援の形は

一律でなくても、それぞれの支援者ができるこ

とを持ち寄り、選択肢を増やす事はできます。 

今後は必要な時に一緒に考え寄り添いなが

ら息長く見守っていく三重県内のネットワー

ク「311 みえネット」を立ち上げ、避難者と支

援者をつなぐ県全体の活動 

を続けていきたいと思いま 

す。ご協力よろしくお願い 

します。 

311 みえネット 代表 

木田 裕子さん 

（母子疎開支援ネットワーク「hahako」 代表、 

支援ねっと@みえきた 代表） 
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三重県地域防災計画には、風水害や地震の被害から復旧・復興する過程において災害ボランティアの果たす役割に着目し、「み

え災害ボランティア支援センター」（以後、支援センター）を、市民と行政の協働で設置することを明記しています。支援センタ

ーは現地の災害ボランティアセンターを後方支援するために設置し、県災害対策本部や県内の関係機関、また県外のボランティア

ネットワークや関係機関との連携・調整や、県内外への様々な情報の受発信などの支援を行う役割を担います。 

 

 

 

 

 

◆支援センターの立ち上げは発災 3 日後 

2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分に東日本を襲った大震災を目の当たりにしたその日の夜、「私たちにできることは何か」と、6 団体

の幹事会メンバーがみえ県民交流センターに集いました。幹事団体は三重県地域防災計画および「災害ボランティア活動の支援に

関する協定書」を締結しています。そしてこれは、三重県内や近隣地域での発災を前提としたものでした。しかしながら東北を襲

った地震、そして津波による未曽有の大災害にあって、「オール日本として動かなくてはいけない。」「被災された地域の皆さんに

寄り添い、ともに乗り越える力になるボランティアの方たちにとっての『受け皿』が必要だ。」として、みえ県民交流センター内

に「みえ災害ボランティア支援センター」を設置することを決定しました。発災から 3 日後、3 月 14 日のことでした。 

◆支援センターの事務局体制 

「みえ災害ボランティア支援センター設置マニュアル」には、「災害ボランティア活動の支援に関する協定書」に調印した幹事団

体の初動体制と事務局体制を定めており、人員を各幹事団体に呼びかけて確保していましたが、本来の仕事・業務と並行しての作

業は厳しい状態にありました。今回のように長期に亘る大規模災害の支援活動については、専従スタッフによる事務局体制が必要

になり、5 月 1 日より専従スタッフを各班 1 名ずつ配した新事務局体制をスタートしました。以降、事務局ボランティアの方々の

協力を得ながら、刻々と移り変わる状況に即して臨機応変に業務を見直すとともに、スタッフ個人の持てる専門性や知識・能力を

活かせる体制としました。また、現地でスタッフを雇用したことも大きな特色です。なお、各班 1 名の体制ではすべての業務に対

応できなかったことから、随時業務補助員を補充配置しました。 

 

 

 

 

 

 

 

支援センター設置基準 

① 災害が発生し、県内に現地センターが設置された場合 

② 県内に震度 6 弱以上の地震が発生した場合 

③ 幹事団体が支援センターの設置を必要と認めた後に開催する臨時会（参加団体で構成）で設置決議があった場合  

センター長（山本康史）

事務局長（若林千枝子）

事務局長補佐（伊佐彰代）

幹事会

総務班（班長 番家康文）

（特非） みえ防災市民会議

（社福） 三重県社会福祉協議会

（特非） みえＮＰＯネットワークセンター

三重県ボランティア連絡協議会

日本赤十字社三重県支部

三重県

情報班（班長 山畑直子） 業務補助員・現地班

（佐藤辰也、外舘こずえ）

対策班（班長 森本佳奈）

業務補助員

（松岡佑美、谷畑哲男）

庶 務

記録

渉外活動

会 計

情報収集と情報整理

ボランティアの安全管理

情報発信

現地支援活動(ボラパック)

県内避難者支援

現地活動支援

現地支援と業務補助

啓発活動
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東日本大震災を受けて組織されたみえ災害ボランティア支援センター（以後、支援センター）は、ボランティアにとっても、ス

タッフにとっても、幹事団体にとっても初めてとなるボランティア活動を行ってきました。次の災害に備えて、今回達成できた成

果と、次回に向けての課題を検証します。 

 

○成果 

・専従スタッフを擁する体制の構築 

支援センターはこれまでに県内や近隣の災害発生を受けて設置されたことはありました

が、活動が短期間（1 ヶ月程度）であったため、各幹事団体のメンバーが負担し合って支

援センターを運営していました。しかし今回は、当初の想いとして 3 年程度を目処に活動

を立ち上げました。その際にとても重要なことは、裏方としてボランティア活動を支える

スタッフの体制です。これについて、幹事団体である県が専従スタッフ 7 名の人件費を拠

出することを決定しました。そして支援センター全体の運営責任をもつセンター長には

(特非)みえ防災市民会議議長が、同じくみえ防災市民会議から事務局長補佐に、事務局長には元県 NPO 室長に常勤ボランティア

としての入局承認を取り付けて、現体制を構築することができました。また専従スタッフに関して忘れてはならないのが現地ス

タッフの存在です。これだけの体制が構築できた事で、ほぼ 3 年間に亘る長期的な活動を行うことができました。 

・約 1300 人というボランティア 

東日本大震災で被災した方、地域の方々のボランティアへのニーズは、信頼できるボランティアが継続して活動してくれるこ

とでした。一方、ボランティアを志す人の不安は、安全に、また被災した方に本当に喜んでもらえるにはどんな活動をすればよ

いかわからないことでした。その二つのニーズを支援センターが「みえ発！ボラパックⅠ・Ⅱ」という事業で橋渡しをすること

で、三重県から多くのボランティアが被災地に駆けつけることができました。 

・ボランティア自身によるチーム作り 

支援センターがボラパックⅠで継続的に山田町にボランティアを送り出しできた大きな要因の一つは、ボランティアのみなさ

ん自身に、各便のチームづくりを任せたことでした。（自己組織化と呼び、その実態は座談会②でも取り上げています） 

毎週ボランティアを出し続ける事業で、毎便支援センターのスタ

ッフを同行させることは大変な負担となります。その負担を、参加

していただいたボランティアのみなさんを信頼してチームづくりを

任せることで、支援センターのスタッフは現地との調整やバスの手

配、支援センター自体の運営という裏方作業に専念することができ

ました。 

・支援地域との信頼関係 

災害時のボランティア活動で大切なことのひとつに、被災した地域で外部からのボランティアの受け皿となる方々、組織との

信頼関係つくりがあります。災害による混乱の中、初めて出会う外部のボランティアを被災した方々が信頼するにはいくつか重

要な点があります。（これについても座談会③に詳しくあります）  

その中でも今回の活動では、 

１）現地雇用のスタッフを配置できたこと  

２）活動地域を 1 ヶ所に限定して継続支援を続けたこと  

３）活動について、被災地内のパートナー組織に対して一歩下がった姿勢で何でも

相談し続けたこと  

これらが、信頼関係構築に寄与したと考えています。 
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・外部団体との連携 

今回の支援センターに多くのボランティアが参加いただけた一つの要因は、三重大学や連合みえなど、ボランティア活動を積

極的に推進しようする組織と連携してボランティア募集に取り組むことができた事が挙げられます。三重大学は学生が授業期間

中もボランティアに参加する事を容認する仕組みを作っていただきました。連合みえでは企業におけるボランティア休暇の一括

取得への働きかけと、ボランティア参加者への活動備品手配の支援も行って、ボランティアへの参加を呼び掛けていただきまし

た。 

・東紀州地域での水害対応 

平成 23 年は、東日本大震災の他に、三重県内の東紀州地域でも大きな水害が発生し

ましたが、東日本大震災支援のための事務局ができていたため、比較的スムーズに東紀

州地域への支援にも取り組むことができました。ただし、東日本への支援を継続しなが

らの地元支援は、事務局やボランティアのみなさんにとって大きな負担にもなりました。 

 

 

 

●課題 

・初動体制の混乱 

支援センターを立ち上げる母体となる幹事団体では、これまで 10 年

近く幹事会を定期開催して災害時に備えた意見交換を続け、マニュア

ル等も作っていましたが、今回の東日本大震災の支援センター設置で

は、初動時にたくさんの課題がある事が判明しました。 

（座談会①で詳しく取り上げています） 

 

１）初動時のスタッフの確保－専従スタッフを雇用するまでの立ち上がり時のスタッフ不足。特に被災地と最初に関係を作る

大切な役割の先遣隊や、集まってくるボランティアを受け入れるボランティアコーディネーターが不足していました。 

２）初動時の資金不足－各幹事団体の中から災害時用予算を出し合うしかなく、不安定な中での活動開始となりました。 

３）臨時組織の弊害－電話、インターネット、銀行口座の開設等、支援センターとしてすぐ実施すべき事柄が、臨時の任意組

織の為スムーズに行えず、本格立ち上げに 1 ヶ月近くかかりました。また、業務に使用する携帯電話の回線契約がセン

ター長個人での契約になるなど、一部個人への負担が非常に大きい形になりました。 

４）役割分担―平常時から幹事団体で会議を行ってきましたが、支援センター設置後の役割や負担の分担がハッキリしておら

ず、一部の活動できる団体に負担が集中する状況が生まれていました。 

これらの課題は災害毎に支援センターを開設するという臨時組織型では改善できないものが多く、将来の災害発生に備えて常

設型に移行していくことを視野に入れる必要があります。 

・支援センター実施事業の偏り 

支援センターのそもそもの設置目的は「被災した地域、方々を支援すること」と「災

害ボランティア活動を行う県民の活動を支援すること」です。今回の支援センター

では、自主事業「みえ発!ボラパック」「みえで仲間をつくり隊！」を大きな柱とし

て活動し、多くのボランティアが参加しやすい仕組みを構築することができました

が、他方、例えば山田町以外を支援したい三重県民や、特徴を持った活動を東北各

地で、また三重県内で展開したいと考えていた三重県内の NPO/ボランティア団体へ

の支援は、つながろう三重（支援団体連絡会）の呼びかけや継続支援団体交通費助

成事業などで一部実施しましたが、ほとんど行えませんでした。 

他県の県域センターでは、東北各地でのボランティア募集情報の集約/紹介や、活動希望団体と活動希望場所との接点づくりの

支援、活動助成金制度の運用、県内で活動する団体情報の収集/PR 支援など、東日本大震災で被災した地域や人を支援する団体

や個人に対する様々な支援活動が行われている例があります。三重の支援センターが今後、災害発生時にどのような役割を担い

どのような事業を行う必要があるのか、今回の経験や東北での取り組みを参考に考えていく必要があります。 
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・閉所時期を決める議論の不足 

支援センターの解散時期を決める話し合いが十分にできないまま、当初計画の「3 年」で支援センターを閉所することになった

のは大きな反省点です。発災当初の想定である「3 年」という数字がひとり歩きし、3 年後の閉所ありきで話が決まってしまいま

した。事業規模を考えるために計画当初に目安として活動期間は考えておくべきですが、その年数はあくまで目安であり、例え

ば 1 年毎に活動計画を見直しておくことや、終了時期を年数のみでなく「達成すべき目標の姿」として明示しておくことが大切

です。 

（なお今回の当初計画「3 年」という数字は、仮設住宅の設置期間が災害救助法で「2 年」であることから、閉所が近づく 3 年頃

には「被災者の多くが定住できる復興住宅への引っ越しを始め、復興の歩みが始まっている」姿を想定して設定しました。 

しかしながら現実には、被害の大きさから岩手県山田町では復興住宅が 1 軒も完成していない時期での閉所となってしまいまし

た。） 

・支援センター閉所に向けた取り組みの不足 

支援センターを閉所するにあたり、関係いただいた多くの方から「閉所後、三

重と山田の関係をどうするのか」「まだまだ一時避難生活を続ける広域避難者へ

の取り組みをどうするのか」「今回の活動に参加して多くの経験を積んだボラン

ティアの方々をどう三重の防災力向上につなげていくのか」「今後の災害に向け

て、支援センターのあり方をどうブラッシュアップしていくのか」という 4 つの

課題を投げられていますが、それらについて継続議論を担うべき幹事団体の中で、

課題の共有化や検討できる体制がまだまだ十分には整っていません。これらの課

題について、現在の幹事団体の枠組に囚われず、強く課題意識を共有できる団体

や、県内で今もそれぞれの課題について活動している団体にも広げて、継続した

取り組みができるよう呼び掛け、取り組んでいく必要があります。 

特に支援センターのこれからのあり方について、立ち上げについてふり返る座談会では、今回初動を経験したメンバーが常設の

必要性をそれぞれの視点で述べており、しっかりした検討の場が必要だと考えられています。そのためには、常設する支援センタ

ーのスタッフが平時にどのような取り組みを行うのか、そこにかかる経費は誰がどのような形で担うのか、平常時の組織のあり方

など、今までの経緯を踏まえつつも大きく形を変えていかなければなりませんが、その為の議論がまだ十分になされておらず、今

回の支援センター活動で得られた知見が、ごく一部のスタッフにしか蓄積されない危険があります。 

 

◎来たるべき次の災害に備えて 

今回の支援センターの取り組みは、三重県で過去最大規模の官民協働による災害ボランティア支援活動であり、数多くの成果を

参加したボランティア、そしてスタッフの中に残しました。 

この成果を個人の中に留めず三重県の教訓として蓄積し、 

１）頻発する風水害対応  

２）来たるべき南海トラフ沿いを震源とする超巨大地震・津波  

３）首都直下を始めとした県外巨大災害への対応  

という大きく 3つの場合について、これから息の長い事業として対応できる仕組みつくりを進めていく必要性を強く感じています。 
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みえ災害ボランティア支援センターの山本センター長から、12 月に支援センターを閉じることになったので、外部の有識者

として文章を書いてほしいとの依頼を受けました。私は皆さんの活動を評価出来る様な立場にはないのですが、僭越ながら感じ

たことと今後の期待を書かせていただく事にしました。  

東日本大震災は、防災の専門家である我々にとってもとんでもない出来事でした。私自身、震災直後は思考停止あるいは完全

な無力感につつまれ、呆然としてしまったことを覚えています。死者・行方不明者がおよそ 2 万人，罹災者数 100 万人以上、

東日本沿岸部 600km 以上に渡る広域の被災エリアは、まさに近代国家になって初めて経験する未曾有の震災であり、国も地方

自治体も住民も何をして良いかわからず、非常にどたばたした印象が今でも強く残っています。 

そんな中、民間のボランティア団体の皆さんは、比較的早期に現場に入り必要な支援を見極めながら、公的な支援からこぼれ

落ちる「きめの細かい」支援をして下さいました。これは、本当に困って途方に暮れたときにさしのべられる手がどれだけ温か

く、救われるかという事を数々の災害を通じて学び、その気持ちを共有する仲間を地道に増やしながら活動の輪を広げてきた皆

さんの大きな成果だと思っています。 

また、今回の震災では長期にわたる支援、しかも日々変化する被災地のニーズにきめ細かく対応し、支援の手をさしのべ続け

られたことに敬意を表さなければならいと思います。ともするとこういった活動は一過性になりがちで、ほとぼりが冷めてしま

うと一気に支援がしぼんでしまうことが多いのですが、2 年以上に渡る長期間安定的に活動を維持してこられたことは、被災地

にも大きな勇気と希望を与えたことでしょう。  

いま、我々の目の前には、避けられない地震・津波災害の危機が横たわっています。皆さんが今回の支援活動で得た経験を是

非次に繋げてほしいと思います。きっと、東日本の皆さんもそう思っていることでしょう。みんなが笑顔  

であり続けるために、センターとしての活動が終了しても、今後も皆さんの活動を期待しています。 

 

 

 

         三重大学大学院工学研究科／地域圏防災・減災研究センター   

                                川口 淳  

みえ災害ボランティア支援センターがこの 12 月で閉じられるということで、これまでの 3 年近くのご支援、本当にお疲れさ

までした。 

多くの地域で大震災の支援が行われましたが、みえの官民一体となった迅速な立上げと継続的なご支援はさすがと感じまし

た。東日本大震災だけではなく、震災後各地で発生した水害にも対応されたことには驚きました。こういったことができたのは、

大震災前に民間と行政がしっかりとご議論と実績を重ねてきたからと思います。平時からの関係づくりは、やっている中で本当

に効果があるのか見えづらいのですが、これまでのご活躍を見れば一目瞭然です。センターは解散されますが、民間と行政との

情報交換は継続されることを願っています。 

そして、「みえ」といえば、業界的に有名なのが「ボラパック」。平成 16 年にノウハウがまとめられ、これまでも様々な地域

で実績を積まれたことが、センターの継続的な山田町のご支援につながったと感じています。このノウハウは、他の地域でも学

ぶものがたくさんあるのではないでしょうか。あわせて、想定されている大規模災害時に備えて、被災地外から応援するしくみ

を検証されることなども期待しています。 

ひとつ残念なことといえば、センターが解散してしまうことです。解散されるのは様々な事情、理由があったとお察しします。

他の地域を見ていても、活動資金の確保が困難というお話もお聞きしています。みえの場合、県が負担された予算が続かないと

ころがあったと思いますが、東日本大震災の支援では様々な民間の基金、国の制度が活用されています。こういった基金や制度

を柔軟に活用して、もっと継続した活動につなげるという選択肢もあったのではないかと思います。  

東北の被災地にかぎらず、三重県に避難されている方々へのご支援はまだこれからも必要です。  

民間と行政が協働実績を活かして、孤立対策や避難者に寄り添ったご支援を検討いただくことを期待して  

おります。 

 

                        株式会社ダイナックス都市環境研究所  

                             研究員 津賀 高幸 
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みえ災害ボランティア支援センター長 挨拶

2011 年 3 月 11 日。あの日から私達の社会や生活は一変し、はや 3 年が経とうとしています。

被災された方々に少しでも元気を届けようと運営してきたみえ災害ボランティア支援センターも、一つの区切りを

迎える事となりました。

まずは、無事閉所を迎えるまで支えて頂いたみなさんに心から感謝を述べたいと思います。

支援センターの取り組みは、お一人おひとりの善意が付託された支援金と、多くの方の血税である三重県の県費に

よって実現しました。三重県費とはつまり、全ての三重県民のみなさんに支えられた活動であったということです。

予算を編成して頂いた三重県、その予算を承認頂いた三重県議会のみなさま、そして三重県民のみなさまの応援を受

けてこの活動が取り組めたことを心から誇りに思っています。

そして、支援センターの事業にみえボラ（山田町に行くボランティア）として、また事務局ボラ（事務作業を手伝

うボランティア）として参加していただいた多くのみなさんのおかげでこの取り組みを行うことができました。支援

センターは、ボランティアのみなさんの想いを現地に届けるお手伝いができていたでしょうか。みなさんと共に汗を

流したスタッフの力で、きっと届けることができていたと信じています。

更に忘れてはならないのが、私たちが伺わせて頂いた山田町のみなさんの優しさです。オレンジのビブスを着て山

田町を歩くと、あちらこちらで「ありがとう」「お疲れさま」と声を掛けられました。ボランティア活動は、支援する

側と受け入れる側、その両方があってはじめて成り立ち、その関係は一方的なものではなく「お互い様」の関係なの

だと改めて気づかされました。この「お互い様」の気持ちは、三重県内に避難されているみなさんとの交流の中でも

感じました。

復興は、被災された方々一人ひとりの力によって成し遂げられます。私達ボランティアはその過程を応援し、寄り

添い、共に笑い、時には泣き、被災された方々がご自身の足で前に進むのを見守って行くことしかできません。そん

な微力な取り組みでしたが、山田町のみなさんに、そして三重に避難している方々に、少しでも勇気をもたらすこと

ができていれば、と心より願っています。

未曾有の災害であった東日本大震災から復興するまで、まだまだ時間がかかるのは間違いありません。そんな状況

であるにも関わらず支援センターを閉所する事について、あたかも野球の試合で 3 回裏なのに帰ってしまう応援団の

様なもので、とても心苦しく、申し訳ない気持ちです。

「東日本大震災支援」を看板に掲げた支援センターはこれで閉所となりますが、支援センターの幹事団体はそれぞれ

に今後も事業の一部を引き継いで取り組み続けていきます。そして支援センターに関わってくれた全ての方々は、き

っとそれぞれの方法で東北の方々や三重に避難されてきたみなさんと関わり続けてくれると信じています。それは「お

互い様」の「支援」から更に一歩前に踏み出した「交流」となり、更にこれからは教訓の「継承」へと繋がっていく

のだと思います。

東日本大震災で亡くなった全ての方の命の声と、今も復興に汗流す東北のみなさんの経験した重い教訓を一つずつ

丁寧に学び、三重の私達の防災に「継承」していくこと。三重の私たちにできる「忘れない」取り組みが今から始ま

るのです。

平成 25 年 12 月

みえ災害ボランティア支援センター長

山本康史
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2013 年（平成 25 年） 
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祭 

・
「
サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
ま
だ
２
０
１
３
」

開
始
（
～
11
日
） 

・
フ
ァ
イ
ダ
ー
「
写
真
展
私
た
ち
の
山
田
～
あ

の
頃
を
忘
れ
な
い
～
」
開
催
（
～
9
月
23
日
） 

・
や
ま
だ
の
花
火
大
会 

・
山
田
町
社
協
が
矢
巾
町
災
害
Ｖ
Ｃ
後
方
支
援 

・
山
田
町
社
協
が
矢
巾
町
に
山
田
高
校
生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
運
行 

7
日 

    11
日 

 28
日 

  1
日 

    16
日 

17
日 

 18
日 

30
日 

6
日 

   12
日 

 

・
「
３
１
１
を
忘
れ
な
い
た
め
に
～
こ
れ
か
ら
三
重
で
取
り

く
む
こ
と
～
」
災
害
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
交
流
会
開
催 

 

※
三
重
県
内
避
難
者
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
「
３

１
１
み
え
ネ
ッ
ト
」
発
足 

・
活
動
報
告
書
（2

0
1
3
.
1
.
1

→2
0
1
3
.
1
2
.
2
8

／
資
料
・
メ
ッ

セ
ー
ジ
集
）
発
行 

・
み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
閉
所
（
予
定
） 

  

・
座
談
会
①
「
立
ち
上
げ
」
実
施 

・
座
談
会
②
「
自
己
組
織
化
」
実
施 

   

・[

Ｖ
ＰⅡ

第
35
便]

台
風
18
号
接
近
に
伴
い
、
現
地
出
発
時

間
を
繰
り
上
げ
る 

・[

Ｖ
ＰⅡ

第
35
便]

ボ
ラ
パ
ッ
クⅡ

最
終
便
帰
着
式 

・
平
成
25
年
台
風
18
号
災
害
対
策
会
議 

 

・
平
成
25
年
台
風
18
号
災
害
支
援
情
報
発
信
ペ
ー
ジ
開
始 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
金
受
付
終
了 

・
座
談
会
③
「
被
災
地
と
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
の
信
頼
関
係
」
実
施 

  

・
避
難
者
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施 

（
～
9
月
19
日
） 

 

 

[ＶＰⅡ第 33便] やまだの花火大会 [ＶＰⅡ第 35 便] 帰着式 [つくり隊！] 第 9 回楽しみ隊 

[ＶＰⅡ第 33 便]  
サマーチャレンジやまだ 

10 月 28 日 大沢地区 9 月 15 日 山田祭 
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2013 年（平成 25 年） 年 

7 月 6 月 5 月 4 月 3 月 月 

20
日 

21
日 

28
日 

  22
日 

5
日 

 10
日 

1
日 

    19
日 

     24
日 

日 

・
映
画
「
風
立
ち
ぬ
」
公
開 

・
第
23
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙 

・
山
口
・
島
根
豪
雨
災
害
発
生 

  

・
富
士
山
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
（
文
化

遺
産
）
に
登
録 

・
長
嶋
茂
雄
氏
・
松
井
秀
喜
氏
が
国
民
栄
誉

賞
受
賞 

・
出
雲
大
社
に
て
祭
神
が
仮
殿
か
ら
本
殿
に

遷
座
さ
れ
る
「
本
殿
遷
座
祭
」
挙
行
（
60

年
ぶ
り
の
遷
座
） 

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」

放
送
開
始 

   

・
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
選
挙
運
動
解
禁 

     

・
紀
勢
自
動
車
道 

紀
勢
大
内
山
Ｉ
Ｃ
～
紀
伊

長
島
Ｉ
Ｃ
間
開
通 

日
本
全
体
の
動
き 

  17
日 

     29
日 

    15
日 

 18
日 

19
日 

21
日 

     21
日 

23
日 

 24
日 

  29
日 

日 

  

・
三
陸
沿
岸
道
路
山 

田
～
宮
古
南
起
工 

式 

     

・
織
笠
地
区 

復
興
整
備
事
業
安
全
祈
願
祭 

   

・
山
田
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
示
会

（
～
21
日
） 

・
田
の
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
開
所 

・
山
田
町
さ
く
ら
ま
つ
り
（
～
29
日
） 

・
や
ま
だ
観
光
物
産
「
と
っ
と
」
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン 

・ 

  

・
大
沢
保
育
園
新
園
舎
落
成
式 

・「
鯨
と
海
の
科
学
館
」
一
部
開
館
（
～
5
月

31
日
） 

・
全
国
高
校
選
抜
大
会 

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

カ
ル
で
県
立
山
田
高
校
の
山
根
慶
大
く
ん

が
優
勝 

・
盛
岡
市
か
わ
い
キ
ャ
ン
プ
閉
所
（
宮
古
市
） 

山
田
町
の
動
き 

14
日 

 

5
日 

25
日 

29
日 

1
日 

 8
日 

 12
日 

14
日 

21
日 

1
日 

2
日 

 16
日 

  16
日 

 17
日 

  日 

・
防
災
キ
ャ
ラ
バ
ン
市
町
等
連
携 

事
業
（
～
11
月
15
日
・
全
13 

回
実
施
） 

 

・
山
田
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
一
般
投
票
開
始
（
～
6
月
15
日
） 

・
山
田
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
決
定 

・
ぼ
ん
ぼ
ん
マ
ス
コ
ッ
ト
作
り
活
動 

・[

つ
く
り
隊
！]

「
コ
ー
プ
み
え
・
く
ら
し
た
す
け
あ
い
の

会
協
働
事
業
」
開
始
（
～
9
月
30
日
） 

・
山
田
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
開
始
（
～

8
月
31
日
） 

・
山
田
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
開
設 

・
三
重
県
避
難
者
支
援
団
体
相
談
会
開
始 

・
山
田
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
制
作
実
行
委
員
会
ツ
イ
ッ
タ
ー
開

始 

・
貸
出
し
用
写
真
パ
ネ
ル
追
加
・
パ
ネ
ル
セ
ッ
ト
内
容
更
新 

・
福
島
県
の
地
元
新
聞
2
社
閲
覧
開
始 

 

・
山
田
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
デ
ザ
イ
ン
公
募
開
始 

・
写
真
パ
ネ
ル
展
「
東
日
本
大
震
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
開

催
（
～
3
月
18
日
） 

・
「
三
重
か
ら
見
つ
め
た
東
日
本
大
震
災
」
開
催 

 

み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
動
き 

 

 

三重から見つめた東日本大震災 [ＶＰⅡ] 福祉施設交流活動 防災キャラバン市町等連携事業 

[ＶＰⅡ] ぼんぼん 

マスコット作り活動 

4 月 28 日 嶋田鉱泉（宿） 7 月 13 日 鎮魂と希望の鐘 
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2013 年（平成 25 年） 2012 年（平成 24 年） 

3 月 2 月 1 月 12 月 11 月 

7
日 

  21
日 

 1
日 

 6
日 

2
日 

  12
日 

16
日 

 26
日 

   25
日 

・
新
石
垣
空
港
（
石
垣
島
東
部
）
開
港 

 

・
元
横
綱
大
鵬
国
民
栄
誉
賞
受
賞 

・
東
京
電
力
が
福
島
復
興
本
社
を
設
立 

・
復
興
特
別
所
得
税
導
入 

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」
放
送

開
始 

・
中
央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル
天
井
板
崩

落
事
故
発
生 

 

・
今
年
の
漢
字
「
金
」 

・
第
46
回
衆
議
院
議
員
選
挙 

 

・
安
倍
内
閣
が
発
足 

   

・
釜
石
自
動
車
道 

東
和
Ｉ
Ｃ
～
宮
守
Ｉ
Ｃ 

間
開
通 

1
日 

 11
日 

15
日 

 9
日 

   11
日 

 18
日 

 21
日 

 9
日 

10
日 

 11
日 

 17
日 

  10
日 

・
コ
メ
リ 

ハ
ー
ド
＆
グ
リ
ー
ン
山
田
店
（
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
）
オ
ー
プ
ン 

・
山
田
町
犠
牲
者
二
周
年
追
悼
式 

・
田
の
浜
簡
易
郵
便
局
再
開 

・
業
務
ス
ー
パ
ー
山
田
店
（
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
）
オ
ー
プ
ン 

 

・
山
田
町
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
大

会
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
） 

   

・
新
生
や
ま
だ
商
店
街
協
同
組
合
「
震
災
語

り
部
事
業
」
ス
タ
ー
ト 

・
山
田
町
が
「
大
雪
り
ば
ぁ
ね
っ
と
。
」
と
の

平
成
24
年
度
委
託
事
業
契
約
解
除 

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
問
題
に
よ
る
第
三
者
調
査
委
員
会

立
ち
上
げ 

 

・
山
田
の
鮭 

大
漁
祈
願
ま
つ
り 

・
町
議
会
全
員
協
議
会
が
「
大
雪
り
ば
ぁ
ね

っ
と
。
」
へ
の
補
正
予
算
案
を
却
下 

・
「
大
雪
り
ば
ぁ
ね
っ
と
。
」
が
受
託
事
業
を

休
止
（
御
蔵
の
湯
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
） 

・
岩
手
県
北
バ
ス
「
山
田
町
内
1
日
フ
リ
ー

乗
車
券
（
1
日
３
０
０
円
）
」
運
用
開
始 

・
山
田
町
民
芸
術
祭
（
～
11
日
） 

10
日 

11
日 

15
日 

   23
日 

  2
日 

     21
日 

  23
日 

・[
つ
く
り
隊
！]

坐
禅
体
験
イ
ベ
ン
ト
開
催 

・
活
動
報
告
書
（2

0
1
2
.
2
.
1

→2
0
1
2
.
1
2
.
3
1

）
発
行 

・
継
続
団
体
交
通
費
助
成
事
業 

助
成
団
体
募
集
開
始 

   

・
ガ
ン
プ
ラ
交
流
活
動 

  

・
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
2 

0

1

2
」
開
催 

    

・[

Ｖ
ＰⅡ

第
22
便]

み
え
災
害 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ 

ー
幹
事
団
体
便
運
行 

  

・
ボ
ラ
パ
ッ
クⅡ

冬
季
便
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
開
始 

  

[ＶＰⅡ] 新聞コサージュ作り活動 ボランティア交流会 [つくり隊！] 坐禅体験 

[ＶＰⅡ幹事団体便]  

まなびの時間  かき小屋 

[ＶＰⅡ] ガンプラ交流活動 
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2012 年（平成 24 年） 年 

10 月 9 月 8 月 月 

1
日 

8
日 

  23
日 

 27
日 

      19
日 

   29
日 

13
日 

 14
日 

     28
日 

 日 

・
日
本
郵
便
株
式
会
社
設
立 

・
京
都
大
学
山
中
伸
弥
教
授
、
ノ
ー
ベ
ル
生

理
学
・
医
学
賞
受
賞 

 

・
レ
ス
リ
ン
グ
の
吉
田
沙
保
里
選
手
が
国
民

栄
誉
賞
受
賞 

・
関
西
国
際
空
港
に
国
内
初
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
専
用

タ
ー
ミ
ナ
ル
完
成 

      

・
原
子
力
規
制
委
員
会
発
足 

   

・
レ
ス
リ
ン
グ
の
吉
田
沙
保
里
選
手
が
世
界

大
会
13
連
覇
を
達
成 

・
京
都
府
南
部
地
域
豪
雨
に
よ
り
被
害
が
発

生 

・
金
星
の
前
を
月
が
横
切
っ
て
隠
す
金
星
食

を
観
測 

    

・
ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
を
絶
滅
種
に
指
定 

日
本
全
体
の
動
き 

1
日 

     27
日 

5
日 

 10
日 

15
日 

 16
日 

 17
日 

  25
日 

      26
日 

28
日 

日 

・
Ｔ
Ｆ
Ｃ
や
ま
だ 

工
場
（
造
船
場
） 

落
成
式 

    

・
野
田
総
理
大
臣
が
山
田
町
来
町 

・
船
越
小
学
校 

新
設
移
転
土
地
造
成
工
事 

着
手 

・
「
な
か
よ
し
公
園
商
店
街
」
テ
ン
ト
解
体 

・
山
田
祭 

山
田
八
幡
宮
・
大
杉
神
社 

合
同

宵
宮
祭 

・
山
田
祭 

山
田
八
幡
宮
例
大
祭 

2
年
ぶ
り

に
八
幡
宮
の
神
輿
が
復
活 

・
山
田
祭 

大
杉
神
社
例
大
祭 

  

・
船
越
小
学
校
災
害
復
旧
敷
地
造
成
工
事 

安
全
祈
願
祭 

      

・
山
田
町
応
援
音
楽
会 

・「
新
生
や
ま
だ
商
店
街
協
同
組
合
」
設
立
総

会 

山
田
町
の
動
き 

      27
日 

       22
日 

      16
日 

 18
日 

  25
日 

日 

      

・
新
聞
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
活
動 

・
お
雛
さ
ま
手
芸
活
動 

       

・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

   

・
伊
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
共
催
で
「
み
え
伊
賀
発
！
ボ

ラ
パ
ッ
ク
宇
治
」
の
運
行
決
定 

・
み
え
伊
賀
発
！
ボ
ラ
パ
ッ
ク
宇
治
運
行
開
始
（
～
8
月
19

日
） 

・
津
ぅ
キ
ャ
ラ
（
津
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
団
体
）
交
流
活
動 

・
音
楽
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 

み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
動
き 

 

[ＶＰⅡ] 音楽団体活動 [ＶＰⅡ] スポーツ団体活動 [つくり隊！] 第 5 回楽しみ隊 

9 月 16 日 山田祭 八幡宮神輿 

[ＶＰⅡ] 津ぅキャラ交流活動 

[ＶＰⅡ] お雛さま手芸活動 
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2012 年（平成 24 年） 

8 月 7 月 6 月 5 月 

   6
日 

 10
日 

1
日 

  5
日 

 11
日 

   27
日 

 4
日 

6
日 

  20
日 

21
日 

 5
日 

  15
日 

21
日 

22
日 

23
日    

・ 

東
京
電
力
が
福
島
第1

原
発
事
故
直
後
か

ら
記
録
し
て
い
た
社
内
の
Ｔ
Ｖ
会
議
映
像

の
一
部
を
公
開 

・
参
議
院
、
消
費
税
法
改
正
案
を
可
決
成
立 

・
生
の
牛
レ
バ
ー
の
提
供
が
食
品
衛
生
法
に

よ
り
禁
止 

・
3
年
半
ぶ
り
の
う
る
う
秒 

・
大
飯
原
発
3
号
機
運
転
再
開 

 

・
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
発
生 

   

・
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕 

 

・
部
分
月
食
観
測 

・
金
星
が
太
陽
の
前
を
横
切
る
金
星
の
日
面

通
過
観
測 

 

・
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
成
立 

・
原
発
事
故
・
子
ど
も
被
災
者
支
援
法
が
成

立 

 

・
42
年
ぶ
り
に
国
内
原
子
力
発
電
所
全
50
基

が
稼
働
停
止 

 

・
沖
縄
本
土
復
帰
40
年
記
念
式
典
開
催 

・
金
環
日
食
観
測 

・
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業 

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
ソ
ン
グ

「
花
は
咲
く
」
発
売 

1
日 

  5
日 

 8

日 

11
日 

    8
日 

11
日 

  17
日 

 1
日 

 6
日 

 1
日 

・
山
田
町
社
協
復
興
支
え
愛
セ
ン
タ
ー
学
習

支
援
イ
ベ
ン
ト
「
サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
や

ま
だ
２
０
１
２
」
開
始
（
～
12
日
） 

・
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
「
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
や
ま

だ
」
オ
ー
プ
ン 

・
新
相
撲
場
落
成
記
念
式
典 

・
情
報
誌
「
や
ま
だ
物
語
／
観
光
や
ま
だ
」

発
行
開
始 

・
や
ま
だ
の
花
火
大
会
（L

I
G
H
T
 U
P
 N
I
P
P
O
N

岩
手
県
メ
イ
ン
会
場
） 

    

・
町
長
選
挙 

・
大
沢
保
育
園
（
浸
水
に
よ
る
半
壊
）
改
築

の
地
鎮
祭 

 

・
山
田
町
長
に
佐
藤
信
逸
氏
が
就
任 

・「
山
田
町
復
興
ま
ち
づ
く
り
か
わ
ら
版
」
発

行
開
始
（
山
田
町
復
興
推
進
課
） 

・
交
流
ぷ
ら
ざ
「
い
っ
ぽ
い
っ
ぽ
・
山
田
」

開
所
式
（
Ｏ
Ｍ
Ｆ 

岩
手
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
） 

・
山
田
町
災
害
対
策
本
部
廃
止 

   1
日 

   10
日 

14
日 

17
日 

    4
日 

  15
日 

   30
日 

 12
日 

14
日 

  23
日 

 

   

・[

つ
く
り
隊
！]

「
コ
ー
プ
み
え
・
く
ら
し
た
す
け
あ
い
の

会
」
協
働
事
業
開
始
（
～
平
成
25
年
1
月
31
日
） 

 

・
業
務
補
助
職
員
（
三
重
）
1
名
雇
用 

・[

Ｖ
ＰⅡ

第
8
便]

ア
ル
バ
ム
カ
フ
ェ
活
動 

・
九
州
北
部
豪
雨
先
遣
隊
報
告
会
・
臨
時
会 

※
み
え
防
災

市
民
会
議
主
催
で
ボ
ラ
パ
ッ
ク
等
の
運
行
決
定 

・
九
州
北
部
豪
雨
支
援
情
報
発
信
ペ
ー
ジ
開
始 

  

・[

つ
く
り
隊
！]

直
送
同
意
書
再
送
付
の
た
め
の
市
町
訪
問

開
始
（
～
8
日
） 

 

・
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ア
ル
バ
ム
カ
フ
ェ
）

指
導
者
講
習
会
実
施
（
～
16
日
・
全
2
回
） 

  

・
業
務
補
助
職
員
（
三
重
）
1
名
退
職 

 

・[

Ｖ
ＰⅡ

第
3
便]

山
田
町
ま
な
び
の
時
間
開
始 

・
東
日
本
大
震
災
支
援
団
体
連
絡
会
「
つ
な
が
ろ
う
三
重
」

開
始 

 

・
つ
な
が
ろ
う
三
重 

み
え
出
前
ト
ー
ク
「
三
重
県
に
お
け

る
東
日
本
大
震
災
の
災
害
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
案
）
に
つ
い
て
」
勉
強
会
実
施 

  

[ＶＰⅡ] 山田町まなびの時間 つながろう三重 [ＶＰⅡ] 海岸清掃活動 

[ＶＰⅡ] サマーチャレンジやまだ活動 

[ＶＰⅡ] アルバムカフェ活動 

7 月 14 日 八幡町 

ga 



資 28 

  

2012 年（平成 24 年） 年 

4 月 3 月 2 月 月 

      14
日 

 19
日 

 22
日 

 27
日 

   11
日 

 14
日 

16
日 

  30
日 

31
日 

 10
日 

 23
日 

日 

      

・
新
東
名
高
速
の
御
殿
場
～
三
ヶ
日
間
が
開

通 

・
福
島
第
一
原
発

1
～

4
号
機
が
正
式
に 

廃
炉
を
決
定 

・
自
然
界
で
36
年
ぶ
り
に
ト
キ
の
ひ
な
が
誕

生 

・
改
正
郵
政
法
が
成
立 

・「
ち
き
ゅ
う
」
世
界
最
深
掘
削
、
日
本
海
溝
・

の
海
面
下
７
７
４
０
メ
ー
ト
ル 

 

・
東
日
本
大
震
災
一
周
年
追
悼
式
（
国
立
劇

場
） 

・
京
都
水
族
館
オ
ー
プ
ン 

・
寝
台
特
急
「
日
本
海
」
運
行
終
了 

  

・
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
成
立 

・
ア
ナ
ロ
グ
放
送
完
全
終
了 

 

・
復
興
庁
発
足 

 
・
福
島
県
、
福
島
市
の
2
次
避
難
所
閉
鎖
に

よ
り
東
日
本
大
震
災
の
被
災

3
県
の
全

避
難
所
が
閉
鎖 

日
本
全
体
の
動
き 

1
日 

         20
日 

 27
日 

  2
日 

11
日 

 17
日 

26
日 

 1
日 

 日 

・
山
田
町
内
水
産
会
社

5
社
合
同
新
会
社

「
五
篤
丸
水
産
」
開
始 

        

・
山
田
町
さ
く
ら
ま
つ
り
（
～
30
日
） 

 

・
山
田
町
名
物
「
山
田
せ
ん
べ
い
」
復
活 

  

・
復
興
計
画
の
高
台
移
転
事
業 

着
手
式 

・
山
田
町
犠
牲
者
一
周
年
追
悼
式 

・
「
鎮
魂
と
希
望
の
鐘
」
除
幕
式 

・
復
興
山
田
が
ん
ば
っ
ぺ
し
祭
り
（
～
18
日
） 

・
「
船
越
家
族
旅
行
村
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
」

再
開 

・
生
活
再
建
等
に
関
す
る
住
民
相
談
窓
口
設

置 

山
田
町
の
動
き 

1
日 

 2
日 

 5
日 

7
日 

 13
日 

14
日 

    2
日 

 11
日 

   23
日 

 27
日 

31
日 

 11
日 

 日 

・
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー

ジ
）
指
導
者
講
習
会
実
施 

・
ボ
ラ
パ
ッ
クⅡ

団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
開

始
（
～
平
成
25
年
9
月
7
日
） 

・
業
務
補
助
職
員
（
三
重
）
1
名
雇
用 

・
ボ
ラ
パ
ッ
クⅡ

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
お

よ
び
活
動
事
前
講
習
開
始
（
～
平
成
25
年
9
月
7
日
） 

・
ボ
ラ
パ
ッ
クⅡ

運
行
開
始
（
ス
タ
ッ
フ
添
乗
あ
り
） 

・
仮
設
住
宅
談
話
室
や
公
共
施
設
等
で
の
サ
ロ
ン
活
動
開
始 

・
手
工
芸
・
交
流
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

・
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
活
動 

  

・
「
ボ
ラ
パ
ッ
クⅡ

説
明
会
」
開 

催 

・
「
東
日
本
大
震
災
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
三
重
」
開
催 

・
「
み
え
東
日
本
大
震
災
支
援
団
体
連
絡
会
（
つ
な
が
ろ
う

三
重
）
キ
ッ
ク
オ
フ
会
議
」
開
催 

・
活
動
報
告
書
（2

0
1
1
.
3
.
1
1

→2
0
1
2
.
1
.
3
1

）
発
行 

・
ボ
ラ
パ
ッ
クⅡ

個
人
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
募
集
開
始 

・
「
で
は
っ
て
マ
ッ
プ
」
Ｗ
ｅ
ｂ 

 

版
公
開 

・
業
務
補
助
職
員
（
三
重
）
1 

名
退
職 

 

・
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン 

グ
」
開
催 

・
ボ
ラ
パ
ッ
クⅡ

登
録
団
体
・ 

グ
ル
ー
プ
募
集
開
始
（
～
7 

 

月
2
日
） 

み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
動
き 

 

 

東日本大震災支援フォーラム三重 [ＶＰⅡ] ハンドマッサージ指導者講習会 [ＶＰⅡ] サロン・交流活動 

4 月 28 日 山田町さくらまつり 
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2012 年（平成 24 年） 2011 年（平成 23 年） 

1 月 12 月 11 月 10 月 

1
日 

   18
日 

 1
日 

   10
日 

12
日 

    11
日 

 17
日 

    25
日 

・
首
都
高
速
道
路
、
阪
神
高
速
道
路
が
均
一

制
か
ら
距
離
別
料
金
に
移
行 

  

・
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
で
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
有

が
大
リ
ー
グ
の
テ
キ
サ
ス
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ

と
６
年
契
約 

 

・
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
が
日
本
野
球
機
構
加
入
を

承
認
さ
れ
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
リ
ー
グ
に
新

球
団
誕
生 

 

・
皆
既
月
食
観
測 

・
今
年
の
漢
字
「
絆
」 

   

・
野
田
総
理
大
臣
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
方
針

を
正
式
表
明 

・
来
日
中
の
ブ
ー
タ
ン
国
王
が
国
会
で
演
説 

    
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
外
国
為
替
市
場
で
、
一
時

1
ド
ル
＝

75
・
73
円
と
な
り
、
戦
後
の

円
高
最
高
値
を
塗
替
え
る 

    21
日 

 23
日 

1
日 

  6
日 

 22
日 

 27
日 

  7
日 

1
日 

11
日 

17
日 

  29
日 

 

    

・
山
田
町
社
協
「
第
2
回
思
い
出
写
真
展
」

開
催
（
～
22
日
） 

・「
山
田
町
復
興
計
画
」
住
民
説
明
会
・
意
見

交
換
会
実
施
開
始
（
～
31
日
） 

・
「
山
田
町
災
害
Ｖ
Ｃ
」
移
転
、
「
山
田
社
協

復
興
支
え
愛
セ
ン
タ
ー
」
へ
名
称
変
更 

 

・
「
エ
コ
ハ
ウ
ス
や
ま
だ
」
完
成
記
念
式
典 

 

・
「
山
田
町
復
興
計
画
」
策
定 

・
産
業
復
興
棟
完
成
合
同
開
所
式 

・
無
料
浴
場
「
御
蔵
の
湯
」
オ
ー
プ
ン 

  

・
船
越
ガ
レ
キ
仮
置 

き
場
の
火
災
鎮
火 

・
「
山
田
町
復
興
計
画
行
政
素
案
」
公
表 

・
船
越
ガ
レ
キ
仮
置
き
場
に
て
火
災
発
生 

・
山
田
町
社
協
・
フ
ァ
イ
ダ
ー
無
料
買
い
物

支
援
バ
ス
「
ま
ち
づ
け
ぇ
号
」
試
験
運
行

開
始 

・
「
復
興
か
き
小
屋
」
オ
ー
プ
ン 

・
山
田
町
社
協
「
第
1
回
思
い
出
写
真
展
」

開
催
（
～
30
日
） 

8
日 

9
日 

 17
日 

2
日 

      28
日 

5
日 

6
日 

   18
日 

20
日 

    29
日 

・
東
日
本
大
震
災
写
真
展
開
催
（
～
22
日
） 

・
写
真
パ
ネ
ル
貸
出
開
始 

 

・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
開
設 

・
「
健
さ
ん
を
囲
み
隊
（
み
え
ボ
ラ
大
交
流
会
）
」
開
催 

      

・
「
で
は
っ
て
マ
ッ
プ
」
第
1
号
発
行 

（
～
平
成
24
年
8
月
1
日
・
全
6
号
） 

・
ボ
ラ
パ
ッ
クⅡ

特
別
便
運
行
（
～
8
日
） 

・
仮
設
住
宅
談
話
室
や
公
共
施
設
等
で
の
サ
ロ
ン
活
動
初
試

行 
  

・
ボ
ラ
パ
ッ
クⅠ

最
終
便[

Ｖ
ＰⅠ

第
36
便]

帰
着 

・[

つ
く
り
隊
！]

楽
し
み
隊
実
施
（
～
平
成

25
年
11
月
4

日
・
全
9
回 

※
第
4
回
は
延
期
） 

    

・[

つ
く
り
隊
！]

し
ゃ
べ
り
隊
実
施
（
～
12
月
17
日
・
全
2

回
） 

  

東日本大震災写真展 

10月 12日 船越ガレキ仮置き場 

[ＶＰⅡ特別便] 手芸活動 みえボラ大交流会 
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2011 年（平成 23 年） 年 

9 月 8 月 月 

 4
日 

       9
日 

     23
日 
 30

日 

      17
日 

18
日 

   26
日 

  30
日 

日 

 

・
台
風
12
号
接
近
に
よ
り
紀
伊
半
島
を
中
心

に
被
害
が
発
生 

      

・
電
力
使
用
制
限
令
が
解
除 

     

・
東
北
新
幹
線
が
震
災
前
の
通
常
ダ
イ
ヤ
に

戻
る 

・
福
島
第
一
原
発
緊
急
時
避
難
準
備
区
域
を

一
括
解
除 

     

・
北
海
道
電
力
泊
原
発
3
号
機
が
運
転
再
開 

・
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
団
体
初
の
国
民
栄
誉

賞
受
賞 

  

・
菅
直
人
内
閣
総
理
大
臣
辞
任 

・
福
島
第
一
原
発
、
3
キ
ロ
圏
内
住
民
が
初

の
一
時
帰
宅 

・
第
95
代
内
閣
総
理
大
臣
に
野
田
佳
彦
氏
を

指
名 

日
本
全
体
の
動
き 

 4
日 

       11
日 

    17
日 

18
日 

  7
日 

   11
日 

    23
日 

    31
日 

 日 

 
・
学
生
の
学
習
場
「
ゾ
ン
タ
ハ
ウ
ス
」
お
よ

び
町
民
の
交
流
場
「
街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

オ
ー
プ
ン 

     

・
広
報
や
ま
だ
再
開 

・
仮
設
住
宅
情
報
発
信
所
が
仮
設
住
宅
新
聞

「
希
望
」
第
1
号
発
行
（
～
平
成
24
年
12

月
11
日
・
全
16
号
） 

 

・
山
田
祭 

山
田
八
幡
宮
・
大
杉
神
社 

宵
宮
祭 

・
山
田
祭 

山
田
八
幡
宮
・
大
杉
神
社 

復
興
祈

願
例
大
祭 

  

・
び
は
ん
プ
ラ
ザ
店
（
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
）
再
開 

・
ス
マ
イ
ル
ガ
ー
デ
ン
山
田
商
店
街
オ
ー
プ

ン 

・
追
悼
と
復
興
の
花
火
大
会
「L

I
G
H
T
 
U
P
 

N
I
P
P
O
N

」
開
催 

   

・「
鯨
と
海
の
科
学
館
」
前
の
入
江
田
沼
に
て

行
方
不
明
者
捜
索 

   

・
応
急
仮
設
住
宅
入
居
完
了
（
全
避
難
所
閉

鎖
） 

山
田
町
の
動
き 

2
日 

 5
日 

6
日 

 7
日 

   8
日 

 11
日 

 14
日 

16
日 

  17
日 

 1
日 

   16
日 

 19
日 

  26
日 

日 

・[

Ｖ
ＰⅠ

第
25
便]

台
風
12
号
接
近
に
伴
い
、
三
重
出
発
を

午
後
か
ら
午
前
に
変
更 

・
台
風
12
号
東
紀
州
災
害
対
策
会
議 

・[

つ
く
り
隊
！]

交
流
会
を
「
し
ゃ
べ
り
隊
」
と
「
楽
し
み

隊
」
に
区
分
す
る
こ
と
が
決
定 

・
台
風
12
号
災
害
支
援
特
設
サ
イ
ト
設
置
・
運
用
開
始 

・
業
務
補
助
職
員
（
山
田
町
）
1
名
雇
用 

・
三
重
事
務
局
ス
タ
ッ
フ 

ボ
ラ
パ
ッ
ク
引
継
ぎ
業
務
の
た

め
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
開
始
（
～
11
月
21
日
） 

・[

つ
く
り
隊
！]

座
談
会
ア
ン
ケ
ー
ト
開
始
（
～
20
日
） 

・
「
東
日
本
大
震
災
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
※
東
紀
州
地
域

の
台
風
12
号
災
害
支
援
活
動
対
応
に
よ
り
中
止 

・
東
紀
州
行
き
！
ボ
ラ
パ
ッ
ク
運
行
開
始
（
～
10
月
14
日
） 

・
東
紀
州
行
き
！
ボ
ラ
パ
ッ
ク 

国
道
42
号
線
矢
ノ
川
峠
で

の
落
石
に
よ
る
通
行
止
め
で
帰
着
遅
延
（
Ｊ
Ｒ
と
代
替
バ

ス
の
運
行
に
よ
り
帰
着
） 

・
ツ
イ
ッ
タ
ー
山
田
町
ス
タ
ッ
フ 

ア
カ
ウ
ン
ト
開
設 

・
業
務
補
助
職
員
（
山
田
町
）
1
名
雇
用 

   

・
業
務
補
助
職
員
（
三
重
）
1
名
雇
用 

 

・
山
田
町
現
地
事
務
所
（
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
）
設
置
（
～

平
成
24
年
3
月
31
日
） 

 

・[

Ｖ
ＰⅠ

第
23
便]

保
育
施
設
で
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
活

動
開
始
（
～
11
月
18
日[

Ｖ
ＰⅠ

第
36
便]

） 
 

み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
動
き 

  

[ＶＰⅠ] 避難所仮設風呂清掃活動 東紀州行き！ボラパック 

9 月 12 日 山田湾 

[ＶＰⅠ] 絵本の読み聞かせ活動 
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2011 年（平成 23 年）

7 月 6 月

1
日

3
日

15
日

16
日

18
日

24
日

11
日

16
日

20
日

24
日

26
日

・
37
年
ぶ
り
に
電
力
使
用
制
限
令
発
動

・
松
本
復
興
担
当
相
、
被
災
地
で
暴
言
（
5

日
に
辞
任
）

・
映
画
「
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
死
の
秘
宝
Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
」
公
開

・
映
画
「
コ
ク
リ
コ
坂
か
ら
」
公
開

・
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ド
イ
ツ

大
会
で
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
初
優
勝

・
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
、
58
年
の
歴
史
に

幕
（
東
北
3
県
除
く
）

・
世
界
農
業
遺
産
に
佐
渡
・
能
登
半
島
、
日

本
か
ら
初
登
録

・
皆
既
月
食
、
沖
縄
な
ど
で
観
測

・
被
災
地
支
援
の
た
め
の
東
北
地
方
高
速
道

路
無
料
化
開
始

・
小
笠
原
諸
島
が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
（
自

然
遺
産
）
に
登
録

・
平
泉
（
岩
手
県
）
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺

産
（
文
化
遺
産
）
に
登
録

1
日

4
日

7
日

9
日

14
日

1
日

4
日

26
日

・
「
山
田
町
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
公
表

・
県
立
山
田
病
院
が
仮
設
施
設
で
診
療
再
開

・
ロ
ー
ソ
ン
（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
）

長
崎
店
仮
設
店
舗
開
店

・
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

「
山
田
町
子
ど
も
ま
ち
づ
く
り
ク
ラ
ブ

（
け
っ
ぱ
れ
山
田
Ｔ
ｏ
ｅ
ｋ
ｏ
ｍ
ｓ
ｔ
／

Ｋ
Ｙ
Ｔ
）
」
開
始

・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
し
ま
む
ら
山
田

店
営
業
再
開

・
応
急
仮
設
住
宅
入
居
開
始

・
大
型
テ
ン
ト
を
利
用
し
た
仮
設
商
店
街

「
な
か
よ
し
公
園
商
店
街
」
オ
ー
プ
ン

・
合
同
慰
霊
祭

山
田
中
学
校
体
育
館
で
開

催

1
日

6
日

10
日

11
日

12
日

15
日

18
日

20
日

21
日

29
日

12
日

16
日

19
日

22
日

23
日

27
日

30
日

・[

つ
く
り
隊
！]

各
市
町
に
避
難
世
帯
へ
直
送
同
意
書
配
布

依
頼

・[

Ｖ
Ｐ
Ⅰ
第
10
便]

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
シ
ャ
ワ
ー
借
用
開

始
（
～
11
月
18
日[

Ｖ
Ｐ
Ⅰ
第
36
便]

）

・
事
務
局
職
員
（
三
重
）
1
名
、
業
務
補
助
職
員
（
三
重
）

1
名
雇
用

・
「
安
全
管
理
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
集
計
結
果
公
開

・[

Ｖ
Ｐ
Ⅰ
第
13
便]

津
波
注
意
報
発
令
に
よ
る
安
否
確
認

実
施

・
事
務
局
定
例
会
議
開
始

・[

Ｖ
Ｐ
Ⅰ
第
13
便]

避
難
所
の
仮
設
風
呂
清
掃
活
動
開
始

（
～
8
月
31
日[

Ｖ
Ｐ
Ⅰ
第
24
便]

）

・
安
全
対
策
資
料
「
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
制
作

・[

つ
く
り
隊
！]

座
談
会
実
施
（
～
8
月
27
日
・
全
3
回
）

・
ボ
ラ
パ
ッ
ク
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
「
土
の
う
袋
講
座
」

開
始

・[
Ｖ
Ｐ
Ⅰ
第
15
便]

台
風
6
号
接
近
に
伴
い
、
現
地
活
動
を

1
日
繰
り
上
げ
山
田
町
出
発

・[

Ｖ
Ｐ
Ⅰ
第
16
便]

台
風
6
号
接
近
に
伴
い
、
三
重
県
出
発

を
1
日
延
長

・[

つ
く
り
隊
！]
県
内
避
難
者
向
け
情
報
定
期
発
送
開
始

（
～
平
成
25
年
9
月
11
日
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
用
車
両
導
入
（
～
平
成
25
年
10
月

30
日
）

・
県
内
避
難
者
支
援
会
議
開
始

・[

Ｖ
Ｐ
Ⅰ
第
9
便]

山
田
町
災
害
Ｖ
Ｃ
で
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
の
た
め
、
大
槌
町
に
て
活
動
（
～
20
日
）

・
ボ
ラ
パ
ッ
ク
参
加
者
対
象
「
安
全
管
理
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」
開
始
（
～
29
日
）

・[

Ｖ
Ｐ
Ⅰ
第
9
便]

津
波
注
意
報

発
令
に
よ
る
安
否
確
認
実
施

・
安
全
対
策
資
料
「
土
の
う
袋
は

危
険
が
い
っ
ぱ
い
」
公
開

・
県
内
避
難
者
支
援
事
業
名
を
「
み
え
で
仲
間
を
つ
く
り

隊
！
」
に
決
定

・
事
務
局
職
員
（
三
重
）
1
名
、
業
務
補
助
職
員
（
山
田

町
）
1
名
退
職

[ＶＰⅠ] ガレキ撤去活動[ＶＰⅠ] 土のう袋講座 [つくり隊！] 第 1 回座談会

平成23年3月 しまむら付近

平成25年1月 しまむら付近
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2011 年（平成 23 年） 年

5 月 4 月 月

14
日

20
日

25
日

22
日

28
日

29
日

日

・
浜
岡
原
発
運
転
停
止

・
最
高
裁
が
ラ
イ
ブ
ド
ア
堀
江
被
告
の
異
議

申
し
立
て
を
棄
却
、
実
刑
が
確
定

・
映
画
「
パ
イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア

ン
／
生
命
の
泉
」
公
開

・
炭
鉱
記
録
画
家
・
山
本
作
兵
衛
氏
の
筑
豊

（
福
岡
県
）
の
炭
鉱
画
な
ど
が
ユ
ネ
ス
コ

の
世
界
遺
産
（
記
憶
遺
産
）
に
登
録

・
福
島
第
一
原
発
の
半
径
20
キ
ロ
圏
を
警
戒

区
域
に
設
定

・
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
2
発
売
（
発
売
イ
ベ
ン
ト
中
止
）

・
東
北
新
幹
線
全
線
運
転
再
開

日
本
全
体
の
動
き

1
日

14
日

20
日

21
日

25
日

26
日

27
日

31
日

26
日

日

・
わ
か
き
保
育
園
が
臨
時
園
舎
で
保
育
再
開

・
陸
中
海
岸
青
少
年
の
家
避
難
所
が
避
難
所

新
聞
「
く
じ
ら
山
ろ
く
」
第
1
号
発
行
（
～

7
月
20
日
・
特
集
号
含
み
全
10
号
）

・
ホ
ー
マ
ッ
ク
山
田
店
（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
）

仮
設
店
舗
で
営
業
再
開

・
薬
王
堂
（
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
）
仮
設
店
舗

で
営
業
再
開

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
1
名
よ
り
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

が
検
出
さ
れ
山
田
町
災
害
Ｖ
Ｃ
が
消
毒
作

業
等
の
た
め
閉
鎖

（
～
22
日
）

・
応
急
仮
設
住
宅
抽
選

会
開
始
（
～
7
月
15
日
・
全
8
回
）

・
第
一
回
山
田
町
東
日
本
大
震
災
津
波
復
興
計

画
策
定
委
員
会
、
第
一
回
山
田
町
東
日
本
大

震
災
津
波
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
専
門
部
会

・
「
山
田
町
の
復
興
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

調
査
実
施
（
～
6
月
10
日
）

・
一
般
支
援
物
資
配
布
終
了

・
船
越
小
学
校
が
青
少
年
の
家
で
入
学
式

・
び
は
ん
（
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
旧
山

田
病
院
店
オ
ー
プ
ン
（
～
平
成
24
年
8
月

30
日
）

山
田
町
の
動
き

1
日

13
日

14
日

15
日

20
日

21
日

22
日

23
日

25
日

28
日

24
日

28
日

29
日

日

・
事
務
局
新
体
制
開
始

事
務
局
職
員
（
三
重
）
3
名
、
業

務
補
助
職
員
（
山
田
町
）
1
名
雇
用

・
ニ
ュ
ー
ス
メ
ー
ル
配
信
開
始

・
震
災
で
被
害
を
受
け
た
写
真
を
洗
浄
し
返
却
す
る
「
思
い

で
戻
し
隊
」
開
始
（
～
平
成
24
年
1
月
27
日
）

・
思
い
で
戻
し
隊

四
日
市
市
内
に
て
事
前
講
習
会
実
施

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
をm

v
s
c
.
j
p

へ
移
行

・[

Ｖ
Ｐ
Ⅰ
第
3
便]

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
発
着
場
所
を
ロ
ー

ソ
ン
前
か
ら
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
津
玄
関
前
に
変
更

・
Ｖ
Ｐ
Ⅰ
の
現
場
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
二
瓶
健
さ
ん
山
田
町
入

り
（
～
11
月
21
日
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
用
車
両
導
入
（
～
11
月
19
日
）

・[

Ｖ
Ｐ
Ⅰ
第
4
便]

山
田
町
災
害
Ｖ
Ｃ
閉
鎖
の
た
め
、
時
間

を
繰
り
上
げ
山
田
町
出
発

・[

Ｖ
Ｐ
Ⅰ
第
5
便]

気
仙
沼
市
に
て
活
動

・[

Ｖ
Ｐ
Ⅰ
第
5
便]

山
田
町
災
害
Ｖ
Ｃ
運
営
補
助
活
動
か

ら
ガ
レ
キ
撤
去
や
物
資
仕
分
け
等
の
現
場
活
動
に
移
行

・[

Ｖ
Ｐ
Ⅰ
第
5
便]

山
田
町
災
害
Ｖ
Ｃ
敷
地
内
設
置
の
自
衛

隊
仮
設
風
呂
使
用
開
始
（
～
6
月
28
日[

Ｖ
Ｐ
Ⅰ
第
10
便]

）

・
ツ
イ
ッ
タ
ー
事
務
局
ア
カ
ウ
ン
ト

開
設

・
「
東
日
本
大
震
災
座
談
会
ｉ
ｎ
み
え
～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ

い
て
知
り
隊
・
話
し
隊
」
開
始
（
～
8
月
6
日
・
全
3
回
）

・
ボ
ラ
パ
ッ
ク
Ⅰ
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
開
始
（
～
11
月
6
日
）

・
ボ
ラ
パ
ッ
ク
Ⅰ
運
行
開
始
（
～
11

月
19
日
）
※
Ｖ
Ｐ
Ⅰ
第
1
便
は

県
庁
に
て
出
発
式
実
施

・[

Ｖ
Ｐ
Ⅰ
第
1
便]

山
田
災
害
Ｖ
Ｃ

運
営
補
助
活
動
開
始
（
～
5
月

20
日[

Ｖ
Ｐ
Ⅰ
第
4
便]

）

み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
動
き

[ＶＰⅠ第 1 便] 出発式思いで戻し隊 事前講習東日本大震災座談会

[ＶＰⅠ第1・2便]オリエンテーション

山田町災害ＶＣ

自衛隊仮設風呂

[ＶＰⅠ第5便] 気仙沼活動

みえボラサポーター

二瓶 健さん
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2011年（平成 23年） 年 

4月 3月 月 

1
日 

     12
日 

      11
日 

    12
日 

  14
日 

  20
日 

   30
日 

日 

・
政
府
が
「
東
日
本
大
震
災
」
と
命
名 

・
小
学
5
・
6
年
生
の
英
語
活
動
必
修
化 

    

・
原
子
力
安
全
・
保
安
院
が
福
島
第
一
原
発
事

故
を
「
レ
ベ
ル
7
」
に
認
定 

     

・
14
時
46
分
頃 

三
陸
沖
を
震
源
に
国
内 

観
測
史
上
最
大
の
Ｍ
9.0
の
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
発
生 

・
15
時
14
分 
日
本
政
府
史
上
初
の
緊
急 

災
害
対
策
本
部
設
置 

・
福
島
第
一
原
発
1
号
機
建
屋
水
素
爆
発 

・
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
発
出 

・
九
州
新
幹
線
全
線
開
通
（
記
念
式
典
中
止
） 

・
福
島
第
一
原
発
3
号
機
水
素
爆
発 

・
東
京
電
力
が
輪
番
停
電
（
通
称
：
計
画
停
電
）

開
始 

・
被
災
者
生
活
支
援
特
別
対
策
本
部
活
動
開
始 

  

・
東
京
電
力
が
福
島
第
一
原
発
1
～
4
号 

機
の
廃
炉
を
表
明 

日
本
全
体
の
動
き 

    9
日 

  14
日 

 11
日 

       16
日 

18
日 

19
日 

23
日 

24
日 

28
日 

日 

    

・
山
田
町
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
を
拠
点
と
し
、
山
田

町
災
害
Ｖ
Ｃ
開
設 

 

・
ジ
ョ
イ
ス
（
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
移
動

販
売
開
始 

 

・
災
害
対
策
本
部
設
置 

       

・
宮
古
市
よ
り
南
向
け
に
順
次
通
電
再
開 

・
道
の
駅
や
ま
だ
営
業
再
開 

・
岩
手
県
北
路
線
バ
ス
運
行
開
始 

・
国
道
45
号
線
開
通
（
宮
古
市
～
釜
石
市
） 

・
固
定
電
話
通
話
再
開 

・
応
急
仮
設
住
宅
建
設
着
工 

山
田
町
の
動
き 

1
日 

2
日 

4
日 

5
日 

7
日 

11
日 

  16
日 

 18
日 

19
日 

20
日 

11
日 

    13
日 

 14
日 

    26
日 

 30
日 

日 

・
先
遣
隊
派
遣
開
始
（
～
5
月
8
日
） 

・
第
1
次
先
遣
隊
が
山
田
町
入
り 

・
事
務
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
金
募
集 

・
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
募
集 

・「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
緊
急
集
会
・
み
え
」
開
催 

・
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
み
え
宣
言 

・
事
務
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
象 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
集
会
」
実
施 

・
事
務
局
職
員
募
集 

・
ボ
ラ
パ
ッ
クⅠ
募
集
開
始 

・「
み
え
ボ
ラ
新
聞
」
第
1
号
発
行 

（
～
平
成
24
年
10
月
12
日
・
全
10
号
） 

・
み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
幹
事
会
（
臨
時
） 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
仮
）
で
の
情
報
発
信
開
始 

   

・
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
注
意
喚
起 

・
物
資
支
援
に
つ
い
て
注
意
喚
起 

・
み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
決
定 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
正
式
運
営
開
始 

   

・
事
務
局
を
ア
ス
ト
津
3
階
み
え
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
内 

に

設
置 

・
先
遣
隊
派
遣
先
を
山
田
町
他
に
決
定 

み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
動
き 

 

※年表内の略語一覧 

[ＶＣ] ボランティアセンター 

[ＶＰⅠ] みえ発！ボラパックⅠ 

[ＶＰⅡ] みえ発！ボラパックⅡ 

[つくり隊！] みえで仲間をつくり隊！ 

[社協] 社会福祉協議会 

私たちにできることを考える緊急集会・みえ  第 1次先遣隊の燃料車両 

3月 12日 山田町中央町 

4月 23日 山田町災害ＶＣ 

4月 23日 山田町災害ＶＣ 
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※幹事団体の 1 つ（特定非営利活動法人みえ防災市民会議議長 山本康史）については、他頁の挨拶等にかえさせていただきました。 

2011 年（平成 23 年） 年 

4 月 3 月 月 

1
日 

    12
日 

    22
日 

   29
日 

11
日 

   12
日 

  14
日 

  20
日 

   30
日 

日 

・
政
府
が
「
東
日
本
大
震
災
」
と
命
名 

・
小
学
5
・
6
年
生
の
英
語
活
動
必
修
化 

   

・
原
子
力
安
全
・
保
安
院
が
福
島
第
一
原
発

事
故
を
「
レ
ベ
ル
7
」
に
認
定 

   

・
福
島
第1

原
発
の
半
径
20
キ
ロ
圏
を
警
戒

区
域
に
設
定 

  

・
東
北
新
幹
線
全
線
運
転
再
開 

・
14
時
46
分
頃 

三
陸
沖
を
震
源
に
国
内 

観
測
史
上
最
大
の
Ｍ
9.0
の
地
震
発
生 

・
15
時
14
分 

日
本
政
府
史
上
初
の
緊
急 

災
害
対
策
本
部
設
置 

・
福
島
第
一
原
発
1
号
機
水
素
爆
発 

・
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
発
出 

・
九
州
新
幹
線
全
線
開
通 

・
福
島
第
一
原
発
3
号
機
水
素
爆
発 

・
東
京
電
力
が
輪
番
停
電
（
通
称
：
計
画
停

電
）
実
施
開
始 

・
被
災
者
生
活
支
援
特
別
対
策
本
部
活
動
開

始 

  

・
東
京
電
力
が
福
島
第
一
原
発
1
～
4
号 

機
の
廃
炉
を
表
明 

日
本
全
体
の
動
き 

 

    9
日 

  14
日 

   26
日 

   11
日 

     16
日 

19
日 

23
日 

24
日 

28
日 

日 

    

・
山
田
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運

営
開
始 

 

・
ジ
ョ
イ
ス
（
ス
ー
パ
ー
）
移
動
販
売
開
始 

   

・
船
越
小
学
校
が
青
少
年
の
家
で
入
学
式 

・
び
は
ん
（
ス
ー
パ
ー
）
旧
山
田
病
院
店
オ

ー
プ
ン
（
～
平
成
24
年
8
月
30
日
） 

・
災
害
対
策
本
部
会
議
発
足 

     

・
宮
古
市
よ
り
南
向
け
に
順
次
通
電
再
開 

・
岩
手
県
北
路
線
バ
ス
運
行
開
始 

・
国
道
45
号
線
開
通 

・
固
定
電
話
開
通
開
始 

・
応
急
仮
設
住
宅
建
設
着
工 

山
田
町
の
動
き 

1
日 

5
日 

 7
日 

 11
日 

  16
日 

19
日 

20
日 

24
日 

28
日 

    12
日 

  14
日 

   26
日 

日 

・
先
遣
隊
派
遣
開
始
（
～
5
月
8
日
） 

・
活
動
支
援
金
募
集
開
始 

・
事
務
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
開
始 

・
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
募
集
開
始 

 

・
「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
緊
急
集
会
・
み
え
」

開
催 

・
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
み
え
宣
言 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
集
会
実
施
（
事
務
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
象
） 

・
ボ
ラ
パ
ッ
クⅠ

募
集
開
始 

・
み
え
ボ
ラ
新
聞
発
行
開
始 

・
ボ
ラ
パ
ッ
クⅠ

事
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
始 

・
ボ
ラ
パ
ッ
クⅠ

運
行
開
始
（
～
11
月
19
日
） 

 

※
第
1
便
は
県
庁
に
て
出
発
式
実
施 

    

・
み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
準
備
会
立
ち
上

げ 

 

・
み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
決
定 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
開
始 

  

・
事
務
局
を
ア
ス
ト
津
3
階
へ
設
営 

み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
動
き 

 

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
大
規
模
災
害
時
に
支

援
セ
ン
タ
ー
が
立
ち
上
が
る
仕
組
み
が
創
設
さ
れ
て
か

ら
、
一
番
大
き
な
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
、
活
動
を

振
り
返
る
と
、
官
民
共
同
体
で
組
織
す
る
利
点
と
難
点
が

見
え
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
利
点
と
し
て
は
、
予
算

が
確
保
で
き
息
の
長
い
活
動
に
繋
が
っ
た
こ
と
、
逆
に
難

点
と
し
ま
し
て
は
、
意
思
決
定
に
関
し
て
各
幹
事
団
体
の

許
可
に
時
間
を
要
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
主
に
感
じ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
各
幹
事
団
体
の
規
模
や
性
格
が
違
う

た
め
、
あ
る
程
度
の
時
間
は
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

今
後
、
即
決
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
想
定
し
た
組
織
づ
く

り
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。 

ま
た
三
重
県
で
も
大
き
な
被
害
が
出
る
で
あ
ろ
う
三
連

動
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
活
動
は
今
回
と
は
全
く
違
っ

た
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。
前
述
し
た
組
織
づ
く
り
は
も

ち
ろ
ん
、
発
生
を
想
定
し
た
具
体
的
な
活
動
内
容
の
検
討

や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
、
こ
れ
か
ら
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

社
会
福
祉
法
人 

三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会 

総
務
企
画
部 

主
事 

関
根
正
樹 

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
と
き
は
、
当
法
人
は
参
画

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
み
え
県
民
交
流
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
を
受
託
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
前

任
者
か
ら
引
き
継
い
だ
形
と
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
当
法

人
に
お
け
る
幹
事
団
体
へ
の
関
わ
り
が
ど
の
よ
う
な
形
で

あ
る
べ
き
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
形
で
参
画
す
る
べ
き
か
、

あ
や
ふ
や
な
状
況
で
整
理
も
で
き
な
い
ま
ま
最
後
を
迎
え

る
に
至
り
ま
し
た
。 

 

当
法
人
は
、
県
内
各
地
の
中
間
支
援
団
体
が
集
ま
っ
て

構
成
し
て
い
ま
す
が
、
幹
事
団
体
へ
の
関
わ
り
は
、
同
セ

ン
タ
ー
事
務
局
の
場
所
貸
し
に
協
力
し
て
い
る
指
定
管
理

者
と
し
て
の
立
場
で
し
た
。
中
間
支
援
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
組
織
と
し
て
ど
の
よ
う
に
参
画
す
べ
き
か
は
、
今
後

の
検
討
課
題
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

み
え
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー 

代
表
理
事 

松
井
真
理
子 

現
在
、
日
本
赤
十
字
社
三
重
県
支
部
で
は
、
今
後
発

生
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
大
規
模
地
震
に
備
え
て
、

災
害
救
護
体
制
の
整
備
・
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
当

面
の
課
題
で
あ
り
ま
す
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

に
努
め
て
お
り
ま
す
。
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
役
割

を
担
え
る
よ
う
な
活
発
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
東
日

本
大
震
災
発
生
時
よ
り
設
置
さ
れ
、
ボ
ラ
パ
ッ
ク
等
の

被
災
地
支
援
、
県
内
避
難
者
へ
の
支
援
活
動
等
多
く
の

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
被
災
者
へ
の
継

続
的
な
支
援
は
必
要
で
あ
り
、
日
本
赤
十
字
社
三
重
県

支
部
で
は
、
幹
事
団
体
の
一
員
と
し
て
、
今
後
ど
の
よ

う
に
協
力
し
、
い
か
に
関
わ
っ
て
い
く
か
課
題
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。 

 

日
本
赤
十
字
社
三
重
県
支
部 

事
業
推
進
課 

係
長 

神
田
裕
司 

阪
神
淡
路
大
震
災
以
来
、
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
が
全
国
的
に
注
目
さ
れ
、
そ
れ
は
特
定
非
営
利

活
動
促
進
法
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）
と
い
う
成
果
を
生
み
出
し

ま
し
た
。
そ
し
て
一
昨
年
、
東
北
地
方
東
部
に
多
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
へ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
は
、
今
も
な
お
広
範
囲
に
、
継
続
的
に
、
多

面
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
世
間
で
は
“
自
助
、

共
助
、
公
助
”
と
い
う
言
葉
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
が
、

あ
え
て
い
う
な
ら
震
災
復
興
の
基
本
は
や
は
り
国
や

自
治
体
等
行
政
に
よ
る
公
助
が
担
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
公
助
で
対
応
し
き
れ
な
い
部
分
に

関
わ
る
、
時
に
は
行
政
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
取
り

組
む
こ
と
が
そ
の
役
割
と
思
い
ま
す
。 

 

と
は
い
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
息
長
く
、
楽
し

く
、
無
理
の
な
い
よ
う
、
自
分
の
思
い
を
発
散
さ
せ
つ

つ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

 

三
重
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会 

防
災
部
会
長 

横
山
立
夫 

み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
幹
事
団
体
の
担
当
者
と
し
て
セ
ン
タ
ー
の

運
営
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
最
初
は
他
の
幹
事
団
体
の
み
な
さ
ん
の
熱
意
に

圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り
で
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
月
に
1
度
の
幹
事
会
は
、
支
援
・
交
流

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
、
他
の
幹
事
団
体
の
み
な
さ
ん
と
意
見
を
交
わ
せ
る
大
変

貴
重
で
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。 

 

本
県
に
お
い
て
も
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
発
生
す
る
大
規
模
な
地
震
に
よ
る
大
き
な
被
害

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
時
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
が
被
災
者
・
被
災
地
の
大

き
な
力
と
な
り
ま
す
が
、
県
内
で
活
動
す
る
関
係
団
体
が
平
常
時
か
ら
連
携
し
て
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
し
て
お
く
こ
と
が
、
活
動
を
迅
速
か
つ
効
果
的
に
行
う
た
め
に
は
不
可
欠
で

す
。
今
後
も
更
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
活
発
に
展
開
し
て
い
く
よ
う
、
み
な
さ
ん
と

と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

三
重
県
防
災
対
策
部 

防
災
企
画
・
地
域
支
援
課 

地
域
支
援
班 

主
査 

西
口
智
也  

今
年
の

4
月
か
ら
幹
事
団
体
の
担
当
と

し
て
セ
ン
タ
ー
運
営
に
か
か
わ
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
三
重
か
ら
遠
く
離
れ
た
岩

手
県
山
田
町
へ
の
支
援
、
三
重
県
に
避
難
し

て
こ
ら
れ
た
方
へ
の
支
援
、
こ
れ
か
ら
三
重

県
で
起
こ
り
う
る
災
害
に
備
え
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
り
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幹
事
団
体
が
で

き
る
事
や
得
意
分
野
を
出
し
合
い
よ
り
良

い
支
援
が
で
き
る
よ
う
考
え
て
き
ま
し
た
。

月
に
1
回
開
催
さ
れ
る
幹
事
会
が
官
民
協

働
で
、
お
互
い
が
対
等
な
立
場
で
意
見
を
言

え
る
場
で
あ
っ
た
こ
と
は
と
て
も
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
様
々
な
経
験
・
視
点
か
ら

出
さ
れ
る
意
見
は
、
勉
強
に
な
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。 

今
後
、
三
重
県
で
も
大
き
な
災
害
が
発
生

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
明
日

災
害
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
の
危
機

感
を
持
っ
て
話
し
合
い
を
続
け
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

三
重
県
健
康
福
祉
部 

地
域
福
祉
課 

福
祉
・
援
護
班 

主
事 

小
林
菜
穂
子 

平
成

25
年
度
の
三
重
県
総
合
防
災
訓

練
に
幹
事
団
体
の
一
員
と
し
て
初
め
て

参
加
し
た
際
、
み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
や
運
営
の

難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。 

東
日
本
大
震
災
で
は
、
発
災
か
ら
3
日

後
に
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
の
情

報
収
集
や
活
動
準
備
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
迅
速
な
対
応
は
、
平
時
か

ら
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
や
訓
練
の
実

施
に
よ
っ
て
、
機
能
的
な
組
織
を
作
り
上

げ
た
、
発
足
以
降
の
幹
事
団
体
の
皆
さ
ん

に
よ
る
努
力
の
賜
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
バ
ス
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

派
遣
で
は
、
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が

災
害
時
の
支
援
活
動
を
実
践
し
、
力
量
を

高
め
る
貴
重
な
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
が
今
後

の
市
民
活
動
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。 

  

三
重
県
環
境
生
活
部 

男
女
共
同
参
画
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
課 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
班 

 

主
幹 

大
谷
英
生 
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平
成
23
年
4
月
、
「
何
か
で
き
る
こ
と

を
」
と
思
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
を
探

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

発
見
し
、
気
付
け
ば
5
月
か
ら
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。 

何
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
入
局
し
、
次
々

に
出
発
す
る
ボ
ラ
パ
ッ
ク
や
日
々
変
化
す

る
状
況
に
試
行
錯
誤
の
毎
日
で
し
た
が
、

多
く
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て
今
日
ま
で

や
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
で

す
。
た
だ
一
つ
、
激
務
の
末
、
ス
タ
ッ
フ

が
パ
タ
パ
タ
と
倒
れ
て
い
く
中
、
自
分
一

人
だ
け
ず
っ
と
元
気
で
い
る
こ
と
が
謎
で

し
た
が
…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
ス
タ
ッ
フ
も

健
康
と
安
全
が
第
一
で
す
。 

 

対
策
班
と
し
て
、
山
田
町
や
三
重
県
に

避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
の
想
い
、
そ
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
想
い
を
ど
れ
だ

け
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
本
当
に
多
く
の
方
々
と
の
出
会
い

が
あ
り
、
沢
山
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
ま
ず
自
分
の
足
元

を
固
め
つ
つ
、
皆
さ
ま
と
の
繋
が
り
を
大

切
に
、
引
き
続
き
何
ら
か
の
形
で
寄
り
添

っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ま
た
ど
こ
か
で
お
会
い
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
！ 

 

対
策
班
長 
 

森
本
佳
奈 

 
(

平
成
23
年
5
月
1
日
～
） 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
や
知
識
も
無

く
、
こ
の
身
一
つ
で
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
参

加
し
た
ボ
ラ
パ
ッ
ク
で
、
一
人
で
は
微
力
で
も

仲
間
の
思
い
が
重
な
れ
ば
逞
し
い
原
動
力
に

な
る
こ
と
、
遠
方
か
ら
訪
れ
て
活
動
す
る
意
義

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
ス
タ
ッ
フ
へ
と
立
場

が
変
わ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
限
界
と
ス
タ
ッ

フ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
な
が
ら
も
葛
藤

し
、
ひ
た
す
ら
山
田
町
と
三
重
を
往
復
す
る

日
々
で
し
た
。
力
不
足
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
ば
か
り
で
し
た
が
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
の
熱
意
に
刺
激
さ
れ
、
山
田
町
の
方
々
の

温
か
さ
と
強
さ
に
触
れ
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

に
助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
長
く
携
わ
ら
せ

て
も
ら
え
た
こ
と
を
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

皮
肉
に
も
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
素
晴
ら

し
い
出
逢
い
に
恵
ま
れ
、
『
感
謝
』
の
本
当
の

意
味
を
教
え
て
も
ら
っ
た
二
年
半
。
山
田
町
の

魅
力
に
夢
中
に
な
る
ほ
ど
に
、
故
郷
を
想
う
こ

と
の
大
切
さ
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
い
た
だ

い
た
も
の
ば
か
り
で
す
が
、
こ
の
き
っ
か
け
を

今
後
も
余
す
こ
と
な
く
繋
い
で
い
け
る
よ
う

に
、
胸
に
積
も
っ
た
た
く
さ
ん
の
「
笑
顔
」
と

「
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
」
を
時
間
を
か
け
て

着
実
に
返
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

み
え
ボ
ラ
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
お
一

人
お
一
人
に
心
の
底
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

業
務
補
助 

 

松
岡
佑
美 

(

平
成
23
年
8
月
16
日
～
／ 

ボ
ラ
パ
ッ
ク
第
5
・ 

15
・
16
便
） 

 
 

あ
の
日
か
ら
1
年
4
ヶ
月
が
経
っ
た
平

成
24
年
7
月
、
み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
セ
ン
タ
ー
に
入
局
し
ま
し
た
。
最
も
在

籍
期
間
の
短
い
ス
タ
ッ
フ
で
す
。
既
に
ボ
ラ

パ
ッ
ク
は
山
田
町
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
、
「
み
え
で
仲
間
を
つ
く
り

隊
！
」
は
多
く
の
交
流
会
を
実
施
し
て
お
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
先
輩
方
が
築
い
て
こ

ら
れ
た
事
務
局
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
す
ん

な
り
と
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

「
少
し
で
も
何
か
で
き
れ
ば
…
」
と
の
想

い
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

ス
タ
ッ
フ
に
な
る
こ
と
で
そ
の
想
い
が
変

わ
る
の
で
は
…
と
い
う
懸
念
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
は
杞
憂
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
以

上
に
多
く
の
方
が
温
か
く
接
し
て
く
だ
さ

り
、
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
震
災
が

な
け
れ
ば
お
そ
ら
く
出
会
う
こ
と
の
な
か

っ
た
方
々
で
す
が
、
そ
の
方
々
の
存
在
は
私

自
身
の
大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
ま

で
続
け
る
事
が
で
き
た
要
因
で
す
。 

支
援
セ
ン
タ
ー
と
い
う
基
盤
を
失
う
こ

と
で
、
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
形
で
か
か
わ
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
今
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
で
す
が
、
ま
ず
は
こ
れ
ま
で
出
来
な
か

っ
た
こ
と
、
山
田
町
で
お
酒
を
飲
み
た
い
で

す
ね
。 

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!! 

 

業
務
補
助 

 

谷
畑
哲
男 

(

平
成
24
年
7
月
10
日
～
／ 

ボ
ラ
パ
ッ
ク
第
7
・
23
・
32
便
、 

Ⅱ

第
3
・
4
便
）  

 

み
え
ボ
ラ
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

震
災
の
年
の
8
月
か
ら
勤
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

震
災
で
多
く
を
失
い
、
た
ま
た
ま
運

良
く
生
き
延
び
た
私
が
、
山
田
町
と
は

遙
か
遠
く
の
三
重
県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
団
体
に
勤
め
る
よ
う
に
な
る
と
は

不
思
議
な
も
の
を
感
じ
ま
す
。 

被
災
地
を
支
援
す
る
側
と
支
援
を
受

け
る
側
と
の
両
方
の
立
場
で
あ
る
事

は
、
気
持
ち
の
置
き
所
に
戸
惑
う
事
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ボ
ラ

パ
ッ
ク
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く
れ

た
沢
山
の
方
々
と
間
近
に
接
す
る
こ
と

は
、
支
援
い
た
だ
い
た
山
田
の
人
達
の

み
な
ら
ず
、
私
に
と
っ
て
も
良
い
方
向

へ
気
持
ち
が
導
か
れ
て
来
た
と
思
い
ま

す
。 み

え
ボ
ラ
活
動
期
間
中
、
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
三
重
県
と
山
田
町
と
の
間
で
、

私
が
ど
れ
だ
け
お
手
伝
い
で
き
た
か
心

も
と
あ
り
ま
せ
ん
が
、
わ
ず
か
で
も
皆

さ
ん
の
役
に
立
っ
て
い
た
の
な
ら
ば
、

と
て
も
嬉
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
み
え
ボ
ラ
に
係
わ
る
全
て
の
方
々

に
感
謝
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

業
務
補
助(

現
地
班)  

佐
藤
辰
也 

(

平
成
23
年
8
月
1
日
～
）   

被
災
地
に
い
な
が
ら
、
罹
災
し
て
い

な
い
私
を
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
迎

え
て
い
た
だ
い
て
か
ら
2
年
3
か
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
最
初
は
何
を
し
た
ら

い
い
の
か
も
わ
か
ら
な
い
、
ま
さ
に
手

探
り
の
状
態
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
み

え
ボ
ラ
の
み
な
さ
ん
、
活
動
の
中
で
出

会
う
方
々
に
多
く
の
元
気
と
勇
気
、
あ

た
た
か
い
言
葉
を
い
た
だ
く
中
で
、
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
探
し
な
が
ら
、
今

日
ま
で
務
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

自
分
が
ど
れ
ほ
ど
の
こ
と
を
為
せ
た

の
か
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
ほ
ど
の
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
み
え
ボ

ラ
が
残
し
て
く
れ
た
も
の
、
事
務
局
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
過
ご
し
た
時
間
を
無
駄

に
し
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
「
笑
顔
」
に
出
会
え

る
よ
う
に
、
何
ら
か
の
形
で
「
支
援
活

動
」
に
か
か
わ
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
復
興
へ
の
道
の
り
は
遠

く
、
厳
し
い
も
の
と
な
る
の
で
し
ょ
う

が
、
山
田
町
と
、
私
自
身
に
前
に
進
む

力
を
く
れ
た
、
出
会
っ
て
い
た
だ
い
た

す
べ
て
の
人
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

業
務
補
助(

現
地
班)  

外
舘
こ
ず
え

(

平
成
23
年
9
月
7
日
～
） 



資 20 

 

みえボ

ラスタッフ一同 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
務

局
と
い
っ
て
も
何
を
行
え
ば
良
い
の
か
手

探
り
の
中
、
必
要
な
事
を
自
ら
考
え
実
行
し

て
く
れ
る
メ
ン
バ
ー
が
揃
っ
た
こ
と
は
本

当
に
幸
運
で
し
た
。 

 

誰
も
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
山
田
町
で
足

場
を
作
っ
て
く
れ
た
先
遣
隊
の
み
な
さ
ん
、

１０００

km
離
れ
た
現
場
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
毎

週
送
り
込
む
と
い
う
前
代
未
聞
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
実
現
し
て
く
れ
た
三
重
ス
タ
ッ
フ

や
事
務
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
、
山

田
町
の
中
を
走
り
回
っ
て
信
頼
関
係
を
つ

な
い
で
く
れ
た
現
地
ス
タ
ッ
フ
や
二
瓶
さ

ん
、
そ
の
全
て
を
と
り
ま
と
め
て
く
れ
た
事

務
局
長
。
関
わ
っ
て
く
れ
た
全
て
の
ス
タ
ッ

フ
が
誰
ひ
と
り
欠
け
て
も
今
回
の
取
り
組

み
は
為
し
得
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。 

 

特
に
、（
途
中
入
れ
替
わ
り
を
含
め
）
11
名

の
方
の
み
に
有
給
職
員
と
し
て
関
わ
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
事
業
を
行
う
上

で
最
も
大
変
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た

の
が
、
こ
の
有
給
職
員
の
み
な
さ
ん
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
有
給

職
員
と
し
て
関
わ
る
こ
と
に
葛
藤
が
た
く

さ
ん
あ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
み
な
さ

ん
が
い
て
く
れ
た
こ
と
で
こ
れ
だ
け
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
の
び
の
び
と
、
山
田
町

の
方
々
と
共
に
活
動
で
き
た
の
で
す
。
み
な

さ
ん
が
ま
さ
に
「
土
台
」
と
な
っ
て
く
れ
た

か
ら
こ
そ
の
セ
ン
タ
ー
で
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
！ 

セ
ン
タ
ー
長 

 

山
本
康
史 

（
平
成
23
年
3
月
14
日
～
） 

県
を
退
職
し
た
そ
の
年
に
発
生
し
た
大
規

模
災
害
に
、
到
底
他
人
事
に
は
思
え
ず
「
自

分
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
何
か
し
た
い
。
」

と
考
え
て
い
た
と
き
事
務
局
長
就
任
の
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
た
め
の
経
費
を
「
県
が
一

部
負
担
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
」
と
い
う
こ

と
も
聞
き
、
こ
れ
で
す
ぐ
さ
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
支
援
の
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
る
。
事
務

局
体
制
を
整
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
官
民
協

働
の
支
援
セ
ン
タ
ー
に
か
け
る
行
政
の
決
断

に
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。 

と
は
い
え
限
ら
れ
た
経
費
の
な
か
で
、
私

自
身
を
含
め
セ
ン
タ
ー
長
と
局
長
補
佐
の
伊

佐
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ま
ま
入
局
し

て
、
早
速
事
務
局
体
制
の
整
備
に
取
り
か
か

り
ま
し
た
。「
み
え
」
の
事
務
局
5
名
は
と
も

か
く
と
し
て
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
と
人

選
、
業
務
環
境
の
整
備
に
は
た
い
へ
ん
苦
労

し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
今
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
幸
運
と
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た
。
当
初
は
1
名
、
の
ち
2
名
の
現
地
ス

タ
ッ
フ
雇
用
、
そ
の
た
め
に
山
田
町
の
商
工

会
や
観
光
協
会
か
ら
得
ら
れ
た
協
力
が
大
き

な
力
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
ス

タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
の
や
る
気
と
能
力
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
事
務
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
が
あ
っ
て
、
よ
り
大
き
く
花
開
く

こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
「
ひ
と
」

こ
そ
が
「
ち
か
ら
」
で
あ
る
こ
と
を
、
今
振

り
返
っ
て
し
み
じ
み
と
思
い
ま
す
。 

事
務
局
長 

 

若
林
千
枝
子 

(

平
成
23
年
5
月
1
日
～) 

 

平
成
23
年
3
月
11
日
。
地
域
活
動

の
予
定
が
夜
だ
っ
た
の
で
、
た
ま
た

ま
自
宅
に
い
た
所
変
な
体
感
が
あ

り
、
テ
レ
ビ
を
点
け
た
ら
思
い
も
よ

ら
ぬ
映
像
が
映
さ
れ
て
お
り
、
唖
然

と
し
て
い
た
ら
、
臨
時
会
の
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。
津
に
向
か
う
途
中
あ

ち
ら
こ
ち
ら
に
、
警
察
の
方
々
が
立

っ
て
お
ら
れ
、
物
々
し
い
雰
囲
気
の

中
運
転
し
て
い
て
、
母
子
家
庭
だ
っ

た
頃
、
伊
勢
湾
台
風
で
被
害
を
受
け
、

あ
の
時
一
筋
の
明
か
り
に
ホ
ッ
と

し
、
「
大
丈
夫
で
す
か
？
」
の
一
声
に

安
堵
し
た
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

微
力
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
が
あ

れ
ば
何
で
も
と
、
事
務
局
で
お
手
伝

い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ
れ
た
大
勢
の

方
の
温
か
い
思
い
や
り
と
行
動
力
に

は
、
本
当
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
し

た
。 特

に
若
い
方
々
は
学
校
、
お
仕
事

で
時
間
の
制
約
が
あ
る
中
よ
く
ぞ
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
セ

ン
タ
ー
長
、
事
務
局
長
、
事
務
局
ス

タ
ッ
フ
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

も
素
晴
ら
し
い
能
力
を
発
揮
さ
れ
、

ど
こ
に
こ
ん
な
気
力
が
あ
る
の
か
と

感
心
い
た
し
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

事
務
局
長
補
佐 

伊
佐
彰
代 

(

平
成
23
年
5
月
1
日
～
）  

一
昨
年
の
6
月
、
陸
前
高
田
市
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
そ
の
一
員

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
視

た
光
景
は
あ
ま
り
に
も
無
惨
で
、
絶

対
に
あ
っ
て
い
い
筈
の
な
い
光
景
で

し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
時
の
思
い
を

契
機
に
、
結
果
と
し
て
、
当
セ
ン
タ

ー
で
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

セ
ン
タ
ー
事
業
を
円
滑
に
運
営
す

る
為
に
は
、
関
係
機
関
と
の
さ
ま
ざ

ま
な
丁
寧
な
協
議
等
が
必
要
で
す
。

日
々
の
業
務
で
こ
れ
ま
で
、
そ
の
使

命
を
遂
行
で
き
た
の
も
、
セ
ン
タ
ー

に
集
う
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・

ご
協
力
及
び
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
結
果

が
こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
で
は
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

現
代
社
会
、
な
か
な
か
安
心
し
て

暮
ら
せ
ま
せ
ん
。
台
風
・
地
震
等
の

自
然
界
の
怒
り
が
時
に
人
間
に
鋭
く

向
け
ら
れ
、
私
た
ち
を
不
安
に
駆
り

た
て
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な

時
で
も
人
は
支
え
合
え
ま
す
。
「
人
は

共
に
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
ど
の
よ
う

な
困
難
で
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
」
と

い
う
こ
と
を
セ
ン
タ
ー
に
て
、
体
感

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
セ
ン
タ

ー
に
集
う
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

総
務
班
長 

 

番
家
康
文 

（
平
成
23
年
7
月
6
日
～
）  

私
は
事
務
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
有

償
ス
タ
ッ
フ
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
事

務
局
体
制
と
な
っ
た
平
成
23
年
5
月

は
ち
ょ
う
ど
、
そ
れ
ま
で
事
務
局
運
営

を
担
っ
て
頂
い
て
い
た
方
々
が
日
常
へ

と
戻
っ
て
い
く
頃
で
、
余
裕
も
な
い
ま

ま
次
々
と
ボ
ラ
パ
ッ
ク
の
説
明
会
→
出

発
→
帰
着
を
こ
な
さ
な
く
て
は
な
ら

ず
、
残
業
も
休
日
返
上
も
な
ん
の
そ
の
、

気
が
つ
け
ば
森
本
さ
ん
と
二
人
、
朝
の

9
時
か
ら
夜
の
10
時
ま
で
差
し
入
れ

の
根
昆
布
し
か
齧
っ
て
い
な
か
っ
た
…

な
ん
て
こ
と
も
今
で
は
笑
い
話
で
す
。 

家
庭
の
事
情
か
ら
な
か
な
か
山
田
町

へ
赴
く
こ
と
が
で
き
な
い
私
は
、
現
地

の
空
気
感
等
を
掴
む
の
が
難
し
く
、
時

に
は
厳
し
い
お
言
葉
も
頂
き
な
が
ら
、

ま
た
時
に
は
家
庭
崩
壊
の
危
機
を
乗
り

越
え
な
が
ら
、
自
分
自
身
が
も
ど
か
し

さ
か
ら
心
折
れ
そ
う
に
な
る
時
も
あ
り

ま
し
た
が
、
信
頼
で
き
る
仲
間
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
出
会
い
に
よ

り
、
山
田
町
に
行
く
こ
と
は
お
任
せ
し

て
、「
み
え
ボ
ラ
の
㊥
の
人
」
と
し
て
で

き
る
こ
と
を
探
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。 

情
報
班
と
し
て
、
情
報
の
収
集
、
整

理
と
共
有
、
発
信
な
ど
、
力
不
足
も
甚

だ
し
か
っ
た
私
で
す
が
、
多
く
の
出
会

い
に
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

情
報
班
長 

 

山
畑
直
子 

(

平
成
23
年
5
月
1
日
～
） 
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■ 

山
田
町
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

め
っ
き
り
冬
ら
し
く
な
り
、
つ
い
先
日
ま
で
の
山
田
町
の
短
い
夏
が
遠
い
事
の
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

と
い
う
言
葉
か
ら
も
お
気
付
き
の
こ
と
で
し
ょ

う
が
、
人
の
記
憶
と
は
不
確
か
な
も
の
で
す
。
2
年
半
前
の
大
災
害
も
多
く
の
方
に
は

遠
い
昔
の
こ
と
と
し
て
片
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど

の
話
題
で
被
災
地
が
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
が
、
現
場
を
あ
ず
か
る
者
と
し
て
懸
念
さ
れ

ま
す
。
実
は
3
年
目
が
多
く
の
問
題
が
顕
在
化
す
る
時
期
な
の
で
す
。
私
は
こ
の
一
年

が
被
災
地
に
と
っ
て
一
番
重
要
な
年
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

震
災
後
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
押
し
寄
せ
、
津
波
が
引
く
よ
う
に
い
な
く
な
り

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
方
に
は
、

継
続
し
て
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
記
録
誌
を
見
れ
ば
セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容
は

一
目
瞭
然
で
あ
り
、
す
ば
ら
し
い
活
躍
が
多
く
の
町
民
に
も
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。 

み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
は
平
成
25
年
12
月
で
活
動
終
了
と
い
う
こ

と
で
、
発
災
か
ら
こ
れ
ま
で
の
支
援
活
動
に
対
し
、
町
民
を
代
表
し
て
心
か
ら
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

今
回
、
生
ま
れ
た
縁
を
大
切
に
し
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
交
流
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。 

復
旧
、
復
興
は
町
内
い
た
る
と
こ
ろ
で
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
国
民
の
皆
様
の
大
切

な
税
金
を
使
っ
て
の
工
事
で
す
。
す
こ
し
た
り
と
も
無
駄
な
事
業
を
し
な
い
よ
う
、
次

世
代
に
重
荷
に
な
ら
な
い
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
づ
く
り
が
目
標
で
す
。 

そ
し
て
二
度
と
津
波
で
命
を
落
と
さ
な
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
町
民
一
同
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
今
後
と
も
山
田
町
の
こ
と
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

  

平
成 

25
年 

12
月 

吉
日 

山
田
町
長 

 

佐 

藤 

信 

逸  

■ 

三
重
県
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
未
曾
有
の
大
災
害
か
ら
3
年
近
く
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
改
め
ま
し
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
発
災
か
ら
3
日
後
に
立
ち
上
げ
て
以

来
、
幹
事
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
活
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。 

 

岩
手
県
山
田
町
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
バ
ス
で
派
遣
す
る
「
み
え
発
！
ボ
ラ
パ
ッ
ク
」

は
、
震
災
か
ら
1
か
月
後
の
平
成
23
年
4
月
に
第
1
便
を
運
行
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
後
、
支
援
の
内
容
を
変
え
な
が
ら
2
年
半
に
わ
た
り
継
続
し
、
計
72
便
、
延
べ

1,290
名

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

全
国
で
も
数
少
な
い
、
長
期
的
な
支
援
活
動
が
で
き
た
の
は
、
セ
ン
タ
ー
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
三
重
県
へ
避
難
さ
れ
た
方
々
に
対
し
て
は
、
笑
顔
と

元
気
を
取
り
も
ど
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
県
民
や
避
難
者
の
皆
さ
ん
同
士
で
交
流
し

て
い
た
だ
く
、
「
み
え
で
仲
間
を
つ
く
り
隊
」
な
ど
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
活
動
は
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
思
い
の
結
集
で
あ
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

現
地
は
ま
だ
ま
だ
復
興
半
ば
で
す
。
築
か
れ
た
絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
県
と
し
て

引
き
続
き
支
援
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
支
援
活
動
か
ら
得
た
経
験
や
教
訓

を
三
重
県
に
お
い
て
も
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

平
成 

25
年 

12
月 

吉
日 

 
 

三
重
県
知
事 

鈴 

木 

英 

敬 
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私
が
最
初
に
発
し
た
言
葉
は
、「
何
で
？
10
数
時
間
も
か
け
て

み
ち
の
く
の
又
み
ち
の
お
く
の
山
田
ま
で
…
」
。
帰
っ
て
き
た
ご

返
答
は
「
被
災
地
の
一
番
遠
い
と
こ
ろ
を
支
援
す
る
こ
と
に
決

め
た
の
で
す
。
」
と
の
力
強
い
言
葉
で
し
た
。 

発
災
か
ら
2
年
8
ヶ
月
が
経
ち
ま
す
が
、
み
え
の
皆
様
は
、

10
数
時
間
か
け
て
お
い
で
頂
き
、
本
年
9
月
ま
で
ボ
ラ
バ
ス
71

便
約

1300
名
、
地
元
の
人
間
に
と
り
ま
し
て
は
、
何
よ
り
も
皆
様

の
愛
と
笑
顔
が
生
き
る
勇
気
と
力
の
源
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

日
々
、
気
持
ち
が
落
ち
込
み
心
が
折
れ
そ
う
な
と
き
な
ど
、
み

え
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
と
オ
レ
ン
ジ
色
の
ビ
ブ
ス
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
か
ら
の
声
掛
け
が
心
の
支
え
と
な
り
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
の
心
を
込
め
て
感
謝
、
感
謝
」
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
感
謝
で
き
る
こ
と
、
お
話
で
き
る
こ
と
が
生

き
長
ら
え
て
い
る
証
と
捉
え
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
経
験
の

な
い
こ
と
と
は
言
い
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
お
い
て
皆

様
方
に
は
大
変
失
礼
な
言
動
や
行
動
が
多
々
あ
っ
た
も
の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
心
か
ら
お
詫
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
、
プ
レ
ハ
ブ
の
仮
設
住
宅
で
も
半
年
間
寒
さ
と
雪

と
の
戦
い
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
い
つ
も
そ
う
で
す
が
、
春
の
来

る
の
が
待
ち
遠
し
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。
ど
う
か
、
三
重
県
の

皆
様
そ
し
て
み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
康
に
留
意
な
さ
れ
、
ま

す
ま
す
の
活
躍
を
願
い
つ
つ
お
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。  

 

平
成 

25
年 

11
月 

吉
日  

山
田
町
社
協 

 
 

 
 

 
 

 

復
興
支
え
愛
セ
ン
タ
ー
長 

社
会
福
祉
法
人 

 
 

 
 

 
 

山
田
町
社
会
福
祉
協
議
会 

事
務
局
長 

福
士 

豊 

 

 
 

三
重
の
皆
様
、
長
い
間
ご
支
援
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

23
年
4
月
の
先
遣
隊
7
名
を
皮
切
り
に
、
4
月

28
日
の
「
ボ
ラ
パ
ッ
ク
」
20
名
の
第
1
便
の
皆
様

を
始
め
現
在
ま
で
千
名
を
超
え
る
多
く
の
方
々
、
そ

し
て
9
才
か
ら
81
才
ま
で
幅
広
い
年
令
と
何
回
も

く
り
か
え
し
山
田
を
訪
れ
る
方
も
お
り
ま
し
た
。

又
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容
も
文
化
的
な
事
や
、
ス

ポ
ー
ツ
そ
し
て
ガ
レ
キ
撤
去
等
と
山
田
町
民
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
す
ば
ら
し
い
内

容
で
し
た
。
ま
さ
に
「
み
え
ボ
ラ
」
は
一
般
市
民
を

中
心
と
し
て
、
三
重
県
知
事
様
を
始
め
各
種
団
体
の

大
同
団
結
の
も
と
、
「
み
え
宣
言
」
を
実
践
し
た
三

重
県
あ
げ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
思
い
ま
す
。 

私
個
人
も
伊
勢
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
中
心
と

し
、
伊
勢
市
の
方
々
と
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ず

い
ぶ
ん
元
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
公
私
共
に
一
生
忘

れ
る
事
の
な
い
温
か
く
す
ば
ら
し
い
ご
支
援
で
す
。 

残
念
な
が
ら
山
田
町
の
復
興
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。

で
き
ま
す
れ
ば
、
今
後
共
息
の
長
い
ご
支
援
を
い
た

だ
け
れ
ば
と
誠
に
勝
手
な
が
ら
願
う
も
の
で
す
。 

あ
ら
た
め
て
心
か
ら
の
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

平
成 

25
年 

11
月 

吉
日  

 
 

 

 
山
田
町
商
工
会 

 
 

 
 

会
長 
阿
部 

幸
栄  

 

あ
の
悪
夢
の
よ
う
な
震
災
か
ら
2
年
8
ヶ
月
、
町
は

今
、
二
度
と
津
波
で
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
安
全
な
町
づ
く

り
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
様
に
は
、
震

災
年
4
月
か
ら
今
日
ま
で
山
田
町
を
応
援
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
間
、
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
が
変
わ
る

中
で
の
対
応
、
大
変
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

先
般
、
み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
ん
に

お
邪
魔
し
た
際
、
ホ
テ
ル
入
口
で
、
こ
こ
か
ら
「
ボ
ラ
パ

ッ
ク
」
が
出
発
し
た
こ
と
を
聞
か
さ
れ
、
片
道
15
時
間

も
か
か
る
山
田
町
ま
で
の
移
動
を
、

1290
名
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
バ
ス
に
乗
り
込
ん

だ
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
を
思
え
ば
心
か
ら
感
謝
の
気
持
ち

で
一
杯
で
し
た
。
又
、
送
り
出
す
ま
で
の
事
務
局
の
方
々

の
ご
苦
労
を
考
え
ま
す
と
、
た
だ
、
甘
え
る
だ
け
で
い
た

自
分
た
ち
、
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。 

今
回
の
み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
さ

ん
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
私
た
ち
が
忘
れ
か
け
て
い

た
「
相
互
扶
助
」
の
精
神
も
含
め
て
、
震
災
の
教
訓
と
し

て
後
世
に
語
り
伝
え
て
い
く
責
務
が
あ
る
と
強
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
今
後
応
援
し
て
い
た
だ
い
た

皆
様
の
想
い
を
胸
に
、
皆
様
に
は
じ
な
い
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
町
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

ど
う
ぞ
、
い
つ
ま
で
も
山
田
町
を
見
守
っ
て
下
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

平
成 

25
年 

12
月 

吉
日  

山
田
町
観
光
協
会 

事
務
局
長 

湊 

敏 
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ん
で
す
。
私
の
場
合
は
、
社
協
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
連
絡
が
く
る
と
ほ
っ 

と
安
心
し
ま
し
た
ね
。
社
協
さ
ん
の
方
で
い
つ
い
つ
炊
き
出
し
が
来
ま

す
よ
っ
て
話
が
あ
る
と
安
心
し
ま
し
た
。 

阿
部
：
自
分
も
今
回
の
体
験
で
色
々
な
団
体
の
方
と
お
会
い
し
ま
し
た

け
ど
も
、
他
の
地
で
の
災
害
の
時
で
も
や
は
り
大
き
い
組
織
の
方
々
は

活
動
し
て
い
る
ら
し
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
っ
た
方
が
実
際
に
来
て

い
た
ん
だ
と
い
う
の
は
後
で
知
っ
た
ん
で
す
よ
。
存
在
を
知
ら
な
か
っ

た
も
の
で
。
川
村
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
「
知
ら
な
い
中
の
信
頼
す

る
情
報
」
っ
て
の
は
本
当
に
そ
の
時
は
重
要
で
す
。 

松
崎
：
同
じ
業
種
に
「
ど
う
？
」
っ
て
聞
い
て
、
「
そ
こ
は
大
丈
夫
」

っ
て
言
わ
れ
た
り
ね
。 

 

～
気
持
ち
が
大
事
～ 

山
本
：
個
人
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
す 

る
人
た
ち
に
、
三
重
の
側
で
1
時
間
半 

く
ら
い
講
習
し
て
も
ら
っ
て
か
ら
こ
っ 

ち
に
来
る
ん
で
す
。
今
は
ぼ
ん
ぼ
ん
マ 

ス
コ
ッ
ト
と
か
三
重
で
講
習
を
し
て
、 

そ
れ
で
も
う
素
人
が
手
習
い
で
や
っ
て 

当
日
ま
で
に
練
習
し
て
か
ら
来
て
ね
っ 

て
や
る
ん
で
す
け
ど
も
。
そ
の
辺
は
む
し
ろ
こ
っ
ち
の
方
に
上
手
な
人

が
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
と
い
う
形
で
ず
っ
と
や
っ
て
も
ら
っ
た
ん
で

す
ね
。 

鈴
木
：
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
ろ
し
か
っ
た
で
す
ね
。 

松
崎
：
上
手
下
手
じ
ゃ
な
く
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
言
う
か
そ

う
い
う
有
難
さ
の
ほ
う
で
す
よ
ね
。 

阿
部
：
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
い
う
の
も
集
ま
る
き
っ
か
け
と
か
、
ふ

れ
あ
う
き
っ
か
け
だ
と
思
う
。
上
手
な
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
も
ら

う
た
め
に
来
る
っ
て
い
う
人
も
ま
ぁ
全
員
じ
ゃ
な
い
か
も
し
れ
な
い

ん
で
す
け
ど
も
。 

川
端
：
ま
た
保
育
園
は
ま
た
違
が
っ
た
と
思
う
。
非
日
常
の
こ
と
が
ず

っ
と
続
い
て
、
み
ん
な
疲
れ
果
て
て
い
て
。
そ
ん
な
時
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ

ー
ジ
だ
っ
た
り
体
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を
し
な
が
ら
話
を
聞
い
て
く

れ
、
心
も
体
も
癒
さ
れ
て
、
す
ご
く
良
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。 

 

～
続
く
繋
が
り
～ 

山
本
：
最
後
に
ぜ
ひ
皆
さ
ん
一
言
ず
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
向
け
て
、
特

に
み
え
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く
れ
た
千
何
百
人
の
方
々
に
向
け

て
コ
メ
ン
ト
を
一
言
ず
つ
い
た
だ
け
る
と
有
難
い
な
と
思
い
ま
す
。 

阿
部
：
活
動
自
体
は
締
め
を
迎
え
る
事
な
ん
で
す
け
ど
、
ま
だ
繋
が
っ

て
る
感
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
活
動
が
終
わ
っ
た
か
ら
、
は
い
さ
よ

う
な
ら
で
な
く
、
こ
う
い
う
場
も
必
要
で
す
し
、
た
ぶ
ん
住
民
の
方
と

の
繋
が
り
が
出
来
て
い
る
と
思
う
の
で
、
そ
れ
は
大
事
に
し
た
い
な
と

思
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
私
た
ち
も
お
礼
を
出
来
る
よ
う
な
何
か
仕
組
み

の
よ
う
な
も
の
を
考
え
な
き
ゃ
な
と
い
う
の
が
率
直
に
思
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
だ
け
ど
ま
だ
こ
れ
で
終
わ
り
じ
ゃ
な
い
の
で
。
何
度
も
言

っ
て
い
ま
す
け
ど
も
、
せ
っ
か
く
出
来
た
つ
な
が
り
な
の
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
だ
け
じ
ゃ
な
く
文
化
交
流
で
も
い
い
で
す
、
継
続
で
き
れ

ば
な
と
、
ほ
ん
と
に
思
う
ん
で
す
ね
。
あ
り
が
と
う
の
意
味
、
思
い
を

こ
め
て
。 

川
端
：
み
え
隊
の
方
々
と
も
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
出
会
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
保
育
園
の
場
合
は
調
理
補
助
・
行
事
の
準
備
・
草
取

り
・
園
児
と
遊
ぶ
・
大
掃
除
…
と
に
か
く
た
く
さ
ん
手
伝
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
私
た
ち
だ
け
だ
っ
た
ら
本
当
に
寂
し
い
毎
日
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
ワ
イ
ワ
イ
や
っ
て
来
て
、
と
て
も
賑
や
か
な
、

楽
し
い
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
み
え
の
方
々
、
遠
い
と

こ
ろ
何
度
も
何
度
も
来
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

鈴
木
：
ち
ょ
う
ど
仮
設
が
行
き
渡
っ
た
頃
み
ん
な
外
に
出
て
こ
な
か
っ

た
の
で
す
。
み
え
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
色
ん
な
方
が
色
ん
な
催
し
物
を

持
っ
て
き
て
、
皆
さ
ん
が
外
に
出
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
ま
し

た
ね
。
そ
れ
か
ら
今
は
み
ん
な
明
る
く
普
通
に
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
も
う
本
当
に
私
た
ち
も
う
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

川
村
：
ま
だ
ま
だ
い
つ
復
興
す
る
か
ち
ょ
っ
と
見
え
て
い
な
い
の
で
す

け
れ
ど
も
、
い
つ
か
し
っ
か
り
と
復
興
し
た
姿
を
見
せ
る
の
が
今
の
全

て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
対
す
る
恩
返
し
な
の
か
な
と
思
い
ま

す
の
で
、
き
っ
ち
り
と
復
興
し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

竹
内
：
い
ろ
い
ろ
趣
向
を
凝
ら
し
た
支
援
を
し
て
い
た
だ
い
た
仮
設
の

人
達
が
、
い
っ
ぱ
い
外
に
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
素
直
に
よ
か

っ
た
と
思
っ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

松
崎
：
正
直
に
言
う
と
、
こ
れ
か
ら
住
宅
再
建
が
始
ま
る
。
こ
れ
か
ら

が
第
2
弾
の
勝
負
な
ん
で
す
。
こ
れ
で
終
わ
り
だ
と
い
う
の
が
ち
ょ

っ
と
寂
し
い
部
分
も
あ
っ
て
、
み
え
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
っ

て
い
う
こ
と
を
残
す
意
味
で
も
1
年
に
1
回
で
も
来
る
よ
う
に
す
る

と
山
田
町
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
が
ず
っ
と
見
え
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
こ
こ
で
ぷ
つ
っ
と
切
れ
て
し
ま
う
と
、
今

ま
で
し
て
く
れ
た
事
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
け
ど
、
そ
れ
が
津
波
と

同
じ
よ
う
に
風
化
し
て
し
ま
う
と
思
う
ん
で
す
。
今
ま
で
み
た
い
に
頻

繁
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
ど
、
お
祭
り
前
に
来
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
し
て
か
ら
お
祭
り
を
見
て
も
ら
う
と
か
ね
1
年
に
1
回
く
ら

い
は
そ
う
い
う
の
を
企
画
し
て
ず
っ
と
こ
う
繋
が
っ
て
も
ら
え
る
事

が
希
望
か
な
。 

山
本
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
色
々
と
教
え
て
い
た
だ
い
て
、

き
っ
と
そ
う
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
意
外
に
そ
こ
が
大
事

だ
っ
た
ん
だ
な
っ
て
思
っ
た
と
こ
ろ
、
色
々
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
終

わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に 

対
す
る
ご
不
満
も
重
々
心
に
思 

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
私
た
ち
も 

本
当
に
も
う
ち
ょ
っ
と
続
け
た 

か
っ
た
と
い
う
思
い
を
持
っ
て 

い
ま
す
。 

逃
が
さ
ん
ぞ
と
い
う
メ
ッ
セ 

ー
ジ
を
受
け
取
っ
て
こ
の
座
談 

会
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま 

し
た
。 

【
平
成
25
年
8
月
6
日
】 

センター長 山本康史 
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が
次
に
く
る
。 

山
本
：
誰
か
が
知
っ
て
い
る
、
信
頼
し
て
い
る
誰
か
の
紹
介
と
い
う
の 

は
、
や
っ
ぱ
り
ま
ず
は
信
頼
し
や
す
い
。 

全
員
：
う
ん
、
そ
う
で
す
ね
。 

 

 

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
内
容
～

山
本
：
あ
と
信
頼
す
る
に
至
る
ま
で
の
事
で
、
他
の
団
体
さ
ん
と
か
思

い
浮
か
べ
て
い
た
だ
い
て
欲
し
い
の
で
す
が
。 

竹
内
：
何
回
も
来
て
く
れ
る
人
た
ち
が
い
ま
す
ね
。
1
回
き
り
の
活

動
と
か
結
構
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
何
回
も
ま
た
こ
こ
で
や
り
た
い
っ

て
い
う
声
が
あ
り
ま
す
。 

松
崎
：
活
動
し
た
所
に
よ
っ
て
仮
設
の
人
と
信
頼
関
係
が
出
来
る
よ
う

に
調
整
し
た
り
。 

竹
内
：
1
回
入
っ
て
顔
を
覚
え
て
も
ら
い
、
ま
た
来
た
と
き
「
こ
の

前
来
た
人
た
ち
だ
よ
ね
」
っ
て
い
う
風
に
な
っ
て
そ
れ
が
定
着
し
て
い

る
。 

山
本
：
1
回
来
て
く
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
よ
り
繰
り
返
し
来
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ほ
う
が
喜
ん
で
も
ら
え
ま
す
か
？
そ
れ
は
活

動
内
容
よ
り
も
。 

竹
内
：
内
容
の
ほ
う
が
重
視
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。
な
ん
で
も
来

て
く
れ
る
と
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
、
今
は
み
ん
な
色
々
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
、
も
っ
と
こ
ん
な
の
や
り
た
い
、
あ
ん
な
の
や
り
た
い

と
言
う
要
望
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

松
崎
：
み
え
さ
ん
は
、
み
え
災
害
っ
て
一
つ
に
な
っ
て
い
て
も
内
容
が

結
構
濃
か
っ
た
。
と
い
う
か
そ
う
い
う
方
達
が
色
ん
な
分
野
に
育
っ
た

の
で
内
容
は
す
ご
か
っ
た
で
す
。
同
じ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
何
回

も
来
る
こ
と
は
あ
る
け
ど
み
え
さ
ん
は
内
容
は
濃
か
っ
た
で
す
ね
。 

 

 

～
こ
れ
か
ら
つ
く
り
上
げ
て
い
く
も
の
～

阿
部
：
例
え
ば
三
重
県
で
災
害
が
な
け
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
も
し
あ

っ
た
場
合
こ
っ
ち
か
ら
恩
返
し
と
い
う
訳
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、

行
き
た
い
人
た
ち
が
何
を
知
っ
て
い
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
か
、
ど
う
い

う
流
れ
で
や
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
を
支
え
る
体
制
が
ど
う
あ
る
の
か
。

そ
の
防
災
の
意
識
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
識
と
い
う
の
が
、
こ
れ
か
ら

作
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
な
と
思
う
ん
で
す
。
ま
だ
そ
こ
ま
で
至

っ
て
な
い
ん
で
す
け
ど
も
。
絶
対
そ
う
い
う
の
。 

松
崎
：
今
、
復
興
は
住
宅
再
建
が
先
で
動
い
て
い
ま
す
け
ど
、
そ
う
な

っ
て
く
る
と
10
年
先
の
事
に
な
る
と 

思
う
ん
で
す
よ
。
そ
れ
か
ら
、
3
月 

11
日
を
考
え
よ
う
と
し
た
っ
て
忘
れ 

て
し
ま
う
。
だ
か
ら
今
の
う
ち
そ
う 

い
う
の
作
ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。 

鈴
木
：
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る 

か
ら
ね
、
あ
の
日
の
事
は
。 

阿
部
：
町
に
も
、
地
域
防
災
計
画
っ
て
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
自
分

た
ち
で
ど
ん
な
こ
と
が
出
来
る
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
の
を
考
え
る
場

も
必
要
で
あ
る
の
か
な
ぁ
。 

 

 

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
何
？
～

川
端
：
最
初
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
何
？
」
っ
て
本
当
に
思
っ
て
い
ま

し
た
。
「
い
い
で
す
よ
、
と
ん
で
も
な
い
で
す
」
っ
て
感
じ
で
。
地
域

の
人
た
ち
も
そ
の
よ
う
で
し
た
ね
。
と
こ
ろ
が
日
々
大
変
に
な
っ
て
き

て
、
お
願
い
し
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
阪
神

淡
路
大
震
災
の
時
、
自
衛
隊
や
警
察
官
な
ど
の
活
躍
を
見
て
き
た
人
達

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
沢
山
入
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
山
田
の
人
達
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
認
識
が
全
然
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。 

松
崎
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
難
し
い
で
す
ね
。
あ
ま
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

や
っ
て
く
れ
る
と
そ
こ
の
住
人
を
…
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。 

鈴
木
：
そ
の
分
や
る
気
が
な
く
な
る
？ 

松
崎
：
た
と
え
ば
今
そ
こ
に
草
が
い
っ
ぱ
い
生
え
て
い
る
と
し
ま
す
。

自
分
一
人
だ
と
こ
の
位
か
か
る
の
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
き
て
一

緒
に
や
れ
ば
半
分
で
す
む
事
、
そ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る
か
な
と

思
う
。
と
こ
ろ
が
、
今
ま
で
も
そ
う
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仕
方
が
な
ん
と
な
く
私
は
ち
ょ
っ
と
違
う
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
思
う
。
た
ま
に
や
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ん
で
す
。
大

変
な
と
こ
ろ
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
自
分
た

ち
が
や
っ
て
頂
戴
っ
て
い
う
の
じ
ゃ
な
く
て
、
一
緒
に
や
る
の
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
じ
ゃ
な
い
か
な
。
で
も
最
初
の
避
難
所
と
か
、
避
難
所
の
時

は
し
ょ
う
が
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
。 

川
端
：
ど
ん
ど
ん
変
わ
る
か
ら
ね
。 

松
崎
：
う
ん
。
ず
ー
っ
と
同
じ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
考
え
方
で
は
な
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
時
期
時
期
で
活
動
の
内
容
が
違
う
。
最
初
の
と
き

は
疲
れ
て
い
る
か
ら
、
た
し
か
に
お
ん
ぶ
に
だ
っ
こ
し
た
い
け
ど
、
時

期
時
期
で
じ
ゃ
ぁ
一
緒
に
や
り
ま
す
か
っ
て
感
じ
に
な
る
と
、
そ
れ
に

慣
れ
て
し
ま
っ
て
。 

阿
部
：
時
期
時
期
っ
て
い
う
の
が
正
直
難
し
い
で
す
ね
。
悩
ん
で
悩
ん

で
色
々
聞
い
て
、
暗
中
模
索
な
感
じ
で
や
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
や
っ

ぱ
り
そ
の
時
期
の
変
わ
り
目
と
い
う
の
が
今
だ
か
ら
言
え
る
こ
と
で
、

当
時
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
を
絶
対
忘
れ
な
い
う
ち
に
ま
と

め
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
す
が
、
自
分
が
一
番
知
り

た
い
の
は
、
避
難
所
運
営
さ
れ
て
い
た
方
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
と
。

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
っ
て
絶
対
来
る
と
思

っ
て
た
。
今
回
み
た
い
に
こ
う
押
し
寄
せ
て
く
る
と
い
う
ぐ
ら
い
の
感

じ
で
、
そ
こ
を
受
け
て
い
る
人
に
、
う
ま
く
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
な
感
じ

っ
て
い
う
の
が
や
は
り
、
検
証
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
と
い
う
時
期
に
き

て
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
み
え
の
み
な
さ
ん
も
活
動
が
終
わ

る
っ
て
い
う
の
が
、
今
後
ど
う
な
る
の
か
と
正
直
心
配
で
す
け
ど
、
や

は
り
地
域
貢
献
と
い
う
か
、
地
元
の
人
も
ま
じ
え
て
今
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
し
て
い
る
の
で
、
そ
っ
ち
を
強
く
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。 

 

 

～
知
ら
な
い
中
の
信
頼
す
る
情
報
～

川
村
：
避
難
所
に
い
る
時
で
す
が
、 

毎
日
毎
日
直
接
来
る
ん
で
す
、
避
難 

所
に
物
資
支
援
や
り
た
い
で
す
と
か 

炊
き
出
し
を
や
り
た
い
で
す
と
か
。 

そ
の
人
た
ち
の
情
報
が
な
い
中
で
入 

れ
替
わ
り
立
ち
代
わ
り
来
ら
れ
て
も 

誰
も
信
用
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い 

川村聡さん 

鈴木聖一さん 
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念
が
あ
る
た
め
に
、
長
期
で
支
援
し
て
く
れ
る
人
（
団
体
）
を
す
べ
て

一
括
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
形
で
す
。
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
っ
た
方

に
は
「
い
つ
ま
で
い
る
の
？
」
っ
て
先
に
聞
く
の
が
私
の
癖
で
し
た
。

長
期
で
支
援
し
て
く
だ
さ
れ
ば
、
メ
ニ
ュ
ー
が
か
ち
合
わ
な
い
よ
う
に

活
動
し
て
い
た
だ
く
感
じ
で
す
。
み
え
ボ
ラ
さ
ん
が
ほ
っ
と
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
に
入
る
時
に
、
き
っ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
か
ら
私
の
所
に
行

っ
た
方
が
い
い
よ
っ
て
言
わ
れ
て
私
の
所
に
来
て
、
そ
れ
か
ら
の
ご
縁

な
ん
で
す
よ
ね
、
き
っ
と
。 

 

 

～
信
頼
と
安
心
～

山
本
：
今
回
お
話
を
聞
く
中
で
1
つ
の
テ
ー
マ
は
、
よ
そ
者
が
い
か

に
地
域
の
方
と
一
緒
に
な
る
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
っ
た
の
か
。
や
は

り
信
頼
関
係
も
出
来
な
け
れ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
出
来
な
い
で

す
し
、
「
あ
ん
た
誰
？
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。
そ
の
「
あ
ん
た
誰
？
」
が
、
「
あ
ー
み
え
さ
ん
ね
」
っ
て
言
っ
て

も
ら
え
る
ま
で
に
一
体
な
に
が
あ
っ
た
の
か
。 

是
非
み
な
さ
ん
ど
ん
な
出
来
事
が
あ
っ
た
の
か
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
思

っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
か
言
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
。 

鈴
木
：
現
地
ス
タ
ッ
フ
に
い
い
人
が
あ
れ
ば
別
に
地
域
関
係
な
く
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。 

川
端
：
み
え
の
人
た
ち
が
来
る
た
び
に 

言
う
ん
で
す
。
「
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い 

る
所
の
景
色
は
驚
く
ほ
ど
山
田
町
に
似 

て
る
ん
で
す
。
津
波
が
き
た
ら
…
自
分 

た
ち
も
他
人
事
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
」
「
見 

に
来
て
く
だ
さ
い
。
本
当
に
山
田
と
同 

じ
よ
う
で
す
よ
」
っ
て
。
そ
う
い
う
思 

い
で
皆
さ
ん
が
来
て
下
さ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

も
い
ろ
い
ろ
な
人
が
来
ま
し
た
。
み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
と
い
う
組
織
が
バ
ッ
ク
に
あ
っ
た
の
で
、
安
心
し
て
手
伝
っ
て
頂

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

阿
部
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
悪
く
言
い
た
く
な
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
伝

え
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
警
察

沙
汰
に
な
る
よ
う
な
事
、
流
浪
的
な
方
で
食
べ
物
を
求
め
て
く
る
方
も

い
ま
し
た
。
た
だ
、
活
動
し
て
い
た
だ
く
っ
て
い
う
意
志
の
部
分
は
強

い
の
で
す
が
、
受
け
手
に
な
る
住
人
の
方
に
ち
ょ
っ
と
迷
惑
が
か
か
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。
中
間
的
な
私
た
ち
の
立
場
っ
て
微
妙
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
何
か
し
た
い
、
お
手
伝
い
し
た
い
で
す
、
あ
り
が
と
う
っ
て

始
ま
る
ん
で
す
け
ど
も
、
い
や
要
ら
な
い
で
す
と
も
言
え
な
い
で
す
し
、

歯
が
ゆ
い
。 

松
崎
：
ち
ゃ
ん
と
募
っ
て
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
川
端
さ
ん
が
言

っ
た
よ
う
に
信
じ
ら
れ
そ
う
な
の
は
頼
む
っ
て
い
う
こ
と
が
出
来
る

け
ど
、
や
っ
ぱ
り
「
ん
？
」
っ
て
思
う
と
こ
ろ
は
わ
か
る
。
震
災
後
い

ろ
い
ろ
な
人
が
来
て
、
何
か
悪
い
事
を
し
よ
う
と
入
っ
て
き
た
人
結
構

い
ま
し
た
よ
ね
。 

山
本
：
今
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
来
て
こ
の
人
ほ
ん
と
大
丈
夫
か
な

と
か
悪
い
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
な
と
い
う
の
は
具
体
的
に
ど
ん
な

こ
と
で
し
ょ
う
。
実
際
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
で
は
な
く
て
、
そ
う
い
う

疑
い
の
目
を
持
つ
と
す
れ
ば
、
ど
う
い
う
疑
い
が
あ
っ
た
か
。
例
え
ば

個
人
宅
の
片
付
け
を
手
伝
う
、
そ
こ
で
盗
難
が
あ
る
と
か
そ
う
い
う
心

配
…
な
ん
で
す
か
ね
。 

阿
部
：
私
が
直
接
見
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
川
端
先
生
も
お
っ

し
ゃ
っ
た
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
体
が
あ
ん
ま
り
浸
透
し
て
な
か

っ
た
時
、
「
な
ん
で
お
手
伝
い
さ
れ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
」
っ
て
方
が
他

に
も
い
た
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
何
か
し
て
も
ら
っ
た
時
に
何

か
お
礼
を
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
人
が
い
た
と
い
う
話
が
あ
り
、

そ
の
中
で
お
金
を
請
求
し
た
と
。
そ
う
い
う
報
告
を
受
け
て
そ
の
人
た

ち
ど
こ
の
誰
っ
て
調
べ
た
の
で
す
が
結
局
は
見
つ
か
ら
な
い
。
そ
う
い

う
の
が
1
個
で
も
あ
る
と
、
や
は
り
気
を
締
め
て
い
か
な
き
ゃ
い
け

な
い
で
す
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
疑
心
暗
鬼
に
な
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
防
げ
な
か
っ
た
と
い
う
反
省
点
も
あ
る
ん
で

す
。 

松
崎
：
山
田
の
人
だ
け
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
行
政
が
入
る
と
安
心
す

る
と
言
い
ま
す
ね
。
仮
設
の
集
会
所
・
談
話
室
の
利
用
申
し
込
み
の
窓

口
を
一
本
化
し
た
の
は
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
。
そ
う
し
な
い

と
色
ん
な
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
た
と
き
区
長
さ
ん
が
何
も
わ
か

ら
な
い
で
受
け
て
、
商
売
を
談
話
室
・
集
会
所
の
中
で
や
ら
れ
る
と
い

う
の
も
あ
り
え
ま
す
。
窓
口
を
利
用
し
て
ち
ょ
っ
と
怪
し
い
な
と
思
っ

た
と
き
、
こ
ち
ら
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。 

 

～
信
頼
す
る
た
め
の
要
素
～ 

山
本
：
色
ん
な
所
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
る
中
で
ど
う
や
っ
て
信
頼

関
係
を
作
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
難
し
い
し
大
事
な
と
こ
ろ
。
い
か

に
信
頼
し
て
も
ら
う
の
か
と
い
う
所
を
ち
ょ
っ
と
配
慮
す
る
と
き
っ

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
が
違
っ
て
く
る
の
か
な
と
。
そ
の
場

合
ど
う
い
う
部
分
が
あ
れ
ば
受
け
入
れ
や
す
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ

で
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
ま
た
是
非
聞
か
せ
て
頂
き
た
い
で

す
。
色
ん
な
団
体
さ
ん
を
思
い
浮
か
べ
て
頂
い
て
、
あ
そ
こ
は
信
頼
し

や
す
か
っ
た
な
、
あ
れ
が
あ
る
か
ら
信
頼
し
や
す
か
っ
た
な
。
そ
う
い

っ
た
キ
ー
に
な
っ
た
よ
う
な
要
素
っ
て
い
う
の
は
何
で
す
か
ね
？ 

鈴
木
：
ス
タ
ッ
フ
の
方
で
す
ね
。 

松
崎
：
み
え
さ
ん
の
場
合
は
ね
、
最
初 

き
た
と
き
は
ハ
テ
ナ
っ
て
ク
エ
ス
チ
ョ 

ン
が
つ
い
て
い
た
。
知
ら
な
か
っ
た
か 

ら
。
そ
れ
で
も
地
元
の
人
た
ち
が
雇
わ 

れ
て
い
る
と
言
う
か
ら
、
あ
ぁ
大
丈
夫 

か
な
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。 

山
本
：
な
る
ほ
ど
。
最
初
は
…
言
葉
は
悪
い
で
す
け
ど
警
戒
し
と
か
な

い
と
ね
。
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
で
す
か
ら
ね
。
そ
こ

は
乗
り
越
え
る
何
か
が
い
る
ん
で
す
。
最
初
の
ス
タ
ッ
フ
の
印
象
っ
て

大
き
い
で
す
か
？
第
一
印
象
。 

松
崎
：
そ
の
人
を
見
ま
す
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
力
ね
。
勘
と
い
う
か

人
相
と
か
ね
。 

山
本
：
人
相
で
す
か
。
あ
ん
ま
り
ノ
ウ
ハ
ウ
に
な
っ
て
い
な
い
な
。
人

相
い
い
人
を
先
遣
で
選
ん
で
く
だ
さ
い
っ
て
。
（
笑
） 

阿
部
：
み
え
の
方
々
の
紹
介
と
い
う
こ
と
で
、
す
っ
と
入
っ
て
。
や
っ

ぱ
り
知
名
度
っ
て
大
き
い
で
す
ね
。
例
え
ば
、
み
え
ボ
ラ
さ
ん
の
繋
が

り
だ
っ
て
な
る
と
多
分
壁
が
ひ
と
つ
ク
リ
ア
す
る
。
あ
と
は
実
際
に
会

っ
て
先
ほ
ど
お
話
さ
れ
た
よ
う
に
、
会
っ
て
肌
が
合
う
か
合
わ
な
い
か

川端京子さん 

松崎由美子さん 



資 14 

 

震
災
初
年
度
か
ら
山
田
町
で
活
動
を
続
け
て
来
た
み
え
ボ
ラ
。
同
じ

場
所
で
継
続
的
に
支
援
す
る
中
で
、
支
援
す
る
側
と
受
け
る
側
と
の
信

頼
関
係
は
ど
の
よ
う
に
し
て
構
築
さ
れ
て
き
た
の
か
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
わ
っ
て
き
た
山
田
町
の
方
々
に
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
経
験
・
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

出
席
者 

阿
部
寛
之
さ
ん
（
山
田
町
社
協
復
興
支
え
愛
セ
ン
タ
ー
） 

松
崎
由
美
子
さ
ん
（
復
興
推
進
課
被
災
者
支
援
係
） 

竹
内
美
奈
子
さ
ん
（
ほ
っ
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
山
田
） 

川
端
京
子
さ
ん
（
健
康
福
祉
課
子
育
て
推
進
室
） 

鈴
木
聖
一
さ
ん
（
街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〈
山
田
町
ゾ
ン
タ
ハ
ウ
ス
内
〉
） 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー 

川
村
聡
さ
ん
（
国
保
介
護
課
介
護
保
健
係
） 

松
岡
佑
美
（
み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
） 

聞
き
手 

山
本
康
史
（
み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長
） 

※
順
不
同
（
役
職
は
当
時
の
も
の
）
※
以
後 

敬
称
略 

 

～
「
み
え
ボ
ラ
」
と
の
出
会
い
～ 

山
本
：
最
初
み
え
の
名
前
を
聞
い
た
時
ど
ん
な
感
じ
で
ど
ん
な
経
緯
で
、

そ
の
後
、
私
た
ち
の
こ
と
を
見
て
く
れ
て
い
た
の
か
言
っ
て
頂
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。 

阿
部
：
当
時
は
私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
ど
う
や
っ
て
活
動
し

て
い
た
だ
く
か
と
い
う
の
が
わ
か
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
と
き
来
ら
れ
た
方
々
が
そ
う
い
っ
た
こ
と
で
も
お
手
伝
い
で
き

ま
す
よ
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
き
藁
に
も
す
が
る
思
い
で
、
協
力
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
と
言
っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
期
間
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
信
頼
関
係
は
出
来
る
の
で
頼
れ
る
部

分
も
多
か
っ
た
で
す
。
た
だ
お
帰
り
に
な
る
際
に
ま
た
新
し
い
方
に
な

る
の
で
信
頼
関
係
を
作
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
代
わ

り
だ
っ
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま
す 

山
本
：
そ
う
で
す
ね
。
最
初
の
先
遣
隊
が
4
月
の
頭
に
来
て
、
最
初

に
バ
ス
で
帰
っ
た
の
は
4
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
頃
。
そ
れ

ま
で
は
先
遣
隊
が
3
人
位
ず
っ
と
張
り
付
き
で
入
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
の
入
れ
替
わ
り
で
人
が
変
わ
っ
ち
ゃ
う
と
信
頼

関
係
は
一
か
ら
？ 

阿
部
：
み
え
ボ
ラ
さ
ん
は
ず
っ
と
切
れ
目 

な
く
入
っ
て
下
さ
っ
た
の
で
、
何
か
困
っ 

た
と
き
人
が
足
り
な
い
と
き
に
は
す
ぐ
お 

願
い
で
き
る
環
境
に
あ
っ
た
と
い
う
の
が 

本
当
に
、
強
み
と
い
う
か
有
難
い
こ
と
だ 

っ
た
と
思
い
ま
す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
は 

何
回
も
来
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
あ
ぁ
ま 

た
来
て
く
れ
た
と
い
う
嬉
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。 

川
端
：
私
の
勤
務
先
だ
っ
た
織
笠
保
育
園
も
避
難
所
に
な
っ
た
ん
で
す
。

そ
の
頃
私
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
も
の
が
わ
か
ら
ず
「
何
で
よ

そ
の
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
う
の
か
？
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち

で
し
よ
う
」
と
い
う
思
い
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
町
職
員
で
あ
る
織
笠

保
育
園
の
保
育
士
た
ち
は
町
内
の
避
難
所
へ
、
栄
養
士
は
町
全
体
の
支

援
へ
と
移
る
こ
と
に
な
り
、
調
理
を
す
る
人
が
足
り
な
く
な
り
困
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
み
え
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
た
ち
が
来
て
手

伝
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
調
理
補
助
の
他
に
保
育
園
の
夏
祭
り
や
運

動
会
、
発
表
会
に
も
来
て
く
れ
ま
し
た
ね
。
調
理
補
助
は
毎
日
2
～
3

名
、
行
事
に
は
10
名
ぐ
ら
い
の
方
々
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。
被
災
の

大
き
い
地
域
で
し
た
が
、
み
え
隊
の
皆
さ
ん
か
ら
暖
か
い
気
持
ち
の
こ

も
っ
た
食
事
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
も
避
難
所
の
皆
さ
ん

も
元
気
に
な
り
ま
し
た
。
み
え
の
方
た
ち
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。 

鈴
木
：
我
々
は
場
所
を
提
供
す
る
だ
け
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
仮
設
の

人
た
ち
に
色
々
な
折
り
鶴
と
か
ギ
タ
ー
と
か
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
う
な
る
と
仮
設
の
人
た
ち
は
外
に
出
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

あ
あ
や
っ
ぱ
り
良
か
っ
た
な
と
。
た
だ
残
念
な
の
は
男
の
人
た
ち
が
な

か
な
か
出
て
来
な
く
、
ど
う
言
っ
た
ら
い
い
か
っ
て
ね
。
皆
さ
ん
が
入

れ
替
わ
り
立
ち
代
わ
り
来
て
下
さ
っ
て
、
も
う
そ
れ
を
待
っ
て
い
る
人

た
ち
も
結
構
あ
り
ま
す
。 

川
村
：
私
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
課
と
し
て
関
わ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
4
月
に
国
保
介
護
課
に
異
動
し
て
き
て
か
ら
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

山
本
：
み
え
に
関
わ
ら
ず
、
例
え
ば
仕
事
を
し
て
い
る
な
か
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
っ
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
映
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
？ 

川
村
：
ま
ず
自
分
の
こ
と
を
投
げ
打
っ
て
来
て
下
さ
る
と
い
う
の
が
非

常
に
素
晴
ら
し
い
。
き
っ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
、
自
分
の
生
ま

れ
た
所
と
か
育
っ
た
所
と
か
関
係
な
く
山
田
に
来
て
色
々
や
っ
て
い

る
う
ち
に
家
族
的
な
気
持
ち
に
な
り
、
何
度
も
来
た
く
な
る
の
か
な
と
。 

竹
内
：
ほ
っ
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
震
災
の
年
、
9
月
に
ス
タ
ー

ト
し
た
ん
で
す
け
ど
も
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
自
体
私
た
ち
も

初
め
て
や
る
こ
と
で
し
た
。
仮
設
の
人
た
ち
と
の
ホ
ー
ム
支
援
を
行
っ

て
下
さ
い
と
い
っ
て
も
何
を
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
く
て
、
そ
こ
で
初

め
て
会
っ
た
の
が
み
え
さ
ん
、
連
鶴
で
し
た
。 

山
本
：
み
え
だ
と
連
鶴
で
出
会
い
ま
し
た
け
ど
、
他
に
こ
う
色
々
な
団

体
が
あ
っ
て
参
考
に
し
た
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
か
？
ほ
っ

と
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
う
え
で
。 

竹
内
：
そ
う
で
す
ね
。
あ
と
は
繋
が
り 

の
中
で
「
こ
の
人
知
っ
て
る
よ
」
と
い 

っ
て
紹
介
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
こ
で 

「
こ
う
い
う
の
が
出
来
ま
す
」
と
い
う 

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
私
た 

ち
も
習
い
な
が
ら
そ
の
場
で
や
っ
て
も 

ら
う
形
を
と
っ
て
ま
し
た
最
初
は
。 

松
崎
：
ほ
っ
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
取
り
ま
と
め
役
が
私
だ
っ
た
の

で
、
仮
設
に
入
る
方
の
不
審
者
…
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
そ
う
い
う
懸 

竹内美奈子さん 

阿部寛之さん 



資 13 

が
、
僕
た
ち
で
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
お
互
い
協
力
し
て
や

っ
て
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
意
識
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
、
ま
と

ま
り
や
す
か
っ
た
の
か
な
と
も
思
い
ま
す
。 

奥
中
：
自
己
組
織
化
と
い
う
意
味
で
は
、
も
う
全
然
問
題
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
全
部
自
分
た
ち
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
程

度
型
に
は
め
た
よ
う
な
パ
ッ
ク
の
中
で
、
例
え
ば
、
決
め
ら
れ
た
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
班
の
独
特
の
や
り
方
、
肉
付
け
を
そ
の

中
で
や
っ
て
い
く
の
が
い
い
の
か
な
思
い
ま
す
。
何
の
リ
ス
ク
も
な
く

無
事
終
わ
る
の
が
い
い
ん
で
す
け
ど
、
何
か
あ
っ
た
時
に
、
添
乗
と
い

う
か
専
門
の
方
が
お
ら
れ
る
と
助
か
る
か
な
と
も
思
い
ま
す
。 

大
橋
：
こ
の
ボ
ラ
パ
ッ
ク
は
先
遣
隊
か
ら
始
ま
り
、
36
便
ま
で
ず
っ

と
続
い
て
ま
す
。
だ
か
ら
、
自
己
組
織
で
や
る
の
は
良
い
こ
と
だ
と
は

思
い
ま
す
。
た
だ
最
初
の
人
が
大
変
な
の
は
仕
方
な
い
と
は
思
う
の
で

す
が
、
次
の
人
は
そ
れ
に
よ
っ
て
楽
と
い
う
の
で
は
な
く
、
ま
た
違
う

と
こ
ろ
も
開
拓
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
そ

の
人
た
ち
は
そ
の
人
た
ち
で
つ
く
り
上
げ
な
が
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
て
、
組
織
に
返
し
て
い
る
の
で
、
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
こ
の

12
月
28
日
に
事
務
局
が
終
わ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
う
い
う
意
味

で
み
え
ボ
ラ
と
し
て
い
ろ
ん
な
収
穫
が
あ
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。 

二
瓶
：
皆
さ
ん
が
全
く
対
等
の
立
場
で
、
た
ま
た
ま
募
集
で
集
ま
り
、

た
ま
た
ま
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
、
一
週
間
の
活
動
を

し
た
わ
け
で
す
。
そ
の
活
動
を
す
る
う
え
で
、
具
体
的
な
指
示
や
注
意

事
項
を
、
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
方
は
し
っ
か
り
頭
の
中
に
入

れ
て
み
ん
な
を
リ
ー
ド
し
、
活
動
が
終
わ
れ
ば
報
告
し
ま
す
。
そ
の
報

告
が
次
に
活
か
さ
れ
、
そ
の
繰
り
返
し
が
36
便
ま
で
積
み
上
げ
ら
れ
、

現
実
に
続
い
た
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
最
初
か
ら
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ

ー
ダ
ー
を
事
務
局
が
決
め
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
皆
さ
ん
の
合
意
で
決
ま

っ
て
い
く
と
い
う
の
は
、
全
く
見
ず
知
ら
ず
の
人
間
が
集
ま
っ
て
一
つ

の
活
動
を
す
る
上
で
、
す
ご
く
大
事
な
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。 

山
本
：
実
は
、
最
初
、
添
乗
員
が
付
い
て
い
く
と
い
う
方
法
も
あ
り
え

ま
し
た
。
そ
こ
を
、
あ
え
て
取
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
一
つ
は
、

各
便
が
現
地
で
長
い
期
間
ち
ゃ
ん
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
き
っ
と
皆
で
チ
ー
ム
を
作
れ
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
ス
タ
ッ

フ
が
つ
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
、
運
営
す
る
事
務
局
側
の
労
力
も
負

担
も
大
き
い
で
す
。
な
の
で
、
あ
え
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
ん
で
す
。

結
果
と
し
て
、
み
え
ボ
ラ
が
長
く
活
動
で
き
た
一
つ
の
原
動
力
は
、
皆

さ
ん
に
苦
労
を
分
か
ち
合
っ
て
も
ら
い
ス
タ
ッ
フ
が
裏
方
に
徹
す
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
話
を
聞
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に

チ
ー
ム
つ
く
り
の
雰
囲
気
が
違
い
ま
す
。
こ
れ
を
同
じ
ス
タ
ッ
フ
が
や

っ
て
い
る
と
、
自
分
の
や
り
方
を
押
し
つ
け
て
し
ま
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

便
の
色
が
消
え
て
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
っ
て

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
添
乗
員
を
つ
け
な
い
と
い
う
の
は
安
易
に
取

れ
る
方
法
で
は
な
い
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

ち
ゃ
ん
と
報
告
を
聞
い
て
次
に
引
き
継
ぐ
、
現
地
に
信
頼
で
き
る
方
が

確
保
で
き
る
、
そ
う
い
う
場
合
は
、
一
つ
の
方
法
な
の
か
な
と
考
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

～
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
～ 

山
本
：
最
後
に
、
何
か
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
り
想
い
が
あ
れ
ば
お
願
い
し
ま

す
。 

中
田
：
い
ろ
い
ろ
前
か
ら
準
備
し
て
い
た
だ
い
て
て
、
本
当
に
良
い
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

山
中
：
行
く
機
会
を
与
え
て
も
ら
っ
た
し
、
バ
ス
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

何
回
も
山
田
町
に
行
け
た
の
で
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

行
か
な
く
て
も
続
け
て
い
け
る
何
か
を
、
い
ろ
ん
な
仲
間
が
つ
な
が
り

あ
っ
て
で
き
て
い
け
れ
ば
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

太
田
：
交
通
手
段
と
か
宿
泊
施
設
と
か
確
保
で
き
て
、
行
く
こ
と
が
で

き
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
人
よ
り
も
、
何
倍

以
上
も
の
こ
と
が
で
き
た
よ
う
な
気
も
し
ま
す
し
、
本
来
、
出
会
わ
な

か
っ
た
人
と
す
ご
く
出
会
う
こ
と
が
で
き
て
、
自
分
自
身
の
経
験
に
な

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
で
も
19
便
の
メ
ン
バ
ー
と
は
定
期
的
に

食
事
会
な
ん
か
を
開
い
て
、
今
後
も
継
続
し
て
何
か
を
し
て
い
け
れ
ば

い
い
な
と
い
う
話
や
、
み
ん
な
で
山
田
町
に
旅
行
に
行
っ
て
、
そ
の
後

の
様
子
を
見
た
い
な
と
話
し
を
し
て
い
ま
す
。 

奥
中
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
い
ろ
ん
な
方
々
と
の
出
会
い
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
出
会
い
の
中
で
結
婚
と
い
う
幸
せ
を
掴
ん
だ
人
も
い

て
、
そ
う
い
う
の
も
、
非
常
に
良
か
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
今
後

ど
う
い
っ
た
災
害
が
あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
す
ご
く
大
き
な
経

験
で
は
あ
り
ま
す
し
、
そ
う
い
っ
た
時
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
持
っ
て

い
き
方
と
か
、
す
ご
く
学
ん
だ
こ
と
が
こ
の
席
で
は
話
せ
な
い
く
ら
い

あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
何
か
あ
っ
た
時
に
は
ス
ム
ー
ズ
に
動
け
る
よ
う

な
体
制
を
作
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。 

大
橋
：
私
は
み
え
ボ
ラ
で
行
か
せ
て
も
ら
っ
て
、
自
分
た
ち
で
も
ボ
ラ

バ
ス
を
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
た
め
に
な
っ
た
な
と
思

い
ま
す
。
み
え
の
事
務
局
は
一
応
の
区
切
り
で
し
ょ
う
が
、
何
か
あ
っ

た
時
に
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
定
期
的
に
催
し
物
と
い
う
か
会

議
を
開
い
た
り
と
い
う
の
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
三
重
県
か
ら
行
っ
た

方
々
は
、
三
重
県
で
災
害
が
あ
っ
た
ら
大
い
に
活
動
で
き
る
で
し
ょ
う

し
、
本
当
に
良
い
財
産
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
方
々
の
リ
ス
ト
は

大
事
に
し
な
が
ら
、
何
か
が
起
こ
っ
た
と
き
に
は
お
声
か
け
が
で
き
れ

ば
一
番
い
い
と
思
い
ま
す
。
お
声
掛
け
し
な
く
て
も
動
く
と
は
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
県
予
算
を
き
っ
ち
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
災
害
が
起
き

た
時
に
す
ぐ
に
動
け
る
よ
う
な
組
織
化
が
大
事
と
思
い
ま
し
た
。 

二
瓶
：
非
常
に
貴
重
な
財
産
を
、
み
え
の
事
務
局
は
得
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
の
大
き
な
財
産
を
、
事
が
起
き
た
時
に
対
応
で
き
る
活
か
し

方
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

県
や
市
へ
の
繋
が
り
も
お
あ
り
に

な
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
人
の
つ
な
が

り
、
組
織
の
つ
な
が
り
と
い
う
の
を

重
要
視
し
、
向
こ
う
か
ら
何
と
か
し

て
ほ
し
い
と
声
を
か
け
ら
れ
る
組

織
つ
く
り
で
、
財
産
を
活
か
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。 

山
本
：
皆
さ
ん
、
今
日
は
本
当
に
貴

重
な
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

【
平
成
25
年
9
月
1
日
】 

全 員 で 記 念 撮 影 
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ラ
と
し
て
、
ボ
ラ
セ
ン
や
役
場
、
地
域
の
方
に
対
し
て
の
対
外
的
な
顔

に
な
り
ま
す
。
み
え
ボ
ラ
の
顔
と
い
う
意
識
も
持
っ
て
い
た
だ
い
た
と

思
う
ん
で
す
け
ど
も
、
そ
の
辺
で
、
気
を
つ
け
た
こ
と
と
か
何
か
困
っ

た
こ
と
と
か
あ
り
ま
す
か
。 

大
橋
：
3
便
の
場
合
、
ボ
ラ
セ
ン
内
の
責
任
者
は
誰
と
い
う
の
が
難

し
か
っ
た
で
す
。
ア
リ
ー
ナ
は
み
え
ボ
ラ
、
決
裁
を
取
る
の
は
違
う
人
、

と
い
う
の
が
非
常
に
微
妙
で
し
た
。
そ
う
い
う
時
は
こ
ち
ら
が
推
し
量

り
な
が
ら
、
他
の
団
体
さ
ん
に
上
手
く
話
を
持
ち
か
け
、
ま
と
め
て
い

く
と
い
う
こ
と
を
し
ま
し
た
。
担
当
作
業
柄
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
か

町
役
場
へ
直
接
話
を
す
る
と
い
う
こ
と
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、

い
ろ
い
ろ
と
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
り
も
し
ま
し
た
。
整
備
途

上
の
と
こ
ろ
と
い
う
の
は
、
組
織
対
組
織
の
兼
ね
合
い
と
い
う
の
が
、

非
常
に
難
し
か
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。 

奥
中
：
私
た
ち
の
時
に
は
お
風
呂
も
あ
り
ま
し
た
し
、
ラ
ジ
オ
体
操
も

あ
り
ま
し
た
。
組
織
対
組
織
と
い
う
問
題
は
だ
い
た
い
解
消
し
て
い
た

だ
い
た
後
だ
っ
た
の
で
、
対
外
的
な
問
題
と
い
う
の
は
印
象
は
な
い
で

す
。
ボ
ラ
セ
ン
を
開
設
し
た
当
初
は
す
ご
く
そ
う
い
う
問
題
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
を
い
か
に
早
く
解
消
す
る
か
に
よ
っ
て
、
あ
と
あ

と
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。 

山
本
：
二
瓶
さ
ん
は
5
便
か
ら
見
て
て
、
今
思
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま

す
か
？ 

二
瓶
：
対
外
的
な
と
こ
ろ
で
は
、
ほ

と
ん
ど
顔
を
出
し
て
い
ま
せ
ん
。
た

だ
、
あ
る
時
点
で
、
絵
本
が
あ
る
の

で
読
み
聞
か
せ
を
し
て
、
そ
の
後
寄

贈
出
来
な
い
か
と
い
う
話
が
事
務

局
か
ら
出
ま
し
た
。
な
の
で
、
保
育

園
や
幼
稚
園
、
小
学
校
に
行
っ
て
要

望
を
聞
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
最
初
は
私
が
直
接
動
い
た

ん
で
す
。
し
ば
ら
く
し
て
、
ボ
ラ
セ

ン
か
ら
、
具
体
的
に
活
動
し
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
が
出
て
き
て
い
な
い
の
に
ニ
ー
ズ
を
と
っ
て
こ
ら
れ

る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
、
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。
そ

れ
に
対
し
て
私
が
動
く
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
松
岡
さ
ん
た
ち
が
動
い
て
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
り
、
そ
れ
が
社
協
を
通
じ
て
、
み
え
ボ
ラ
が
動
く
と

い
う
形
に
な
っ
た
ん
で
す
。
手
が
届
き
に
く
い
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に

対
し
て
動
い
て
い
る
の
に
意
見
を
言
っ
て
く
る
の
は
、
何
か
が
違
う
と

思
い
ま
し
た
。
松
岡
さ
ん
た
ち
が
動
い
て
く
れ
た
の
で
、
上
手
く
回
る

よ
う
に
は
な
り
ま
し
た
。 

松
岡
：
ボ
ラ
パ
ッ
クⅡ

に
な
っ
て
か
ら
は
、
こ
ち
ら
か
ら
活
動
を
提
示

し
て
、
会
場
の
調
整
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を
し
て
も
ら
う
、
と
い
う
形
が
出

来
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
ボ
ラ
パ
ッ
クⅠ

の
時
は
、
こ
ち
ら
か
ら
ニ
ー

ズ
を
提
案
し
て
活
動
を
行
う
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
、
そ
の
た
め
に
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
活
動
、

そ
し
て
35
便
で
は
特
別
便
を
一
緒
に
運
行
し
た
ん
で
す
。
先
ほ
ど
の

二
瓶
さ
ん
の
話
の
よ
う
な
こ
と
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。 

山
本
：
現
地
の
ボ
ラ
セ
ン
の
人
た
ち
は
、
初
め
て
ボ
ラ
セ
ン
を
運
営
し

て
、
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
で
や
っ
て
き
て
、
こ
ん
な
も
ん
な
ん
か
な
と

い
う
流
れ
の
中
だ
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
支
援
に
行
く
側

と
し
て
も
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
も
っ
と
役
に
立
て
る
の
に
と
か
、

自
分
た
ち
が
聞
く
中
で
こ
う
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
る
は
ず
な
の
に
、
な
ん

で
や
ら
な
い
の
？
と
い
う
思
い
が
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
と
、
現
地
の
組

織
と
の
す
り
合
わ
せ
と
い
う
部
分
で
、
本
当
に
二
瓶
さ
ん
に
も
迷
惑
を

か
け
た
し
、
難
し
い
人
間
同
士
の
関
係
が
負
に
働
い
た
部
分
は
、
事
務

局
の
み
ん
な
に
走
り
回
っ
て
も
ら
っ
て
、
一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
き
ま

し
た
。 

松
岡
：
そ
の
時
に
難
し
か
っ
た
こ
と
を
乗
り
越
え
た
の
で
、
今
で
は
ス

ム
ー
ズ
に
運
用
出
来
て
い
ま
す
。 

山
本
：
最
初
の
先
鞭
を
付
け
て
も
ら
っ
た
の
が
、
二
瓶
さ
ん
の
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

松
岡
：
押
し
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
す
る

必
要
が
あ
り
、
例
え
ば
、
保
育
園
の
方
か
ら
ボ
ラ
セ
ン
に
一
本
電
話
を

入
れ
て
い
た
だ
く
だ
け
で
、
解
決
す
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。 

大
橋
：
や
っ
て
あ
げ
た
い
ね
と
い
う
心
と
、
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
心

が
形
に
な
っ
て
な
い
だ
け
で
、
組
織
が
本
当
に
き
ち
っ
と
さ
れ
て
い
れ

ば
、
も
っ
と
最
初
か
ら
そ
の
つ
な
が
り
を
ス
ム
ー
ズ
に
出
来
た
の
か
も

と
思
い
ま
す
。 

山
本
：
現
地
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
、
ど
う
や
っ
て
み
え
か
ら
提
示
す

る
か
に
よ
っ
て
、
支
援
す
る
側
も
気
持
ち
よ
く
活
動
が
で
き
る
と
い
う

部
分
も
あ
り
ま
す
。
今
回
山
田
町
で
そ
の
経
験
を
し
た
か
ら
、
自
分
た

ち
の
身
に
起
こ
っ
た
時
、
ど
う
い
う
こ
と
を
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と

い
う
の
を
、
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。 

 

～
自
己
組
織
化
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
～ 

山
本
：
今
回
、
自
己
組
織
化
と
い
う
の
を
一
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
や

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
事
務

局
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
同
行

さ
せ
ず
、
最
初
か
ら
役
割
も
皆
さ
ん

に
決
め
て
も
ら
い
、
そ
の
代
わ
り
現

地
で
何
か
あ
っ
た
ら
、
二
瓶
さ
ん
も

含
め
、
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
に
す
ぐ
に

対
応
し
て
も
ら
う
と
い
う
や
り
方

を
し
ま
し
た
。
そ
の
良
か
っ
た
と
こ

ろ
、
悪
か
っ
た
と
こ
ろ
、
改
善
す
べ

き
と
こ
ろ
を
、
し
っ
か
り
と
見
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。
実
際
に
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て
い
た

だ
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
が
つ
か
な
い
こ
と
の
良
し
悪
し
に
つ
い
て
、
意
見

や
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。 

中
田
：
私
た
ち
の
時
は
、
お
一
人
同
行
い
た
だ
い
た
ん
で
す
。
な
の
で

相
談
も
で
き
ま
し
た
。
保
育
園
に
行
く
と
い
う
の
も
本
当
に
思
い
も
よ

ら
な
い
こ
と
で
し
た
。
現
地
に
い
る
か
ら
こ
そ
わ
か
る
活
動
な
ん
だ
な

と
、
す
ご
く
思
い
ま
し
た
。 

山
本
：
現
地
で
継
続
さ
れ
て
い
る
人
が
い
る
強
み
で
す
ね
。 

山
中
：
24
便
の
参
加
者
の
中
に
は
、
他
県
発
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス

へ
の
参
加
経
験
者
が
い
ま
し
た
。
み
え
ボ
ラ
は
添
乗
が
な
い
か
ら
、
行

く
メ
ン
バ
ー
で
全
部
を
や
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
、
と
他
県
と
三
重
の

違
い
を
聞
き
ま
し
た
。 

太
田
：
添
乗
を
し
て
く
だ
さ
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
逆
に
メ
ン
バ
ー
全
員 

二瓶健さん 

座 談 会 の 様 子 
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中田一美さん 

っ
た
で
す
。
「
失
業
し
ま
し
た
。
」
と
言
わ
れ
る
と
、
「
な
ん
で
、
失
業

し
た
の
。
今
ま
で
仕
事
は
何
し
て
た
の
？
」
と
ズ
バ
ッ
と
聞
き
ま
し
た
。

喋
ら
な
い
と
い
ら
れ
な
い
、
と
い
う
感
じ
に
な
り
ま
す
ね
。 

山
本
：
1
便
か
ら
5
便
の
方
は
、（
被
災
地
の
交
通
事
情
が
悪
く
）
行

き
た
く
て
も
行
け
な
く
て
、
や
っ
と
行
け
る
と
い
う
状
況
で
、
も
の
す

ご
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
い
方
が
多
か
っ
た
の
で
、
余
計
に
自
己
紹

介
も
盛
り
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
時
期
に
よ
っ
て
参
加
し
や
す
い
人

の
層
が
変
わ
り
、
便
の
雰
囲
気
が
違
っ
て
し
ま
う
の
で
、
進
め
方
の
コ

ツ
に
違
い
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
自
己
紹
介
で
趣
味
と
か
、

素
を
出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
こ
の
人
な
ら
こ
う
い
う

役
割
が
で
き
そ
う
だ
っ
て
い
う
と
こ
ろ
を
、
皆
さ
ん
見
て
い
た
だ
い
て

た
と
い
う
と
こ
ろ
に
な
る
ん
で
す
か
ね
。 

 

～
会
話
の
重
要
性
～ 

山
本
：
夜
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
す
ご
く
仲
間
つ
く
り
の
役
に
立
っ
て

い
た
と
思
い
で
す
が
、
ど
ん
な
話
を
し
て
も
ら
っ
て
ま
し
た
か
？ 

大
橋
：
3
便
は
、
と
に
か
く
喋
り
ま
し
た
。
現
地
に
つ
い
て
か
ら
も

喋
り
、
自
己
紹
介
の
続
き
み
た
い
な
こ
と
を
ご
飯
食
べ
な
が
ら
や
っ
て
、

全
体
で
喋
る
の
が
終
わ
っ
た
ら
、
自
分
た
ち
の
班
ご
と
に
喋
る
と
い
う

こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
。
喋
る
こ
と
で
自
分
た
ち
の
人
間
関
係
を
つ
く

っ
て
い
っ
て
、
い
ろ
ん
な
も
の
を
つ
く
り
上
げ
ま
し
た
。 

奥
中
：
そ
の
日
あ
っ
た
反
省
や
対
応
を
話
し
し
て
ま
し
た
。
途
中
、
に

班
の
メ
ン
バ
ー
を
シ
ャ
ッ
フ
ル
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
聞
い
た
ら
、

僕
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
き
て
る
ん
だ
か
ら
、
チ
ー
ム
分
け
と
か
や
め

て
目
的
を
ち
ゃ
ん
と
し
ま
し
ょ
う
と
か
、
思
っ
て
い
る
こ
と
を
言
い
あ

っ
て
み
ん
な
で
答
え
を
出
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
し
ま
し
た
。
二
瓶

さ
ん
に
話
を
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ

れ
て
る
年
配
の
方
も
お
ら
れ
た
の
で
、
答
え
が
出
な
い
と
き
は
そ
の
方

に
バ
ラ
バ
ラ
の
雰
囲
気
を
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
り
、
そ
う
い
う
会
議

で
し
た
。
行
き
詰
ま
っ
た
ら
誰
か
に
振
れ
ば
、
と
い
う
感
じ
で
し
た
。 

太
田
：
基
本
的
に
活
動
班
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
、
そ
の
日
の
反
省
点
と
か

改
善
点
を
報
告
し
て
も
ら
い
、
他
の
メ
ン
バ
ー
に
も
気
づ
い
た
こ
と
を

言
っ
て
も
ら
う
。
あ
と
で
次
の
日
は
ど
う
し
よ
う
か
と
か
、
班
決
め
を

し
て
ま
し
た
。
そ
の
時
、
誰
か
が
お
菓
子
を
買
っ
て
、
み
ん
な
に
配
っ

て
食
べ
な
が
ら
と
い
う
の
が
多
か
っ
た
で
す
。
真
面
目
な
話
が
終
わ
る

と
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
話
を
は
じ
め
る
と
い
う
感
じ
で
し
た
。 

山
中
：
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
あ
っ
さ
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
日
の
反
省

だ
け
で
お
し
ま
い
、
次
の
日
の
こ
と
を
決
め
て
お
し
ま
い
み
た
い
な
感

じ
で
し
た
。
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
に
入
っ
て
た
と
思
い
ま
す
。 

中
田
：
そ
の
日
の
こ
と
、
起
こ
っ
た

こ
と
を
一
人
一
人
反
省
が
あ
れ
ば

と
い
う
感
じ
で
し
た
。
日
程
後
半
は
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
後
に
、
一
度
豚
汁

夕
飯
を
作
ろ
う
か
、
一
度
温
泉
に
行

こ
う
か
、
じ
ゃ
あ
い
つ
に
す
る
？
と

か
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
翌
日
の
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
練
習
を
消
灯
ぐ
ら
い
ま
で

や
っ
て
ま
し
た
。 

山
本
：
二
瓶
さ
ん
は
、
あ
ま
り
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
は
出
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
何
か
印
象
に
残
っ

た
こ
と
と
か
あ
り
ま
す
か
？ 

二
瓶
：
何
回
か
し
か
出
て
な
い
ん
で
す
が
、
そ
の
日
の
リ
ー
ダ
ー
が
、

今
日
は
こ
う
で
し
た
、
こ
う
い
う
問
題
が
あ
っ
た
、
と
い
う
報
告
で
し

た
。
私
の
方
か
ら
道
具
の
使
い
方
の
説
明
を
1
、
2
回
し
た
程
度
で
、

具
体
的
に
こ
う
し
て
く
だ
さ
い
、
あ
あ
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
話
は
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
の
中
で
、
体
育
館
に
物
干

し
す
る
場
所
が
な
い
、
シ
ャ
ワ
ー
に
行
く
階
段
が
危
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
作
り
ま
し
た
。
階
段
に
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
と
い
う
名
前

を
つ
け
ま
し
た
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
出
て
、
ご
意
見
を
拾
い
上
げ
ら
れ

た
の
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

山
本
：
基
本
的
に
は
、
夜
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
今
日
の
反
省
と
明
日
へ

の
準
備
は
し
て
く
だ
さ
い
と
、
事
務
局
か
ら
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
粛
々
と
ス
ム
ー
ズ
に
や
っ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
き

っ
か
け
に
色
々
話
を
広
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ン
バ
ー
に

合
わ
せ
て
つ
く
っ
て
い
く
も
の
だ
な
と
感
じ
ま
す
。
年
齢
層
と
か
違
え

ば
、
や
り
方
を
変
え
な
い
と
上
手
く
い
か
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
、

聞
い
て
て
感
じ
ま
す
。 

 

～
人
間
関
係
～ 

山
本
：
メ
ン
バ
ー
間
の
ト
ラ
ブ
ル
と
か
人
間
関
係
、
そ
の
辺
で
、
気
を

つ
け
た
こ
と
と
か
、
困
っ
た
こ
と
と
か
あ
り
ま
す
か
。 

大
橋
：
最
初
の
頃
は
、
被
災
地
の
状
況
が
本
当
に
大
き
く
変
わ
り
、
気

持
ち
的
に
も
不
安
定
な
方
が
出
て
き
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
誰
と
誰
が

喋
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
把
握
し
、
あ
の
人
は
、
こ
の
人
に
喋
っ
て

も
ら
っ
た
ら
い
い
な
と
か
、
も
の
す
ご
く
フ
ォ
ロ
ー
し
ま
し
た
。
お
互

い
を
気
遣
い
合
う
と
い
う
姿
勢
が
あ
っ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。 

奥
中
：
現
地
で
、
自
分
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
携
帯
で
写
真
を
撮
っ
て
い

る
こ
と
に
対
し
、
不
満
を
持
っ
た
方
が
い
た
ん
で
す
。
そ
の
不
満
が
、

す
ご
く
確
か
な
意
見
な
ん
で
す
。
現
地
で
写
真
を
撮
る
の
は
ど
う
か
と

い
う
強
い
思
い
に
対
し
て
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
中
で
班
長
さ
ん
が
気
を

配
っ
て
い
た
だ
い
て
、
各
自
で
写
真
を
撮
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
、
と

伝
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
見
を
き
ち
ん
と
聞
い
て
、
き
ち

ん
と
み
ん
な
に
周
知
す
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
役
割
を
し
て
く
れ
る
方

が
い
た
の
で
助
か
っ
た
と
い
う
の
は
あ
り
ま
し
た
。 

山
本
：
不
満
を
持
っ
た
方
が
直
接
言
っ
て
し
ま
う
と
、
か
な
り
き
つ
い

言
葉
に
な
っ
て
し
ま
う
と
か
、
尖
っ
た
表
現
に
な
る
の
で
、
誰
か
が
そ

れ
を
一
回
咀
嚼
し
て
伝
え
る
っ
て
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
、
か
な
り
マ

イ
ル
ド
に
納
得
で
き
ま
す
ね
。
お
互
い
に
納
得
で
き
る
や
り
と
り
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
他
に
も
い
ろ
い
ろ
き
っ
と
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、

一
週
間
ほ
ど
の
間
に
仲
良
く
な
っ
て
帰
っ
て
こ
ら
れ
れ
ば
、
概
ね
解
決

し
て
記
憶
に
残
ら
な
い
と
い
っ
た
と
こ
ろ
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。 

大
橋
：
3
便
の
場
合
、
内
側
よ
り
外
側
の
方
が
難
し
く
、
あ
る
団
体

さ
ん
を
ど
う
扱
う
か
と
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
か

け
た
り
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
時
は
、
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
が

対
外
的
な
も
の
は
全
部
引
き
受
け
て
上
手
く
ま
と
め
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

～
対
外
折
衝
～ 

山
本
：
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
っ
て
肩
書
き
が
つ
く
と
、
み
え
ボ 
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い
う
の
は
、
人
の
関
係
が
親
密
に
な
る
よ
う
に
僕
も
感
じ
ま
し
た
。 

二
瓶
：
誕
生
日
会
は
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
が
や
っ
て
ま
す
ね
。
非
日

常
的
な
形
で
来
て
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
の
は
、
あ

っ
と
い
う
間
に
盛
り
上
が
る
ん
で
す
よ
ね
。
は
た
か
ら
様
子
を
見
て
い

て
、
非
常
に
こ
っ
ち
も
楽
し
く
な
り
、
良
か
っ
た
で
す
。 

大
橋
：
ラ
ジ
オ
体
操
を
始
め
た
ま
し
た
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

二
瓶
：
毎
朝
、
毎
朝
。 

大
橋
：
3
便
か
ら
始
ま
っ
た
ん
で
す
。 

太
田
：
22
便
の
方
は
経
験
者
が
何
人
か
い
る
中
、
リ
ー
ダ
ー
は
経
験

者
じ
ゃ
な
い
と
い
う
状
態
で
し
た
。
前
の
便
は
こ
う
だ
っ
た
と
す
ご
く

主
張
す
る
方
と
、
腰
を
据
え
て
リ

ー
ダ
ー
を
支
え
て
く
れ
る
方
が

い
て
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の

が
難
し
か
っ
た
と
い
う
の
が
あ

り
ま
し
た
。
経
験
者
の
方
に
、
い

き
な
り
リ
ー
ダ
ー
が
こ
う
し
て

く
だ
さ
い
と
言
う
の
で
は
な
く

て
、
上
手
く
相
談
し
て
意
見
を
決

め
た
上
で
、
み
ん
な
に
伝
え
て
い

く
と
い
う
方
法
を
取
り
ま
し
た
。

作
業
の
リ
ー
ダ
ー
を
わ
ざ
と
経

験
の
な
い
人
に
し
て
も
ら
い
、
経
験
者
に
支
え
て
も
ら
う
と
い
う
形
を

と
り
ま
し
た
。
そ
う
な
る
と
、
経
験
者
の
方
は
支
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
、

経
験
の
な
い
人
は
、
経
験
者
に
相
談
し
て
、
と
い
う
感
じ
で
上
手
く
い

っ
た
の
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。 

山
本
：
経
験
者
と
の
接
し
方
っ
て
、
仰
る
と
お
り
難
し
い
と
思
い
ま
す
。 

奥
中
：
意
識
的
に
リ
ー
ダ
ー
っ
て
い
う
存
在
が
あ
る
の
で
、
そ
の
人
を

立
て
る
と
い
う
こ
と
も
難
し
い
で
す
。
い
ろ
ん
な
人
の
意
見
を
、
直
接

リ
ー
ダ
ー
に
伝
え
て
し
ま
う
と
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
は
不
快
に
感
じ
る

こ
と
を
ど
う
噛
み
砕
く
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
難
し
か
っ
た
で
す
。 

山
本
：
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
や
役
割
分
担
を
事
務
局
と
し
て
お

願
い
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
い
う
意
味
で
は
本
来
同
じ
立
場
な
ん
で
す
が
、
そ
こ
に
リ
ー
ダ
ー
・

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
な
ど
の
役
割
を
つ
け
て
、
責
任
感
に
温
度
差
を
つ
け
て

し
ま
う
と
い
う
や
り
方
で
、
違
和
感
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

 

二
瓶
：
ど
う
い
う
い
き
さ
つ
に
し
て
も
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
に

指
名
さ
れ
て
作
業
に
入
り
ま
す
よ
ね
。
そ
の
時
に
、
私
の
立
場
と
し
て

は
、
話
す
対
象
は
班
長
や
リ
ー
ダ
ー
、
そ
し
て
そ
の
作
業
の
リ
ー
ダ
ー

で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
人
が
い
る
の
と
い
な
い
の
と
で
は
、
物

事
の
進
め
方
が
全
然
違
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
人
が
ど
う
思
っ
て
い

る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
一
つ
の
目
的
を
持
っ
て
作
業

に
当
た
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
リ
ー
ダ
ー
は
絶
対
必
要
で
す
。 

中
田
：
初
め
て
の
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
の
で
す
が
、
と
り
あ
え
ず
こ

れ
を
や
れ
ば
い
い
と
言
わ
れ
、
少
し
気
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。 

山
本
：
中
田
さ
ん
の
便
は
人
数
が
少
な
か
っ
た
か
ら
、
み
ん
な
何
ら
か

の
役
を
さ
れ
た
わ
け
で
す
ね
。
役
の
な
い
人
は
い
な
か
っ
た
の
で
す
か
。 

中
田
：
い
な
か
っ
た
で
す
。 

山
本
：
あ
ま
り
違
和
感
な
く
、
役
割
分
担
を
し
た
っ
て
い
う
感
覚
な
ん

で
す
ね
。 

山
中
：
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
が
い
な
い
と
、
動
け
な
い
部
分
が

あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
役
が
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
活
動
し
て
い
く
中

で
自
然
と
そ
う
い
う
役
割
は
出
て
く
る
と
思
い
ま
し
た
。 

二
瓶
：
ず
っ
と
見
て
て
、
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
で
こ
の
人
は
向

い
て
い
な
い
な
と
い
う
の
は
い
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

山
本
：
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
を
選
ん
で
い
た
事
務
局
と
し
て
、

何
か
コ
メ
ン
ト
は
あ
り
ま
す
か
？ 

若
林
：
皆
さ
ん
同
士
は
説
明
会
で
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
る
わ
け
で
す
が
、

事
務
局
は
名
簿
と
座
席
表
が
あ
る
の
で
、
名
前
も
顔
も
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
説
明
会
を
受
け
て
い
る
様
子
を
観
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
質
問
さ

れ
る
様
子
、
眼
差
し
、
姿
勢
、
あ
と
は
職
業
、
年
齢
、
経
験
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
を
加
味
し
た
う
え
で
お
願
い
し
ま
し
た
。
相
対
的
に
見
せ
て

い
た
だ
い
て
、
目
に
狂
い
は
な
か
っ
た
と
自
画
自
賛
を
し
て
お
り
ま
す
。

あ
と
、
何
回
か
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
人
は
、
前
の
便
は
こ
う
だ
っ

た
と
引
き
ず
ら
れ
る
方
が
多
い
の
で
、
あ
え
て
リ
ー
ダ
ー
を
お
願
い
し

な
い
と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
。
県
外
や
、
最
初
の
頃
は
国
外
の
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
三
重
県
の
方
に
お
願
い
し
ま
し
た
。 

山
本
：
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
工
夫
と
い
う
の
が
、
い
ろ
ん
な
人
が

集
ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
大
き
な
要
素
で
あ
り
重
要
点
と
思
い

ま
す
。
ど
れ
だ
け
一
丸
に
な
れ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
半
分
以
上
成

果
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。 

 

～
人
を
見
極
め
る
～ 

山
本
：
人
選
を
行
う
際
に
気
に
し
た
こ
と
と
か
あ
り
ま
す
か
？ 

奥
中
：
バ
ス
で
の
自
己
紹
介
で
、
全

員
の
座
席
表
を
書
き
、
そ
こ
に
趣
味

や
年
齢
な
ど
を
メ
モ
し
て
、
そ
れ
を

見
な
が
ら
自
分
の
感
覚
や
も
う
一

人
の
サ
ブ
と
相
談
、
そ
し
て
リ
ー
ダ

ー
に
伝
え
て
、
と
い
う
や
り
方
を
し

ま
し
た
。
自
己
紹
介
は
そ
の
人
を
知

る
た
め
に
必
要
と
思
い
ま
す
。 

山
本
：
で
は
、
非
常
に
テ
ク
ニ
カ
ル

な
ノ
ウ
ハ
ウ
で
す
け
ど
、
こ
ん
な
自

己
紹
介
を
し
て
も
ら
え
ば
、
そ
の
人

と
な
り
が
分
か
る
と
か
、
こ
う
い
う
質
問
で
そ
の
人
を
探
っ
た
み
た
い

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

奥
中
：
趣
味
で
す
。
山
岳
部
で
あ
っ
た
り
と
か
、
ス
ケ
ボ
ー
で
あ
っ
た

り
。 

太
田
：
今
は
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
く
と
、
そ
こ
か
ら
広
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。
堅
い
話
じ
ゃ
な
く
て
、
柔
か
い
話
を
し
て
。 

山
中
：
自
己
紹
介
は
最
初
の
人
が
短
い
と
短
く
な
る
の
で
、
一
人
2
分

間
自
己
紹
介
と
か
、
そ
ん
な
指
定
を
し
な
い
と
難
し
い
ん
だ
な
っ
て
い

う
の
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
16
人
中
11
人
が
学
生
で
し
た
の
で
、

も
っ
と
丁
寧
に
説
明
し
な
い
と
い
け
な
い
部
分
が
あ
っ
た
の
か
な
と

思
い
ま
し
た
。 

山
本
：
最
初
の
人
の
自
己
紹
介
が
短
い
と
、
痛
い
目
に
あ
う
ぞ
、
と
い

う
事
で
す
ね
。 

大
橋
：
私
た
ち
の
場
合
、
一
人
の
自
己
紹
介
が
長
い
ん
で
す
。
話
が
途

切
れ
る
人
が
い
る
と
、
み
ん
な
が
質
問
す
る
癖
が
つ
く
の
で
、
面
白
か 
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合
は
苦
労
す
る
か
な
と
い
う
の
も
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
配
車
係
の
車

が
他
の
車
と
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
、
そ
う
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
続
き
ま

し
た
が
、
そ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
、
み
ん
な
で
ど
う
対
応
し
て
い
こ

う
か
と
い
う
話
し
合
い
も
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
8
便
ま
で
に

築
き
上
げ
て
い
た
だ
い
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
確
立
し

て
い
て
く
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
助
か
っ
た
面
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

山
本
：
そ
の
怪
我
や
事
故
が
出
た
便
は
、
確
か
に
記
憶
に
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
う
時
の
緊
急
対
応
は
、
便
の
中
で
も
し
つ
つ
、
ボ
ラ
セ
ン

に
も
報
告
し
、
み
え
の
事
務
局
に
も
連
絡
し
て
と
な
り
ま
す
が
、
リ
ー

ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
で
手
分
け
を
し
て
対
応
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
他
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
か
。 

奥
中
：
事
故
を
し
た
時
に
、
相
手
の
方
に
申
し
訳
な
い
と
菓
子
折
り
を

段
取
り
し
て
く
れ
た
女
性
の
方
が
い
ま
し
た
。
み
ん
な
が
自
発
的
に
行

動
し
て
下
さ
る
、
そ
う
い
う
雰
囲
気
だ
っ
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。 

山
本
：
夜
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
皆
に
考
え
て
も
ら
う
と
。 

奥
中
：
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
な
い
と
、
リ
ー
ダ
ー
と
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
だ
け

で
考
え
て
も
進
ま
な
い
と
思
い
ま
す
。
難
し
い
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
も
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
の
は
、
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

太
田
：
19
便
は
経
験
者
が
誰
も
お
ら
ず
、
知
ら
な
い
者
同
士
で
人
間

関
係
を
つ
く
る
の
が
一
番
苦
労
し
た
と
こ
ろ
と
思
い
ま
す
。
最
初
の
自

己
紹
介
が
終
わ
っ
た
あ
と
も
、
な
か
な
か
会
話
が
弾
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
初
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
着
い
て
食
事
の
際
に
メ
ン
バ
ー
の
一
人

が
、
皆
で
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
よ
う
と
声
を
か
け
て
く
れ
て
、
そ
こ
か

ら
一
気
に
輪
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
す
ご
く
助
か
っ
た

で
す
ね
。
現
地
に
つ
い
て
か
ら
話
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
き
っ
か
け
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
少
し
心
無
い
発
言

を
し
、
そ
れ
を
聞
い
た
他
の
メ
ン
バ
ー
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
し
ま
う

か
も
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
リ
ー
ダ
ー
が
、
ど
ち
ら

に
も
波
風
を
立
た
な
い
よ
う
に
、
そ
の
場
を
上
手
く
収
め
て
く
れ
た
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

山
中
：
私
は
、
15
便
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
て
、
15
便
リ
ー

ダ
ー
の
記
録
日
記
を
全
部
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
持
っ
て
行
っ
た
ん

で
す
。
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
は
初
参
加
で
、
私
し
か
経
験
者
が

い
な
い
状
況
で
し
た
の
で
、
ど
う
し
て
も
仕
切
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
り

ま
し
た
。
あ
と
、
学
生
さ
ん
が
多
く
て
困
っ
た
の
が
配
車
係
で
す
。
当

時
は
、
ボ
ラ
セ
ン
か
ら
の
配
車
が
少
な
く
、
私
個
人
的
に
は
学
生
さ
ん

に
運
転
を
し
て
も
ら
う
の
は
嫌
だ
っ
た
ん
で
す
。
近
い
距
離
で
は
あ
り

ま
す
が
、
何
か
起
こ
っ
た
と
き
に
若
い
学
生
さ
ん
た
ち
に
責
任
感
を
負

わ
せ
る
の
は
申
し
訳
な
い
の
で
、
決
め
る
の
に
困
り
ま
し
た
。
活
動
自

体
は
、
二
瓶
さ
ん
の
開
拓
さ
れ
た
保
育
園
で
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が

毎
日
、
8
月
31
日
で
避
難
所
が
閉
鎖
と
い
う
時
だ
っ
た
の
で
、
支
援

物
資
の
搬
出
作
業
と
掃
除
や
片
付

け
、
あ
と
本
の
乾
拭
き
作
業
と
い
う

の
が
あ
っ
て
、
延
々
と
本
を
拭
く
と

い
う
、
そ
の
三
つ
が
メ
イ
ン
の
活
動

だ
っ
た
の
で
、
危
険
を
伴
う
活
動
と

い
う
の
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。
参
加

さ
れ
た
学
生
さ
ん
た
ち
の
中
に
は
、

「
以
前
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や

っ
て
ま
す
」
と
、
や
る
気
満
々
で
読

み
聞
か
せ
に
行
っ
た
も
の
の
、
子
ど

も
た
ち
の
心
が
つ
か
み
き
れ
ず
に

「
失
敗
し
た
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
い
い
経
験
に
な
っ
た

の
か
な
と
か
思
い
ま
し
た
。 

中
田
：
35
便
は
8
人
で
し
た
。
男
性
3
人
女
性
5
人
。
男
性
の
方
は

結
構
慣
れ
て
い
る
方
で
、
女
性
5
人
の
う
ち
3
人
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

自
体
初
め
て
で
し
た
。
け
ど
人
数
が
少
な
い
分
、
誰
か
が
何
か
を
や
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
の
で
、
役
割
分
担
は
み
ん
な
や
り
ま
す
っ

て
言
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
。
本
当
に
最
後
の
方
の
便
だ
っ
た
の
で
、
い

ろ
ん
な
点
で
確
立
し
て
も
ら
っ
て
あ
っ
た
の
で
、
苦
労
と
い
う
苦
労
は

あ
ま
り
感
じ
な
か
っ
た
ん
で
す
。 

山
本
：
二
瓶
さ
ん
は
、
現
地
に
滞
在
し
て
、
長
く
い
ろ
ん
な
便
を
見
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
苦
労
し
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
は
、
ど
う
で

し
た
？ 

二
瓶
：
夜
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
、
私
は
意
識
的
に
出
席
し
な
か
っ
た

ん
で
す
。
私
は
あ
く
ま
で
も
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
い

う
の
は
現
地
活
動
の
作
業
段
階
で
の
お
手
伝
い
だ
と
思
い
、
ボ
ラ
パ
ッ

ク
の
人
と
は
距
離
を
置
く
べ
き
だ
ろ
う
と
私
な
り
に
考
え
ま
し
た
。
た

だ
、
最
初
か
ら
し
っ
く
り
き
て
る
グ
ル
ー
プ
、
な
ん
と
な
く
し
っ
く
り

し
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ
、
そ
う
い
う
の
は
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
意
識
し

て
い
た
の
か
、
私
な
り
の
隠
れ
た
名
物
の
ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
に
、
グ
ル

ー
プ
全
員
で
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
て
帰
る
と
い
う
機
会
を
設
け
た
り
、
あ

る
い
は
、
私
の
手
元
に
魚
の
材
料
が
手
に
入
っ
た
時
、
鍋
を
作
っ
て
、

鍋
を
囲
ん
で
み
ん
な
で
食
べ
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
機
会

を
何
回
か
つ
く
っ
た
り
し
ま
し
た
。
要
は
、
全
く
見
ず
知
ら
ず
の
集
ま

り
が
、
一
週
間
の
中
で
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
物
事
に
対
処
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
い
か
に
大
事
な
こ
と
か
を
、
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
肌
で
感

じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
現
地
に
詰
め
て
る
人
間
の
役
割
と
い
う
か
、

仕
事
の
一
部
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
一
つ
の
結
果
と
し
て
、

み
え
ボ
ラ
の
成
果
と
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

山
本
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
胃
袋
で
仲
間
つ
く
り
を
す
る
と
い

う
の
は
、
す
ご
く
大
事
で
す
ね
。
見
ず
知
ら
ず
の
人
間
が
い
き
な
り
集

ま
っ
て
チ
ー
ム
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
、
と
放
り
出
さ
れ
て
簡
単
に
仲
良

く
な
れ
る
わ
け
が
な
い
。
た
だ
、
何
か
し
ら
お
手
伝
い
が
し
た
い
っ
て

い
う
方
向
性
は
、
皆
さ
ん
一
致
し
て
い
ま
す
。
そ
の
方
向
性
を
い
か
に

仲
良
く
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
は
、
こ
れ
か
ら
の
大

事
な
ノ
ウ
ハ
ウ
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。 

 

～
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
つ
く
り
～ 

山
本
：
見
ず
知
ら
ず
の
人
が
多
い
チ
ー
ム
を
ま
と
め
て
い
く
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
ど
ん
な
工
夫
を
し
た
か
、
教
え
て
く

だ
さ
い
。 

大
橋
：
会
社
で
リ
ー
ダ
ー
的
に
動
い
て
い
る
人
を
責
任
者
に
し
、
そ
の

人
を
中
心
に
、
み
え
ボ
ラ
だ
け
で
ご
飯
を
食
べ
、
喋
る
こ
と
を
心
が
け

ま
し
た
。
知
ら
な
い
者
同
士
が
一
緒
に
な
る
と
い
う
の
は
、
と
に
か
く

一
緒
に
喋
る
時
間
を
多
く
持
た
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。 

奥
中
：
こ
れ
も
胃
袋
の
話
に
な
っ
て
く
る
ん
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
の
誕

生
日
会
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
特
別
に
美
味
し
い
も
の
を

食
べ
て
、
み
ん
な
で
馬
鹿
な
こ
と
を
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
胃
袋
と
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大橋克哉さん 

  

平
成
23
年
度
の
み
え
発
！
ボ
ラ
パ
ッ
ク
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
添
乗
せ

ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
み
で
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

一
か
ら
チ
ー
ム
を
つ
く
り
あ
げ
る
「
自
己
組
織
化
」
に
つ
い
て
、
当

時
の
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

出
席
者 

大
橋
克
哉
さ
ん
（
ボ
ラ
パ
ッ
ク
第
3
便
リ
ー
ダ
ー
） 

奥
中
雄
二
さ
ん
（
ボ
ラ
パ
ッ
ク
第
8
便
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
） 

太
田
安
彦
さ
ん
（
ボ
ラ
パ
ッ
ク
第
19
・
22
便
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
） 

山
中
千
聡
さ
ん
（
ボ
ラ
パ
ッ
ク
第
24
便
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
） 

中
田
一
美
さ
ん
（
ボ
ラ
パ
ッ
ク
第
35
便
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
） 

二
瓶
健
さ
ん
（
み
え
ボ
ラ
サ
ポ
ー
タ
ー
） 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー 

若
林
千
枝
子
（
み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
） 

松
岡
佑
美
（
み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
） 

聞
き
手 

山
本
康
史
（
み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長
） 

（
以
後 

敬
称
略
） 

 

山
本
：
忙
し
い
と
こ
ろ
本
当
に
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
み

え
の
ボ
ラ
パ
ッ
ク
は
、
バ
ス
に
添
乗
員
が
乗
っ
て
な
い
と
い
う
こ
と
が

特
徴
で
し
た
。
現
地
活
動
も
参
加
者
の
中
か
ら
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
を
決
め
て
い
た
と
い
う
の
が
一
つ
の
特
徴
で
、
私
た
ち
は
自
己
組

織
化
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
苦
労
と
か
、
良
か
っ
た
こ
と
と
か
、
実

体
験
の
中
か
ら
次
に
つ
な
が
る
よ
う
な
お
話
を
聞
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
進
行
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の

山
本
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

大
橋
：
3
便
の
リ
ー
ダ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
大
橋
で
す
。

初
め
て
の
リ
ー
ダ
ー
体
験
で
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

奥
中
：
第
8
便
の
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
奥
中
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

太
田
：
太
田
安
彦
で
す
。
19
便
と
22
便
の
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
で
行
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

山
中
：
24
便
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
山
中
で
す
。
大
学
生
の
参
加
者
が

と
て
も
多
い
便
で
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

中
田
：
中
田
で
す
。
35
便
に
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

二
瓶
：
ひ
ょ
ん
な
縁
か
ら
、
み
え
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
わ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
5
便
か
ら
36
便
ま
で
の
約
半
年
、
お
付
き
合
い

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
で
き
た
こ
と
が
、

私
に
と
っ
て
気
持
ち
の
中
で
非
常
に
大
き
な
大
き
な
財
産
に
な
り
ま

し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
人
的
な
つ
な
が
り
も
で
き
た
こ
と
は
、
私
の
宝

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

～
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
～ 

山
本
：
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
は
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
、

こ
う
い
う
苦
労
が
あ
っ
た
、
と
い
う
の
を
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。 

大
橋
：
ま
だ
、
あ
ま
り
情
報
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
行
き
ま
し
た
。
出
発

当
日
、
ま
ず
バ
ス
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
班
の
責
任
者
を
決
め
て
く
だ
さ

い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
初
対
面
の
者
が
32
人
、
責
任
者
を
決
め
る
と

い
う
時
も
何
も
情
報
が
な
い
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
到
着
す
る
ま

で
自
己
紹
介
を
延
々
と
や
っ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
と
に
か
く
何
か
役

に
立
ち
た
い
と
い
う
想
い
の
方
々
ば
か
り
で
し
た
の
で
、
責
任
者
も
心

良
く
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
32
人
の
気
持
ち
は

一
緒
で
し
た
。
現
地
の
引
継
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
後
ボ

ラ
セ
ン
）
の
運
営
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
聞
き
、
ど
う
し
た
ら
い

い
ん
だ
ろ
う
？
と
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
ず
っ
と
や
っ
て
い
ま
し
た
。

い
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
連
帯
感
の
強
い
3
便
で
し
た
。 

山
本
：
そ
こ
で
苦
労
し
た
な
と
い
う
部
分
は
ど
こ
で
す
か
？ 

大
橋
：
時
間
が
な
い
中
で
引
き
継
ぎ
ま
し
た
の
で
、
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
と
い
う
の
も
、
全
部
自
分
た
ち
で
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

3
便
の
時
期
で
も
、
ま
だ
ま
だ
み
え
ボ
ラ
の
位
置
と
い
う
の
が
不
明

確
だ
っ
た
ん
で
す
。
静
岡
県
、
長
野
県
、
全
社
協
、
事
務
室
の
一
角
で

陣
取
っ
て
る
方
、
い
ろ
ん
な
方
が

い
る
中
で
、
み
え
ボ
ラ
の
位
置
が

非
常
に
難
し
く
、
み
え
ボ
ラ
が
一

旦
引
い
て
し
ま
う
と
ボ
ラ
セ
ン

自
体
が
動
か
な
い
と
い
う
こ
と

も
あ
り
え
る
か
も
し
れ
な
い
、
そ

こ
が
も
の
す
ご
く
気
を
遣
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。
ボ
ラ
セ
ン
と
い
う

箱
物
の
中
で
、
役
割
と
か
が
明
確

に
な
っ
て
い
れ
ば
い
い
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
な
か
っ
た
の
で
非
常
に
苦

労
し
た
ん
で
す
。
で
す
が
、
そ
れ
が
な
か
っ
た
か
ら
、
次
の
人
に
自
分

た
ち
の
苦
労
を
さ
せ
た
ら
い
け
な
い
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
で
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
き
っ
ち
り
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
の
方
々
は

本
当
に
苦
労
し
な
が
ら
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
し
た
が
、
3
便
で
も

ま
た
苦
労
は
あ
り
ま
し
た
。 

山
本
：
1
便
～
5
便
ま
で
は
、
現
地
の
ボ
ラ
セ
ン
運
営
を
み
え
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
て
、
セ
ン
タ
ー
の
中
に
ず

っ
と
い
ま
し
た
の
で
、
非
常
に
微
妙
な
空
気
感
を
よ
く
ご
存
知
だ
と
思

う
ん
で
す
が
、
難
し
か
っ
た
で
す
ね
。
8
便
の
奥
中
さ
ん
は
、
ど
ん

な
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
？
。 

奥
中
：
顔
も
見
た
こ
と
な
い
、
喋
っ
た
こ
と
も
な
い
人
ば
か
り
で
し
た

の
で
、
バ
ス
の
中
で
の
役
割
分
担
・
人
選
が
非
常
に
難
し
か
っ
た
で
す
。

8
便
は
が
れ
き
撤
去
が
メ
イ
ン
で
、
現
地
へ
行
け
ば
常
に
ト
ラ
ブ
ル

だ
ら
け
で
し
た
。
が
れ
き
撤
去
中
に
、
土
の
う
袋
か
ら
出
て
い
る
ガ
ラ

ス
で
脚
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
方
が
い
て
、
た
ま
た
ま
看
護
師
の
方
が
お

ら
れ
た
の
で
応
急
処
置
は
出
来
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
方
が
い
な
い
場 
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規
模
で
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
ボ
ラ
パ
ッ
ク
と
い
う
手
法

を
身
に
つ
け
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
構
成
団
体
や
予
算
付
け
な
ど
は
特

に
変
え
る
こ
と
な
く
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
時
代
の
要
請
で
や
る
こ
と

が
増
え
て
い
る
中
で
、
幹
事
団
体
の
再
構
成
を
含
め
、
見
直
す
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

か
た
や
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
時
に
支
援
セ
ン
タ
ー
は
ど
う
い
う
形
、

機
能
を
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
と
い
う
絵
が
、
ま
だ
全
員
違
う
と

思
い
ま
す
。
南
北
に
長
い
海
岸
線
に
津
波
を
受
け
る
三
重
県
で
、
例
え

ば
29
市
町
に
ひ
と
つ
ず
つ
し
か
市
町
ボ
ラ
セ
ン
を
設
置
し
な
い
と
考

え
て
い
る
な
ら
、
実
際
に
は
設
置
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
民
間
設
置
の
ボ
ラ

セ
ン
に
集
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ケ
ア
は
で
き
な
く
な
る
。
南
海
ト
ラ
フ

の
状
況
を
き
ち
ん
と
押
さ
え
て
か
ら
の
議
論
じ
ゃ
な
い
と
、
で
き
な
い

想
定
の
上
に
で
き
な
い
計
画
を
重
ね
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。 

鳥
井
：
4
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
支
援
み
え
宣
言
の
時
に
企
業
関

係
者
の
所
に
行
っ
た
時
、
僕
た
ち
の
す
る
こ
と
は
賛
同
署
名
だ
け
で
い

い
の
か
、
協
力
で
き
る
こ
と
は
す
る
よ
、
と
い
う
温
か
い
言
葉
も
掛
け

て
頂
き
ま
し
た
の
で
、
そ
う
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
広
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
の
支
援
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
の
ド
タ
バ
タ

を
教
訓
に
基
金
を
置
き
、
ま
た
、
そ
の
基
金
の
中
に
個
人
や
企
業
か
ら

寄
付
を
受
け
ら
れ
る
受
け
皿
の
意
味
合
い
も
持
た
せ
た
つ
も
り
で
す

が
、
県
が
集
め
る
基
金
で
は
自
由
な
融
通
が
利
く
経
費
に
は
充
て
づ
ら

い
。
そ
う
い
う
所
は
や
は
り
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
旗
を
立
て
て
支
援

金
を
募
ら
な
い
と
や
っ
ぱ
り
他
に
と
ら
れ
て
し
ま
う
。
愛
知･

静
岡･

三
重
と
み
ん
な
や
ら
れ
た
時
、
静
岡
の
よ
う
な
防
災
先
進
県
、
愛
知
の

よ
う
な
人
口
や
団
体
の
多
い
大
御
所
相
手
に
三
重
が
ど
こ
ま
で
食
い

込
め
る
か
と
考
え
る
と
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
大
き
い
と
思
う
。
三

重
が
世
界
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
い
か
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
体
制
を
三

重
県
が
県
の
中
に
作
れ
る
か
と
い
う
所
が
大
事
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

最
後
に
、
今
回
の
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
と
か
体
制
は
個
人
に
頼
り

す
ぎ
て
い
る
部
分
が
あ
る
の
で
、
も
っ
と
組
織
と
し
て
強
固
で
継
続
的

な
も
の
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

山
口
：
ま
ず
、
お
金
の
面
で
は
共
同
募
金
会
と
協
力
し
て
い
く
方
が
良

い
の
で
は
な
い
か
と
個
人
的
に
は
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
課
題
で
感
じ
る
の
は
、
そ
も
そ
も
支
援
セ
ン
タ

ー
の
あ
り
方
、
何
を
す
る
と
こ
ろ
な
の
か
と
い
う
事
を
幹
事
団
体
の
み

ん
な
で
共
有
で
き
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
。
幹
事
団
体
の
関
わ
り

方
が
こ
れ
で
良
い
の
か
、
と
い
う
事
を
自
分
が
担
当
者
の
間
不
安
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
反
省
で
も
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
者
個
人
じ
ゃ
な
く
、
組
織
と
し
て
ど
れ
だ
け
支
援
セ
ン
タ
ー
を
自
分

た
ち
の
組
織
だ
と
思
っ
て
動
か
し
て
い
る
の
か
な
、
と
い
う
事
が
あ
り

ま
す
。
立
ち
上
げ
の
時
に
限
ら
ず
普
段
か
ら
の
支
援
セ
ン
タ
ー
の
あ
り

方
を
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

明
石
：
今
日
の
午
前
に
支
援
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
訓
練
を
し
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
も
、
「
今
日
は
訓
練
だ
か
ら
来
た
け
ど
実
際
に
は
こ
ち

ら
に
来
ら
れ
な
い
」
「
自
分
の
団
体
で
も
仕
事
が
増
え
る
の
だ
か
ら
こ

っ
ち
に
は
人
を
出
せ
な
い
」
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
支
援
セ
ン
タ

ー
を
立
ち
上
げ
る
と
決
ま
っ
た
ら
、
幹
事

団
体
は
担
当
者
の
仕
事
を
全
部
外
し
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
派
遣
す
る
く
ら
い
の
準
備

は
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
南
海

ト
ラ
フ
を
想
定
す
る
な
ら
特
に
そ
う
だ
し
、

県
外
の
支
援
と
な
る
と
議
論
は
あ
る
か
も

知
れ
な
い
け
れ
ど
、
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

の
際
の
準
備
・
覚
悟
を
各
幹
事
団
体
で
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

山
本
：
最
後
に
も
う
ひ
と
言
付
け
加
え
た
い
方
ど
う
ぞ
。 

亀
山
：
支
援
セ
ン
タ
ー
が
何
を
や
る
と
こ
ろ
な
の
か
、
原
点
に
戻
っ
て

南
海
ト
ラ
フ
で
起
き
る
地
震
に
向
き
合
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
水
害
支
援
か
ら
で
き
た
ボ
ラ
パ
ッ
ク
を
基
点
に
今
回
東
日
本
大
震

災
の
支
援
が
形
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
本
当
に
南
海
ト
ラ
フ
で

地
震
が
起
こ
っ
た
時
に
は
、
ボ
ラ
パ
ッ
ク
は
支
援
セ
ン
タ
ー
が
す
る
事

な
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
ま
ず
始
ま
る
と
思
い
ま
す
。
東
日
本
大

震
災
で
は
せ
ん
だ
い
・
み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
が
た
く
さ
ん
寄
付
を

集
め
て
支
援
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
助
成
（
再
配
分
）
し
て
い
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
形
で
の
動
き
も
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
み
え

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
の
か
、
で
き
な
い
な
ら
ど

こ
が
や
る
の
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
室
か
、
な
ど
。
県
域
で
そ
れ
ぞ
れ
得
意
不
得

意
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
合
っ
て
体
制
づ

く
り
を
や
っ
て
い
く
べ
き
か
な
と
思
い
ま
す
。 

端
無
：
も
し
南
海
ト
ラ
フ
の
地
震
が
起
き
て
、
日
本
に
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

三
重
県
に
入
っ
て
き
て
、
そ
こ
が
お
金
を
集
め
て
何
十
億
円
と
い
う
お

金
が
集
ま
る
の
が
い
い
の
か
、
三
重
県
の
み
ん
な
で
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん

で
世
界
に
発
信
し
て
三
重
県
に
入
る
よ
う
に
す
る
の
が
い
い
の
か
、
ち

ゃ
ん
と
話
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
災
害
が

起
き
る
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
入
っ
て
、
こ
こ
で
活
動
し
ま
し
た
、
寄
付
を
お
願

い
し
ま
す
っ
て
や
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
本
当
に
被
災
地
に
全
て
活
か

さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
ち
ょ
っ
と
。
そ
の
辺
考
え
て
も
ら
い
た
い

な
と
思
い
ま
す
。 

西
川
：
そ
ろ
そ
ろ
地
震
型
の
セ
ン
タ
ー
に
変
え
て
い
っ
て
も
い
い
時
期

に
来
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
そ
の
簡
易
版
と
し
て
の
水
害
向
け
セ
ン
タ

ー
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

古
川
：
今
回
、
セ
ン
タ
ー
長
個
人
に
結
構
負
担
を
か
け
て
し
ま
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
を
普
段
ど
う
維
持
す
る
か
、
代
表
を
誰
に
す
る
か
な
ど
も
含

め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

山
本
：
最
後
に
私
も
ひ
と
言
だ
け
言
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

今
回
の
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
で
私
が
後
悔
し
て
い
る
事
が

一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー
が
個
人
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
水
害
で
あ
れ
ば
個
人
を

た
く
さ
ん
送
り
込
め
ば
い
い
の
だ
け
れ
ど
、
地
震
の
場
合
は
そ
う
で
は

な
く
、
継
続
的
に
支
援
に
関
わ
っ
て
く
れ
る
組
織
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

す
る
方
が
、
も
っ
と
色
ん
な
事
が
で
き
た
と
思
う
。
ボ
ラ
パ
ッ
クⅡ

で

多
少
軌
道
修
正
は
で
き
た
つ
も
り
だ
け
ど
ま
だ
ま
だ
不
十
分
だ
っ
た
。

南
海
ト
ラ
フ
の
地
震
を
想
定
し
た
時
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー
は
組
織
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
み
な
さ
ん
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
感
じ
ま
し
た
。 

 

み
な
さ
ん
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

【
平
成
25
年
9
月
1
日
】 

明石須美子さん 



資 6 

ん
と
か
形
に
な
っ
た
け
ど
、
立
ち
上
げ
直
後
の
資
金
、
特
に
実
働
で
動

く
部
分
の
出
て
い
く
お
金
を
ど
う
確
保
す
る
か
は
非
常
に
大
き
な
課

題
と
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
次
の
災
害
に
備
え
て
４
０
０
万

円
と
い
う
三
重
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
促
進
基
金

（
以
後
、
基
金
）
を
つ
く
っ
て
確
保
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

も
ち
ろ
ん
足
り
な
い
よ
ね
、
と
い
う
部
分
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
と
思

い
ま
す
。 

鳥
井
：
災
害
発
生
時
、
い
か
に
は
や
く
旗

を
立
て
て
支
援
金
を
く
だ
さ
い
と
い
え
る

か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

大
規
模
災
害
時
に
、
三
重
に
く
だ
さ
い
と

い
え
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
っ
て
お
く
こ

と
が
大
切
。
例
え
ば
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

を
通
じ
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
で

募
金
を
集
め
る
方
法
が
あ
る
ら
し
い
け
ど
、

そ
う
い
う
方
法
な
ら
世
界
か
ら
集
め
ら
れ

る
。
た
だ
、
手
続
き
が
面
倒
な
そ
う
な
の
で
、
も
っ
と
簡
素
に
使
え
て

小
口
も
大
口
も
含
め
て
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
寄
付
を
集
め
ら
れ
る

様
な
仕
組
み
を
考
え
て
お
い
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。 

亀
山
：
平
常
時
か
ら
通
帳
や
印
鑑
を
持
っ
て
い
る
の
は
強
い
で
す
よ
ね
。

東
日
本
大
震
災
の
時
は
そ
こ
を
一
か
ら
作
っ
て
い
た
と
い
う
経
緯
が

あ
る
の
で
、
通
常
か
ら
運
用
で
き
る
通
帳
を
持
っ
て
、
平
常
時
か
ら
寄

付
を
募
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
強
い
と
思
い
ま
す
。 

～
経
験
を
踏
ま
え
、
次
の
災
害
に
向
け
て
ひ
と
言
～ 

亀
山
：
一
つ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
中
間
支
援
組
織
と
の
関
わ
り
を
ど
う
し
て

い
く
の
か
と
い
う
点
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
中
間
支
援
組
織
の
方
々
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
運
営
に
関
し
て
日
頃
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
る
所
が
多

い
の
で
、
南
海
ト
ラ
フ
の
地
震
で
は
自
分
た
ち
の
事
と
し
て
現
地
の
災

害
ボ
ラ
セ
ン
な
り
セ
ン
タ
ー
に
関
わ
っ
て
運
営
に
力
を
貸
し
て
い
た

だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
今

回
経
験
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
難
し
か
っ
た
の
で
、
今
後
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
中
間
支
援
組
織
の
方
々
に
、
防
災
も
自
分
た
ち
の
活
動
範
囲
の
内

で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

も
う
一
点
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
。
企
業
等
か
ら
お
金
を
出
し
て

い
た
だ
く
な
ど
企
業
を
絡
め
て
い
こ
う
と
い
う
話
が
出
て
い
た
時
、
最

初
の
半
年
が
勝
負
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
5
月
以
降
は
私
自
身
が

関
わ
れ
な
く
な
り
企
業
ま
わ
り
の
話
も
立
ち
消
え
に
な
り
ま
し
た
が
、

お
金
を
い
た
だ
く
い
た
だ
か
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
企
業
に
は
お
願
い
し

ま
す
と
少
し
で
も
回
っ
た
ら
も
っ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
復
旧

復
興
の
力
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
、
と
感
じ
て
い
ま
す
。
南
海
ト

ラ
フ
の
地
震
が
起
こ
る
前
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
支
援
セ
ン
タ
ー
を
知

っ
て
も
ら
っ
て
企
業
貢
献
の
対
象
と
し
て
セ
ン
タ
ー
を
位
置
づ
け
て

い
た
だ
き
、
日
頃
か
ら
信
頼
関
係
を
築
け
る
と
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

加
藤
：
支
援
セ
ン
タ
ー
の
平
常
時
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
現
状
の
幹

事
団
体
に
よ
る
幹
事
会
に
い
る
人
は
、
担
当
が
毎
年
変
わ
っ
て
、
か
つ

事
務
局
が
な
い
組
織
な
の
で
過
去
の
蓄
積
が
弱
い
。
予
算
も
扱
っ
て
い

な
い
の
で
突
然
お
金
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
も
簡
単
に
使
え
な
い
と

い
う
課
題
が
あ
る
。
普
段
の
支
援
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

も
う
ひ
と
つ
は
お
金
の
話
で
、
今
後
災
害
時
に
向
け
て
基
金
を
４
０

０
万
円
積
み
立
て
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

初
動
経
費
を
な
ん
と
か
で
き
る
程
度
の
も

の
。
今
の
よ
う
に
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
が
支

援
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
と
考
え
る
と
事

務
局
の
運
営
経
費
っ
て
数
千
万
の
単
位
に

な
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
基
金
で
は
積
ん
で

い
な
い
し
、
当
初
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
あ
る

よ
う
な
、
幹
事
団
体
で
一
人
ず
つ
出
し
ま

す
と
い
う
の
は
、
地
元
の
災
害
な
ら
よ
り

い
っ
そ
う
難
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
ま
で
の
話
で
事
務
局
が
な
い
こ
と
が
課
題
だ
っ
た
と
い
う
事
な

の
で
す
か
ら
、
そ
こ
を
真
剣
に
突
き
詰
め
て
い
か
な
い
と
対
応
で
き
な

い
と
思
い
ま
し
た
。 

端
無
：
私
も
お
金
。
平
成
23
年
に
東
紀
州
で
水
害
が
あ
っ
た
時
、
近

所
が
被
災
し
て
支
援
活
動
の
お
金
集
め
に
結
局
苦
労
し
た
た
め
、
今
僕

が
主
催
し
て
い
る
団
体
は
１
０
０
万
円
の
ス
ト
ッ
ク
を
し
て
い
ま
す
。 

 

や
は
り
根
本
的
な
解
決
は
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
さ
れ
て
い
な
い
な,

と
感
じ
ま
す
。
事
務
局
と
金
、
と
い
う
話
は
切
り
離
せ
な
い
と
思
う
。

い
く
ら
県
が
お
金
を
出
し
て
く
れ
て
も
そ
れ
が
す
ご
い
紐
が
付
い
て

い
た
ら
意
味
が
無
い
の
で
、
初
動
に
自
由
に
使
え
る
お
金
と
い
う
の
は

今
の
う
ち
に
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

 

亀
山
さ
ん
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
中
間
支
援
組
織
の
話
を
さ
れ
て
い
て
、
僕
は
み

え
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
一
員
で
も
あ
り
幹
事
団
体
に

は
な
っ
て
い
る
が
、
支
援
セ
ン
タ
ー
が
こ
こ
に
で
き
る
と
い
う
協
定
は

あ
っ
た
と
し
て
も
み
え
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

関
わ
り
に
つ
い
て
全
然
話
し
合
い
が
で
き
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
の

で
、
そ
こ
も
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

支
援
セ
ン
タ
ー
が
現
地
に
対
し
て
物
や
金
を
投
入
す
る
シ
ス
テ
ム

が
あ
れ
ば
一
番
い
い
で
す
け
ど
、
次
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
時
に
本
当

に
で
き
る
の
か
と
い
う
不
安
は
あ
り
ま
す
。 

古
川
：
お
金
の
事
は
最
大
の
課
題
だ
っ
た
の
で
、
設
置
さ
れ
た
基
金
を

今
後
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
で
す
。
た
だ
、
課
題
は
あ
っ
た
と
し
て
も

今
回
は
大
き
な
方
向
性
や
ス
ピ
ー
ド
は
う
ま
く
機
能
し
て
い
た
の
で
、

そ
れ
が
後
退
し
な
い
よ
う
に
留
意
し
て
ほ
し
い
で
す
。 

 

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
は
、
標
的
が
絞
ら
れ
た
と
も
い
え
ま
す
。
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
、
幹
事
団
体
が
集
ま
っ
て
計
画
を
つ
く
る
。
県
外
の

災
害
に
も
支
援
に
い
く
。
他
人
事
じ
ゃ
な
く
、
将
来
助
け
て
貰
う
た
め

に
も
、
三
重
が
経
験
を
積
む
た
め
に
も
、
積
極
的
に
対
応
す
る
。 

私
は
今
回
信
頼
で
き
る
仲
間
が
い
た
の
で
不
安
を
感
じ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
う
い
う
核
に
な
る
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
と
外
と
の
繋
が

り
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
県
社
協
に
ど
ん

な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
い
て
貰
う
か
が
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

西
川
：
支
援
セ
ン
タ
ー
の
過
去
を
少
し
思
い
返
す
と
、
平
成
16
年
に

旧
海
山
町
や
旧
宮
川
村
の
水
害
が
あ
っ
て
活
動
し
、
そ
の
後
、
平
成
23

年
に
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
ま
し
た
。
実
は
こ
の
二
つ
に
は
大
き
な

違
い
が
あ
っ
て
、
昔
は
み
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
と
い
う
名

称
で
、
情
報
の
受
発
信
を
メ
イ
ン
と
す
る
組
織
構
成
メ
ン
バ
ー
や
予
算 

加藤俊輔さん 

鳥井早葉子さん 
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が
今
ど
の
部
分
の
パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス
を
集
め
て
い
る
か
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ
か
ら
、
チ
ー
ム
と
し
て
こ

れ
だ
け
の
人
数
を
要
す
る
幹
事
会
が
、
複
数
の
リ
ー
ダ
ー
性
あ
る
人
間

を
常
時
投
入
で
き
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

古
川
：
私
は
今
回
の
支
援
セ
ン
タ
ー
は
な
か
な
か
よ
く
対
応
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
行
政
だ
け
な
ら
あ
ん
な
広
が
り
を
も
っ
た
活
動
が
で

き
な
か
っ
た
。
事
前
に
幹
事
団
体
間
の
協
定
書
が
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
設

置
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
も
持
っ
て
い
た
3
月
14

日
の
臨
時
幹
事
会
の
時
点
で
活
動
期
間
は
3
年
と
い
う
話
が
で
て
い

た
し
、
当
面
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
3
月
末
ま
で
は
現
地
に
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
な
い
の
で
私
た
ち
は
準
備
。
4
月
末
頃
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

復
旧
、
そ
の
後
に
支
援
活
動
開
始
と
い
う
見
込
み
を
セ
ン
タ
ー
長
が
提

示
し
て
い
た
。
幹
事
団
体
の
仲
間
が
い
る
し
、
特
に
市
民
会
議
の
み
な

さ
ん
が
大
勢
で
セ
ン
タ
ー
に
詰
め
て
い
た
の
で
活
気
と
安
心
感
が
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
16
年
水
害
時
の
運
営
記
録
や
ボ
ラ
パ
ッ
ク
の

出
し
方
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
先
輩
方
が
残
し
て
く
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
手

探
り
の
対
応
な
ん
だ
け
ど
、
割
と
見
え
て
い
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。 

 

足
り
な
か
っ
た
の
は
、
今
ま
で
の
経
験

が
水
害
だ
っ
た
こ
と
。
水
害
対
応
は
精
々

一
ヶ
月
程
度
の
活
動
で
、
県
か
ら
の
予
算

も
な
く
、
無
理
を
で
き
る
人
が
力
技
で
何

と
か
し
て
き
た
。
で
も
今
回
は
3
年
想
定

な
の
で
力
技
で
は
い
け
な
い
。
こ
こ
か
ら

は
未
知
の
領
域
で
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

的
で
は
な
く
、
予
算
を
か
け
て
専
従
が
張

り
付
い
た
支
援
セ
ン
タ
ー
と
い
う
の
は
全

然
違
っ
た
。 

～
支
援
セ
ン
タ
ー
の
予
算
を
ど
う
確
保
し
た
の
か
～ 

山
本
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
古
川
さ
ん
か
ら
予
算
の
話
が
出
て

き
た
の
で
、
お
金
の
事
に
つ
い
て
話
を
展
開
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

鳥
井
：
専
従
職
員
を
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
支
援
セ
ン
タ

ー
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
室
も
忙
し
さ
で
共
倒
れ
に
な
る
な
と
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
東
日
本
大
震
災
支
援
関
連
で
専
決
予
算
（
緊
急

を
要
す
る
た
め
県
議
会
は
事
後
承
認
で
知
事
が
実
行
で
き
る
県
予
算

の
こ
と
）
の
話
が
あ
り
、
事
務
局
人
件
費
な
ど
の
予
算
が
取
れ
ま
し
た
。 

加
藤
：
行
政
は
、
な
ぜ
そ
れ
を
支
払
う
根
拠
が
あ
る
の
か
、
と
か
、
何

の
経
費
を
み
る
の
か
、
な
ど
、
細
か
い
部
分
が
必
要
で
す
。
今
回
は
最

初
そ
の
あ
た
り
が
不
明
瞭
で
、
そ
こ
は
み
ん
な
で
ど
ん
ど
ん
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
っ
た
の
で
す
が
、
今
後
に
向
け
て
は
、
今
回
の
経
験

を
踏
ま
え
て
事
前
に
あ
る
程
度
決
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
決
め
す
ぎ
る
と
柔
軟
に
対
応
で
き
な
い
部
分
が
出
て

く
る
の
で
そ
こ
は
難
し
い
で
す
が
。 

西
川
：
過
去
、
協
定
（
平
成
18
年
に
幹
事
団
体
同
士
で
締
結
し
た
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
に
関
す
る
協
定
書
）
の
中
に
金
銭
的
な

話
を
入
れ
る
と
締
結
が
難
し
く
な
る
ね
っ
て
こ
と
で
最
初
の
時
に
お

金
の
話
は
入
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
今
回
は
良
く
も
出
た
し

悪
く
も
出
ま
し
た
。 

古
川
：
総
額
こ
れ
く
ら
い
必
要
と
い
う
目
標
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
ど
う

負
担
し
、
ど
う
集
め
よ
う
と
い
う
形
で
進
み
ま
し
た
よ
ね
。
そ
の
中
で

三
重
県
が
ど
の
く
ら
い
だ
せ
る
か
、
予
算
部
局
に
ど
う
交
渉
し
よ
う
か

な
、
と
考
え
て
い
ま
し
た
。 

亀
山
：
4
月
半
ば
に
行
政
側
で
お
金
が
付
く
か
も
知
れ
な
い
と
い
う

話
が
で
る
ま
で
は
市
民
会
議
が
お
金
を
３
０
０
万
円
出
す
と
い
う
話

を
根
拠
に
い
ろ
い
ろ
な
事
務
作
業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
県
社
協
か
ら

も
１
０
０
万
円
く
ら
い
出
し
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
と
い
う
腹
積
も
り

も
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
は
企
業
か
ら
バ
ス
代
を
出
し
て
も
ら
お
う
と
か
、

他
に
活
動
支
援
金
を
県
民
に
呼
び
掛
け
て
集
め
よ
う
と
か
話
し
合
っ

て
い
ま
し
た
。 

 

市
民
会
議
が
バ
ス
代
の
半
額
を
企
業
に
負
担
し
て
も
ら
う
と
い
う

プ
ラ
ン
を
立
て
て
幹
事
会
に
予
算
計
画
を
提
出
し
、
そ
の
計
画
を
三
重

県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
室
・
男
女
グ
ル
ー
プ
の
辻
千
賀
子
さ
ん
が
書
き
換
え
て
予
算

確
保
に
動
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
も
し
、
県
予
算
が
確
保
で
き
な
け

れ
ば
企
業
に
お
願
い
し
て
と
当
初
は
考
え
て
い
ま
し
た
。 

鳥
井
：
バ
ス
代
の
補
助
の
予
算
が
取
れ
た
の
は
6
月
補
正
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
企
業
な
ど
に
寄
付
を
お
願
い
し
て
財
源
を
確
保
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。 

西
川
：
そ
の
為
に
、
4
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
み
え
宣
言
の
イ
ベ

ン
ト
で
も
、
な
る
べ
く
同
意
者
を
獲
る
た
め
に
知
事
と
か
三
重
大
学
長

と
か
の
印
鑑
を
集
め
よ
う
と
し
ま
し
た
よ
ね
。 

加
藤
：
今
は
三
重
県
の
半
分
負
担
が
当
た
り
前
の
様
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
当
時
は
企
業
向
け
に
文
章
を
作
っ
て
中
小
企
業
連
合
会
と
か
に
配

り
ま
し
た
ね
。
５
０
０
～
６
０
０
部
く
ら
い
。 

山
本
：
で
も
、
手
遅
れ
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。 

古
川
：
3
月
中
に
、
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
寄
付
す
る
と
き
の
振
込
手
数

料
を
無
料
に
し
て
も
ら
う
た
め
に
銀
行
へ
依
頼
に
行
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
時
に
「
銀
行
内
は
も
う
震
災
の
翌
日
に
声
を
掛
け
て
義
援
金
で
送

っ
た
よ
」
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
3
月
中
で
も
遅
か
っ
た
の
で

す
。
ま
た
、
連
合
三
重
は
独
自
の
活
動
も
さ
れ
て
い
た
し
、
ボ
ラ
パ
ッ

ク
へ
も
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
会
社
と
労
働
組
合
両
方
に
、
も
っ

と
早
い
時
期
に
声
を
掛
け
れ
ば
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
協
力
し
て
も
ら
え

た
と
思
い
ま
す
。 

端
無
：
先
遣
隊
を
派
遣
し
た
費
用
の
う
ち
私
が
紹
介
し
た
メ
ン
バ
ー
の

経
費
は
東
紀
州
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
が
日
本
財
団
か
ら
の
助
成

金
１
０
０
万
円
と
自
己
資
金
30
万
円
で
出
し
た
の
だ
け
ど
、
結
局
お

金
は
あ
っ
た
と
い
う
事
で
す
か
。 

古
川
：
先
遣
隊
派
遣
の
頃
が
一
番
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
ね
。
市
民
会
議

で
も
な
く
、
東
紀
州
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
で
も
な
く
、
支
援
セ
ン

タ
ー
と
し
て
先
遣
隊
を
出
す
と
い
う
時
に
、
そ
の
経
費
の
裏
付
け
が
な

か
っ
た
。
市
民
会
議
か
ら
の
寄
付
申
出
が
あ
っ
た
の
と
、
こ
れ
ま
で
の

実
績
か
ら
一
定
の
一
般
寄
付
や
助
成
金
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
決

定
的
な
財
源
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

ま
た
、
県
予
算
と
し
て
要
求
で
き
た
の
は
、
時
期
的
な
制
約
も
あ
っ

て
、
5
月
以
降
の
事
務
局
運
営
経
費
と
バ
ス
の
運
行
経
費
の
一
部
で

し
た
の
で
、
そ
れ
以
前
の
経
費
、
つ
ま
り
先
遣
隊
派
遣
の
経
費
な
ど
は

対
象
外
と
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
す
。 

な
お
、
初
動
時
の
先
遣
隊
に
つ
い
て
は
、
財
源
だ
け
で
な
く
、
権
限

や
能
力
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
今
後
の
大
き
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。 

山
本
：
つ
ま
り
、
お
金
集
め
に
つ
い
て
は
2
週
間
く
ら
い
周
回
遅
れ

で
は
じ
め
て
し
ま
っ
た
。
今
回
は
幸
い
専
決
予
算
が
取
れ
た
こ
と
で
な 

古川明郎さん 
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基
本
は
同
じ
で
す
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
形
作
る
中
で
後
方
支
援
部
門
が

他
に
吸
収
さ
れ
て
今
の
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

あ
と
、
組
織
図
の
前
に
、
私
と
セ
ン
タ
ー

長
と
の
間
の
共
通
認
識
と
し
て
、
こ
の
災
害

は
3
年
は
か
か
る
だ
ろ
う
と
い
う
感
覚
が
あ

り
ま
し
た
。
な
の
で
大
き
な
組
織
を
作
ら
な

い
と
い
け
な
い
な
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

先
遣
隊
は
、
今
思
う
と
情
報
班
と
し
て
情

報
を
と
っ
て
く
る
だ
け
い
う
と
こ
ろ
か
ら
現

地
の
実
情
に
組
み
込
ま
れ
て
対
策
班
の
仕
事

に
な
っ
て
し
ま
い
、
任
務
が
ど
ん
ど
ん
不
明

確
に
な
っ
て
い
た
と
感
じ
ま
す
。 

明
石
：
私
は
実
際
の
仕
事
と
そ
の
組
織
図
と
の
関
連
性
を
な
か
な
か
イ

メ
ー
ジ
で
き
な
く
て
、
最
初
は
す
ん
な
り
と
は
頭
の
中
に
入
ら
な
か
っ

た
で
す
。
や
っ
て
い
く
う
ち
に
こ
れ
が
い
い
か
な
ぁ
と
書
き
換
え
も
し

ま
し
た
。 

亀
山
：
組
織
図
は
や
っ
て
い
く
う
ち
に
変
え
て
行
く
の
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
た
の
で
、
私
も
あ
ま
り
と
ら
わ
れ
ず
に
動
い
て
い
ま
し
た
。 

西
川
：
立
ち
上
が
り
の
頃
は
事
務
局
も
な
か
っ
た
の
で
、
自
分
が
ど
の

部
分
の
仕
事
を
や
っ
て
い
る
と
意
識
し
す
ぎ
る
と
縦
割
り
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
あ
ま
り
意
識
し
な
い
方
が
良
い
か
な
、
と
は
思
い
ま
す
。 

 

今
回
立
ち
上
げ
時
の
支
援
セ
ン
タ
ー
で
一
番
弱
か
っ
た
の
は
広
報

部
門
。
私
達
が
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
情
報
発
信
が
内
に
対
し

て
も
外
に
対
し
て
も
非
常
に
弱
く
て
、
知
っ
て
い
る
人
だ
け
が
走
っ
て

し
ま
う
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
動
か
な
い
時
期
で

も
あ
る
け
ど
、
取
り
残
さ
れ
る
人
と
の
温
度
差
を
埋
め
る
努
力
が
組
織

（
幹
事
団
体
間
、
各
幹
事
団
体
構
成
員
の
間
）
で
、
で
き
て
い
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。 

明
石
：
人
の
手
が
限
ら
れ
て
い
る
中
で
広
報
は
後
回
し
に
な
っ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
ボ
ラ
パ
ッ
ク
が
動
き
出
す
前
の
頃
っ
て
、
発
生
す
る
仕

事
が
何
で
も
情
報
班
の
仕
事
に
な
っ
て
い
た
気
が
し
ま
す
。
今
思
う
と
、

班
分
け
す
る
前
に
、
仕
事
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
て
、
そ
れ
に
人
を
当
て

は
め
て
い
く
と
い
う
や
り
方
も
あ
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。 

亀
山
：
当
時
は
、
組
織
は
あ
っ
て
も
事
務
局
長
、
つ
ま
り
統
括
す
る
「
人
」

が
い
な
か
っ
た
の
で
、
仕
事
の
優
先
順
位
を
つ
け
て
ま
わ
す
と
い
う
形

で
は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
同
列
で
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
あ
れ

こ
れ
や
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
重
要
で
も
面
倒
な
仕
事
が
取
り
残
さ

れ
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
た
気
が
し
ま
す
。
い
つ
ま
で

に
何
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
知
っ
て
い
て
、
判
断
で
き
る
リ

ー
ダ
ー
の
も
と
で
進
め
る
体
制
が
必
要
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
手
挙
げ
方
式
の
限
界
と
私
は
感
じ
ま
し
た
。 

加
藤
：
あ
の
と
き
は
幹
事
団
体
そ
れ
ぞ
れ
が
何
を
し
て
い
る
の
か
正
直

言
っ
て
見
え
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
Ｎ
Ｐ

Ｏ
室
へ
は
た
く
さ
ん
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
対
応
が
大
変
で
し
た
。

み
な
さ
ん
が
自
立
分
散
型
で
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
持
っ
て

強
み
を
持
っ
て
動
い
て
い
る
の
を
ま
と
め
上
げ
て
い
く
事
が
で
き
れ

ば
本
当
に
す
ご
い
の
で
し
ょ
う
け
ど,

そ
う
い
う
情
報
共
有
が
で
き
て

な
か
っ
た
。
少
し
経
っ
て
か
ら
毎
日
夕
方
5
時
に
全
幹
事
団
体
の
担

当
が
集
ま
っ
て
会
議
す
る
事
に
し
ま
し
た
が
、
あ
ん
ま
り
効
果
が
無
か

っ
た
気
が
し
ま
す
。
顔
を
合
わ
せ
る
だ
け
で
情
報
処
理
で
き
る
訳
で
は

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
Ｍ
Ｌ
で
情
報
を
投
げ
合
う
だ
け
で
も
だ
め
で
、

統
括
で
き
る
人
が
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

端
無
：
自
分
は
先
遣
隊
の
時
に
そ
の
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
自
分

が
声
を
掛
け
て
先
遣
隊
に
行
っ
て
も
ら
っ
た
人
に
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ら
指
示
が
な
い
。
結
局
私
か
ら
指
示
を
出
し
て
市
民
会
議
の
Ｍ
Ｌ
に
そ

の
報
告
を
す
る
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
が
ど
こ
ま
で
共
有
さ
れ
て
い
る
か
も

わ
か
ら
な
い
。
自
分
の
関
わ
り
が
ど
の
程
度
認
め
ら
れ
て
い
る
の
か
分

か
ら
ず
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
も
、
先
遣

隊
派
遣
の
経
緯
を
知
ら
な
い
人
が
出
た
り
す
る
。
最
後
は
セ
ン
タ
ー
長

に
聞
か
な
き
ゃ
進
ま
な
い
け
ど
、
こ
ん
な
の
聞
い
た
ら
忙
し
い
だ
ろ
う

な
っ
て
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

山
本
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
き
な
災
害
に
対
し
3
年
続
け

る
組
織
を
作
ろ
う
と
す
る
割
に
は
、
先
の
見
通
し
が
な
い
ま
ま
み
ん
な

が
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
た
。
み
ん
な
イ
ラ
イ
ラ
し
た
し
、
私
も
多

く
の
人
に
当
た
り
な
が
ら
や
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
深
夜
家
に

帰
っ
た
ら
涙
が
止
ま
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
み
ん
な
そ
う
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
み
ん
な
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
た
け

ど
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
抜
け
落
ち
も
多
か
っ
た
。
特
に
情
報
共
有
、
意

見
共
有
と
言
う
と
こ
ろ
が
決
定
的
に
足
り
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
組
織
や
体
制
に
つ
い
て
、
他
に
あ
り
ま
す
か
。 

山
口
：
一
つ
の
こ
と
を
決
め
る
の
に
、
幹
事
団
体
に
了
承
を
得
て
、
セ

ン
タ
ー
長
が
決
定
を
し
て
、
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
は
仕
方
な
い
と
思
う
け

ど
、
Ｍ
Ｌ
に
情
報
を
流
し
て
返
事
を
待
っ
て
、
で
も
な
か
な
か
返
事
が

な
く
て
、
と
い
う
の
は
イ
ラ
イ
ラ
を
増
長
さ
せ
た
一
つ
の
原
因
か
な
と

言
う
気
が
し
ま
す
。 

亀
山
：
立
ち
上
げ
当
初
、
幹
事
団
体
に
そ
れ
相
応
の
役
職
を
担
っ
て
い

た
だ
く
と
い
う
流
れ
で
進
ん
で
い
て
、
県
社
協
に
副
セ
ン
タ
ー
長
を
、

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
は
そ
う
な
ら
ず
、
積
み
残
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
セ
ン
タ
ー
長
に
権
限
と
責
任
が
集
中
す
る

一
方
、
県
社
協
は
参
画
し
て
い
る
意
義
や
存
在
感
が
発
揮
で
き
な
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
長
が
一
人
で
全
て
の
こ
と
を
で
き
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
権
限
を
持
っ
た
方
が
何
人
か
い
て
、

副
セ
ン
タ
ー
長
レ
ベ
ル
で
、
他
の
幹
事
団
体
の
方
も
そ
れ
な
り
に
主
要

ポ
ス
ト
に
就
い
て
い
た
だ
い
て
指
示
命
令
系
統
に
参
加
し
て
も
ら
う

と
い
う
形
が
あ
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。 

西
川
：
そ
の
場
で
決
定
で
き
る
市
民
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
）
と
決
裁
が
必
要
な
所
（
県
、
県
社

協
）
と
の
差
が
す
ご
く
出
た
か
な
と
思
い

ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
や
ろ
う
と

思
う
と
伝
達
役
に
し
か
な
ら
な
い
人
で
は

だ
め
で
、
決
定
権
を
持
っ
た
も
の
が
幹
事

会
に
出
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
そ
の
中
で
権
限
を
分
散
し
て
い
く
。 

 

最
初
の
段
階
は
ど
っ
か
が
引
っ
張
っ
て

い
く
必
要
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
今
回
セ
ン
タ
ー
長
だ
っ
た
け
ど
、
実
は

セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
で
は
な
く
対
策
班
長
の
動
き
を
や
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
な
ぜ
か
と
考
え
る
と
、
平
成
16
年
の
水
害
を
経
験
し
て

い
る
人
は
ボ
ラ
パ
ッ
ク
と
い
う
ひ
と
ま
ず
の
完
成
形
を
思
い
描
け
て

い
た
け
ど
、
他
の
幹
事
団
体
の
方
々
と
そ
の
共
有
が
無
い
と
そ
れ
ぞ
れ 

幹事会(6団体) センター長 

対策班 情報班 総務班 

副センター長(空席) 

西川泰弘さん 



資 3 

に
旧
海
山
町
（
紀
北
町
）
が
被
災
し
た
際

に
現
地
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
以
後
、
災
害
Ｖ
Ｃ
）
の
副
セ
ン
タ
ー
長

を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
て
、
災
害
の
経

験
の
有
無
よ
り
キ
ャ
ン
プ
と
か
ア
ウ
ト
ド

ア
が
平
気
な
人
が
絶
対
い
い
だ
ろ
う
と
わ

か
っ
て
い
た
の
で
、
山
登
り
と
か
サ
バ
イ

バ
ル
の
で
き
る
人
、
日
本
中
を
旅
し
て
歩

い
て
い
る
人
20
人
く
ら
い
に
声
を
掛
け
て
、
そ
の
中
か
ら
第
2
〜
4

次
の
先
遣
隊
の
メ
ン
バ
ー
を
推
薦
し
ま
し
た
。 

 

た
だ
、
行
っ
て
も
ら
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
私
は
密
に
連
絡
を
取
り
合
い

ま
し
た
が
、
私
と
支
援
セ
ン
タ
ー
、
支
援
セ
ン
タ
ー
と
先
遣
隊
メ
ン
バ

ー
と
の
連
携
が
取
れ
て
い
な
く
て
、
行
っ
た
人
も
何
を
し
に
行
く
の
か

分
か
ら
な
い
ま
ま
で
、
と
り
あ
え
ず
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
や
っ
て
く

だ
さ
い
と
伝
え
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
行
く
指
示

と
私
か
ら
行
く
指
示
と
二
系
統
に
な
っ
て
い
た
の
も
問
題
だ
っ
た
と

思
う
し
、
私
も
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
苦
悩
し
ま
し
た
。 

 

次
の
災
害
を
考
え
た
時
、
今
回
私
が
推
薦
し
た
人
で
三
重
県
民
は
実

は
8
人
中
1
人
だ
け
。
先
遣
隊
を
三
重
県
民
か
ら
派
遣
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
も
次
の
大
き
な
課
題
と
思
い
ま
す
。 

亀
山
：
私
は
第
1
次
先
遣
隊
で
し
た
。
市
民
会
議
の
中
で
行
け
る
人

を
募
集
し
て
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
、
4
月
初
旬
当
時
は
燃
料
不
足
も
懸

念
さ
れ
て
い
た
の
で
燃
料
を
積
ん
だ
車
を
運
転
で
き
る
方
な
ど
も
手

分
け
し
て
探
し
た
り
、
車
両
を
確
保
し
た
り
し
ま
し
た
。
早
く
現
地
の

状
況
を
掴
み
支
援
先
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
、
7
名
で
行
き

ま
し
た
が
、
か
な
り
無
理
を
し
て
送
り
込
ん
だ
観
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
消
防
団
の
方
々
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
や
ケ
ア
が
何
も
で
き
な
い
ま
ま
に
な
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
ま
す
。

早
く
入
る
と
い
う
こ
と
が
目
的
化
し
て
い
て
、
調
査
の
た
め
の
人
材
と

い
う
と
こ
ろ
で
は
あ
ま
り
手
当
て
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

明
石
：
支
援
セ
ン
タ
ー
の
電
話
回
線
を
引
い
て
か
ら
問
合
せ
の
電
話
が

た
く
さ
ん
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
夜
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
対
応
し
た
の

で
す
が
、
昼
間
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
室
が
対
応
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
幹
事
団

体
か
ら
電
話
番
を
出
せ
な
い
か
と
Ｍ
Ｌ
で
流
れ
て
い
ま
し
た
が
、
反
応

は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

亀
山
：
土
日
の
対
応
に
つ
い
て
は
3
月
19
日
か
ら
仮
設
事
務
所
を
開

設
し
た
の
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
対
応
す
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
が
、

4
月
半
ば
、
そ
ろ
そ
ろ
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
頃
、

鳥
井
室
長
に
「
そ
ろ
そ
ろ
加
藤
さ
ん
を
通
常
業
務
に
戻
し
て
ほ
し
い
」

と
言
わ
れ
て
本
当
に
申
し
訳
な
く
感
じ
ま
し
た
。
朝
も
昼
も
夜
も
加
藤

さ
ん
に
か
な
り
無
理
を
し
て
も
ら
っ
て
い
た
と
い
う
気
が
し
ま
す
。 

山
本
：
幹
事
団
体
の
メ
ン
バ
ー
も
何
人
か
は
来
て
頂
い
て
い
ま
し
た
が

少
な
か
っ
た
で
す
ね
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
支
援
セ
ン
タ
ー
が
立
ち
上
が

れ
ば
幹
事
団
体
そ
れ
ぞ
れ
人
を
出
し
合
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
が
、
事

実
上
機
能
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
辺
り
県
社
協
は
ど
ん
な
状
況

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

山
口
：
正
直
、
あ
ま
り
支
援
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
重
き
を
置
け
て
い
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
県
社
協
と
し
て
は
、
全
国
社
会

福
祉
協
議
会
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
派
遣
の
話
も

あ
り
、
県
社
協
と
し
て
先
遣
隊
も
派
遣
し

て
、
結
果
、
大
槌
町
社
協
を
支
援
す
る
事

に
決
ま
っ
て
い
く
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
動

き
が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

支
援
セ
ン
タ
ー
に
も
担
当
の
私
と
し
て
は

関
わ
ら
な
け
れ
ば
と
思
い
つ
つ
も
、
組
織
と
し
て
は
重
き
を
置
け
て
い

な
か
っ
た
の
は
反
省
点
か
な
と
思
い
ま
す
。
先
遣
隊
人
選
の
際
に
も
県

社
協
は
独
自
に
出
し
て
い
た
の
で
協
力
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
電
話

対
応
等
に
つ
い
て
Ｍ
Ｌ
で
協
力
依
頼
に
つ
い
て
も
、
あ
ま
り
対
応
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

県
社
協
で
出
し
た
先
遣
隊
や
既
に
現
地
入
り
が
始
ま
っ
て
い
た
ブ

ロ
ッ
ク
派
遣
の
メ
ン
バ
ー
と
ど
う
連
携
す
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
見

え
な
い
ま
ま
に
動
い
て
い
て
、
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
事
も
反
省
点
だ

と
思
い
ま
す
。 

亀
山
：
先
遣
隊
に
つ
い
て
は
、
派
遣
す
る
と
い
う
合
意
形
成
を
き
ち
ん

と
し
て
か
ら
出
す
べ
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
辺
が
後
付

け
で
、
第
１
次
、
第
2
次
派
遣
の
頃
は

各
幹
事
団
体
に
、
こ
れ
で
よ
ろ
し
い

か
？ 

と
何
度
も
確
認
を
と
り
な
が
ら

進
め
ま
し
た
。
先
遣
隊
の
位
置
づ
け
が

曖
昧
だ
っ
た
た
め
に
、
私
た
ち
先
遣
隊

は
ど
こ
が
出
し
て
い
る
の
？ 

と
所
在

な
く
感
じ
た
先
遣
隊
員
も
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
行
く
人
の
後
ろ
盾
と
な
り
、

ま
た
現
地
の
方
と
し
っ
か
り
関
わ
り
合

い
を
作
り
出
せ
る
力
の
あ
る
人
を
つ
け
た
上
で
の
先
遣
隊
派
遣
が
望

ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

も
う
一
点
、
こ
れ
は
事
務
局
の
人
材
の
こ
と
で
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
が

雇
用
さ
れ
る
5
月
初
旬
ま
で
の
間
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
い
な
か
っ
た
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
何
か
し
た
い
と
支

援
セ
ン
タ
ー
に
駆
け
つ
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
手
持
ち
無
沙

汰
に
し
て
い
る
。
誰
も
声
を
掛
け
ず
ほ
っ
た
ら
か
し
に
さ
れ
て
い
る
状

況
が
あ
る
の
は
見
る
に
忍
び
な
い
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
と
い
う
も
の
が
ど
う
い
う
と
こ
ろ
か
、
幹
事
団
体
の
共
通

認
識
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
一
因
と
し
て
あ
っ
た
か
と
思
い

ま
す
。 

山
本
：
進
行
役
が
発
言
し
て
し
ま
う
こ
と
を
赦
し
て
く
だ
さ
い
。
災
害

が
起
こ
っ
て
か
ら
立
ち
上
げ
る
組
織
の
脆
弱
性
が
現
れ
た
と
感
じ
ま

す
。
当
時
は
事
務
局
長
が
決
ま
る
ま
で
が
本
当
に
大
変
で
し
た
。
セ
ン

タ
ー
長
と
し
て
は
活
動
や
組
織
を
創
り
あ
げ
る
と
こ
ろ
に
手
一
杯
で
、

全
体
を
見
て
仕
切
る
番
頭
さ
ん
が
い
な
い
と
こ
の
よ
う
な
事
業
が
で

き
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

～
ど
う
や
っ
て
組
織
を
作
っ
て
い
っ
た
か
～ 

山
本
：
さ
て
、
人
に
つ
い
て
は
こ
の
く
ら
い
に
し
て
、
次
に
、
ど
う
や

っ
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
組
織
を
作
っ
て
い
っ
た
か
と
い
う
と
こ
ろ
で

お
話
を
お
願
い
し
ま
す
。 

西
川
：
多
分
一
番
最
初
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
に
組
織
図
を
私
が
書
い
た

の
が
始
ま
り
だ
と
思
い
ま
す
。
元
々
支
援
セ
ン
タ
ー
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
書

か
れ
て
い
る
組
織
図
で
、
県
災
害
対
策
本
部
な
ど
の
危
機
管
理
組
織
と 

山口訓広さん 

端無徹也さん 

亀山裕美子さん 



資 2 

 
  

み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
後
、
支
援
セ
ン
タ
ー
）
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
後
、
県
社
協
）
、
三
重
県
な
ど
が
協
働

で
、
災
害
が
発
生
す
る
ご
と
に
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曾
有
の

災
害
に
お
い
て
は
今
ま
で
に
な
い
形
で
の
セ
ン
タ
ー

運
営
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
回
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
支
援
セ
ン

タ
ー
が
ど
の
よ
う
に
立
ち
上
が
っ
た
の
か
、
何
が
で
き

て
何
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
に
向
け
て

の
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

出
席
者 

西
川
泰
弘
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
え
防
災
市
民
会
議 

会
員
） 

明
石
須
美
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
え
防
災
市
民
会
議 

会
員
） 

亀
山
裕
美
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
え
防
災
市
民
会
議 

会
員
（
当
時
）
） 

端
無
徹
也
さ
ん
（
東
紀
州
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン 

事
務
局
長
） 

山
口
訓
広
さ
ん
（
社
会
福
祉
法
人
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会 

職
員
） 

加
藤
俊
輔
さ
ん
（
三
重
県
男
女
共
同
参
画
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
室 

職
員
（
当
時
）
） 

古
川
明
郎
さ
ん
（
三
重
県
男
女
共
同
参
画
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
室 

副
室
長
（
当
時
）
） 

鳥
井
早
葉
子
さ
ん
（
三
重
県
男
女
共
同
参
画
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
室 

室
長
（
当
時
）
） 

聞
き
手 

山
本
康
史 

 

（
み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長
） 

（
以
後 

敬
称
略
） 

～
自
己
紹
介
と
震
災
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
～ 

山
本
：
ま
ず
は
自
己
紹
介
と
、
ど
う
い
う
状
況
で
3
月
11
日
を
迎
え
、

支
援
セ
ン
タ
ー
に
関
わ
る
様
に
な
っ
た
の
か
を
お
願
い
し
ま
す
。 

明
石
：
震
災
が
あ
っ
た
の
は
、
私
が
み
え
防
災
市
民
会
議
（
以
後
、
市

民
会
議
）
に
入
っ
て
ち
ょ
う
ど
1
年
経
っ
た
頃
で
し
た
。
職
場
が
県

庁
な
の
で
、
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
ア
ス
ト
津
に
詰
め
て
、
で
き
る
こ

と
は
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
関
わ
り
ま
し
た
。
震
災
の

当
日
は
市
民
会
議
の
親
睦
会
の
予
定
で
し
た
が
中
止
に
な
り
、
仕
事
の

後
す
ぐ
ア
ス
ト
津
に
来
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

山
口
：
当
時
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
担
当
で
し
た
。
こ
ん
な
大
き

な
災
害
が
発
生
し
て
何
か
ら
や
っ
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
不
安
と
、
で

も
何
か
し
な
け
れ
ば
と
す
ご
く
気
持
ち
が
焦
っ
て
い
た
と
い
う
印
象

で
す
。
支
援
セ
ン
タ
ー
の
動
き
と
同
時
に
社
会
福
祉
協
議
会
の
全
国
ブ

ロ
ッ
ク
で
の
職
員
派
遣
な
ど
も
あ
り
、
頭
の
中
を
整
理
す
る
の
が
必
死

で
し
た
。
そ
し
て
4
月
1
日
に
別
の
部
署
に
異
動
に
な
っ
て
し
ま
い
、

バ
タ
バ
タ
し
た
ま
ま
関
わ
り
が
薄
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

鳥
井
：
私
は
震
災
当
時
、
県
の
他
部
署
に
お
り
4
月
か
ら
男
女
共
同

参
画
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
室
（
以
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
室
）
で
関
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
赴
任
す
る
と
加
藤
さ
ん
は
被
災
地
に
行
っ
て
い
て
、
古
川
さ
ん
は

マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
電
話
対
応
に
追
わ
れ
て
い
て
話
を
聞
く
時
間
も
無

く
、
私
は
過
去
の
議
事
録
を
読
ん
で
情
報
を
把
握
し
ま
し
た
。
幹
事
会

に
も
参
加
し
、
と
り
あ
え
ず
継
続
的
に
活
動
す
る
た
め
に
予
算
が
ほ
し

い
、
と
い
う
認
識
で
は
じ
め
ま
し
た
。 

西
川
：
発
災
当
日
は
私
も
明
石
さ
ん
と
同
じ
く
県
庁
に
い
て
地
震
の
揺

れ
を
感
じ
、
揺
れ
方
か
ら
プ
レ
ー
ト
境
界
型
地
震
だ
と
感
じ
て
か
ら
は

仕
事
そ
っ
ち
の
け
で
し
た
。
テ
レ
ビ
で
仙
台
空
港
沿
岸
の
津
波
が
砕
波

し
て
い
る
の
を
見
て
、
そ
れ
が
5
ｍ
以
上
の
津
波
で
起
こ
る
と
い
う

知
識
が
あ
っ
た
の
で
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。
幸
い
当
時

は
残
業
の
な
い
職
場
だ
っ
た
の
で
、
仕
事
が
終
わ
っ
た
ら
支
援
セ
ン
タ

ー
に
詰
め
る
、
と
い
う
動
き
を
し
ま
し
た
。 

古
川
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
室
で
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担
当
を
し
て
3
年
目
で
し
た
。

当
日
は
四
日
市
に
出
張
し
て
い
て
、
帰
っ
た
ら
み
ん
な
テ
レ
ビ
の
前
に

集
ま
っ
て
い
る
。
大
変
な
事
に
な
っ
て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
災
害

が
発
生
し
た
と
き
、
幹
事
団
体
は
翌
日
夜
に
集
合
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
（
以
後
、
Ｍ
Ｌ
）
で
今
晩
集
ま
ろ

う
と
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

普
段
か
ら
幹
事
会
で
話
し
合
っ
て
い
た
の
で
、
支
援
セ
ン
タ
ー
を
立 

ち
上
げ
る
こ
と
へ
の
不
安
は
少
な
く
、
県
外
の
災
害
で
は
あ
り
ま
す
が
、 

対
応
す
る
こ
と
へ
の
違
和
感
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

端
無
：
当
時
私
は
尾
鷲
市
議
会
議
員
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
委
員
会
中
に

地
震
が
あ
り
、
散
会
に
な
っ
て
か
ら
地
元
の
北
川
に
津
波
の
動
画
を
撮

り
に
行
き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
を
見
て
大
変
な
事
に
な
る
な
と
思
い
、
情

報
を
と
ろ
う
と
し
た
け
ど
東
北
に
知
人
が
お
ら
ず
な
か
な
か
取
れ
な

か
っ
た
で
す
ね
。
翌
日
に
は
友
だ
ち
と
か
災
害
の
仲
間
か
ら
、
東
北
に

お
ま
え
は
行
か
な
い
の
か
？
と
か
の
話
を
や
り
と
り
し
て
い
ま
し
た
。 

加
藤
：
当
時
私
は
入
庁
1
年
目
で
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担
当
も
古
川
副

室
長
と
共
に
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
、
な
に
か
対
応
し
な
け
れ
ば
と
思
い
つ
つ
も
、
具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
で
き
て
い
な
い
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
4
月
1
日
か
ら
塩
竃

市
に
行
政
職
員
と
し
て
支
援
に
行
く
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
に
お
金

と
組
織
の
作
り
方
、
情
報
共
有
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
課
題
を
抱
え
ま

し
た
。
色
々
決
ま
り
は
作
っ
て
い
た
け
ど
、
い
ざ
起
こ
っ
て
み
る
と
先

の
見
え
な
い
不
安
を
抱
え
た
一
ヶ
月
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

亀
山
：
当
時
は
市
民
会
議
の
事
務
局
を
し
て
い
ま
し
た
。
震
災
当
日
は

ア
ス
ト
津
の
5
階
で
開
催
さ
れ
て
い
た
防
災
の
講
演
会
に
業
務
で
参

加
し
て
い
ま
し
た
。
地
震
が
起
き
て
中
止
と
な
り
、
職
場
に
戻
り
ま
し

た
。
午
後
6
時
く
ら
い
に
帰
宅
し
て
い
い
と
言
わ
れ
た
の
で
、
そ
の

ま
ま
支
援
セ
ン
タ
ー
の
臨
時
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
県
は
も
と
よ
り
、

前
年
に
県
社
協
と
も
い
ろ
い
ろ
な
形
で
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
の
で
、

幹
事
団
体
の
中
で
み
な
さ
ん
の
意
思
疎
通
の
要
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。 

～
ど
の
よ
う
に
し
て
立
ち
上
げ
人
材
を
確
保
し
た
か
～ 

山
本
：
本
題
に
入
り
ま
す
。
ま
ず
、
支
援
セ
ン
タ
ー
は
災
害
ご
と
に
立

ち
上
げ
る
と
い
う
事
で
今
回
も
震
災
後
か
ら
人
集
め
を
は
じ
め
た
わ

け
で
す
が
、
そ
の
時
の
苦
労
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
す
。 

端
無
：
当
時
私
も
市
民
会
議
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
幹
事
会
に
は

出
て
い
な
か
っ
た
の
で
非
常
に
や
き
も
き
し
て
山
本
さ
ん
や
西
川
さ

ん
に
は
怒
り
を
ぶ
つ
け
た
事
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
先
遣

隊
を
派
遣
す
る
と
い
う
話
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
自
分
は
平
成
16
年 
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■東日本大震災復興支援みえ宣言 

 

 

東日本大震災 復興支援 

 みえ宣言

 

2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分。千年に一度といわれる未曾有の巨大地震発生。 

地震、そして津波による破壊のすさまじさは想定を遙かに超え、そしてそれに伴う複合的な

被害。想像を絶する惨状を伝え聞きながら、私たちは茫然とするばかりでした。すぐにでも被災

された方々のもとへ応援に駆けつけたいと思っても、それすらままならない現実。私たちは無力

感、そして焦燥感の中で、それぞれが「できること」を考えました。 

 そして今、1 ヶ月を経て、自衛隊や警察、消防、海上保安庁、ライフライン企業、土木関係者

等の絶え間ない努力や海外からの様々な支援により、被災地域の生活基盤は一歩ずつ復旧

へと進んでいます。被災地域の皆さんの努力やいち早く被災地で活動された社会福祉協議

会、NPO・NGO 等支援組織の尽力により、復興に向けた取り組みが始まりつつあります。 

 

震災。津波。被災後の生活。 近い将来、東海・東南海・南海地震が連動して被害を受ける

と予測されている三重県にとって、とても他人事ではありません。 

三重県民の皆さん、茫然自失の時は過ぎました。無事であった私たちにできることがあるは

ずです。被害を受けた方々に寄り添い、復旧・復興に向け、ともに歩み出す時が来たのです。 

これから始まる長い復興への道。途中で息切れしてしまわぬよう、悲しみを乗り越え前に進め

るよう、一人ひとりができる、さまざまな取り組みを結集して、被災された方々や被災地域を支え

ていきましょう。 

 私たちは、被災された方々が笑顔を取り戻し地域が復興するまで、息の長い支援活動を三重

から展開することを宣言します。 

 

みんなのえがおがみたいから！ 今、三重から。 

2011 年 4 月 11 日（東日本大震災から 1 ヶ月の日に） 

「ほっとけやん・東日本」 

代表発起人 

三重県知事 野呂 昭彦 （当時） 

三重大学長 内田 淳正 

三重県商工会議所連合会長 竹林 武一 （当時） 

三重県商工会連合会長 藤田 正美 

三重県共同募金会長 井村 正勝 

みえ災害ボランティア支援センター長 山本 康史 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの東日本大震災支援  

みえ災害ボランティア支援センター（MVSC） 

（資料・メッセージ） 

写真：岩手県下閉伊郡山田町 北浜地区 

（左上：平成 23 年 3 月、右上：同年 11 月、左下：平成 25 年 4 月、右下：平成 25 年 9 月 撮影） 

オフィシャルサイト http://mvsc.jp/ 


